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第一部 序論及び教育・建築の歴史に関する変遷 
第一章 序論 
 
1-1 はじめに 
 
1960年代、イギリスの中央教育審議会（Central Advisory Council）において
「インフォーマル教育」が注目され、1967年には「プラウデン報告書(Plowden 
Report)」により，イギリスの主に初等学校において、児童の個性や創造性を重視
する児童中心主義教育への関心が高まった。そして、この報告書においても高く
推奨されたオープンスペースという建築様式が小学校で採用されるようになり、
インフォーマル教育（informal Education）を推進する契機となった。1970年代
のはじめ、イギリスにおけるインフォーマル教育は、アメリカの教育界に影響を
与え、児童の個性を重視する教育方法がより注目されるようになった。その学校
での教室はオープン・スペースを持つ特徴であった。この後欧州のオープン・ス
ペースを持つ教室も始まった。 
一方、日本は1971年の北海道札幌市丘球小学校もできるようになった。書籍を
廊下に置き、学習スペースを作り、更に「勉強指導研究会」が足した。当時その
研究会が日本の教育界に推奨され、教育的に必要なものであるという｢オープンプ
ラン・スクール｣を起こした注1)文献1)。これは当時の、文部省による1984年の｢多目
的スペースの補助制度｣の発足が大きな影響を与えている文献2）3)4)。なお｢多様な学
習には多様な空間を｣と語られている。それ以降、｢オープン・スペース｣（以下OS）
｢学習コーナー｣（以下LC）、欧米諸国や日本において、これらの空間を備えた教
                                                  
注 1) その後 1997 年には多目的スペースの補助面積が増し、2001 年には新世代型学習空間に関する補助面積も新
たに設けられた。（文献 3） 
文献 1) 学校を開く、株式会社ぎようせい、1990 年、加藤幸次。（中国名：開放教育路一所没有牆壁的学校、蘇南
芬と林信甫 譯）。 
文献2）柿沼 雄一郎 、小学校の授業中におけるワークスペース利用に関する研究ーワークスペースで行なわれる
授業を行動観察から整理する。2006年、修士論文。 
文献3）日本建築会編、学校の多目的スペース計画と設計、彰国社、1989.10.10．pp.24 。 
文献4）長倉康彦、開かれら学校の計画1993、12。 
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室が、普及されていった。この間OSを活発に利用する学習を対象とした建築計画
研究は数多く行われて、またOS或いは多目的スペースの数も増加した。このよう
に欧米諸国のインフォーマル教育の発展後、日本もそのような概念を持って続け
られている。 
台湾学校建築では、日統時代（1895～1945年前半）から国民政府時代(中華民国
の台湾、1945後半）にかけ、小中学校の建築計画は1895年3月に公布された「学校
建築図説明及び設計大要」を、の内容をそのままを引用し、長い間定型・画一化
の道を引き継承している文献5)文献6)。 
1994年の教育改革に向け、台湾の教育省は1995年から欧米諸国や日本のインフ
ォーマル教育や、オープンプランに関する資料を収集し、それと同次期に、日本
への視察を実施した文献7)。従って、教室空間の形式と教育理念は台湾で報告した
後1999年代から具体的なOSを有る教室学校注2)の登場と、教育改革の動向も画期的
な改革を迎えるようになるかを見えただろう。 
 
1-2 研究の背景・動機・目的 
 
1-2-1 研究の背景・動機 
 
台湾における小、中学校は、第二次世界大戦以降も、日本の植民地時代に建築
された、片側廊下型の教室形態と、一斉授業の教育形式注3）は継承された。また、
指導方法も、同一の教科書を用いる一律教育、いわゆる「詰め込み教育」が継続
されてきた。 
まず小、中学校に対しての改革を始め、新規学校として多様な学習形式を導入
するできるようを目指す。同年8月、最初は台北県での20くらい小学校の施設と教
室は現状のままを維持し、教育体制を変え「インフォーマル教育」を理念とした
                                                  
文献 5)1895 年 3 月日本公布の「学校建築図説明及設計大要」 
文献6)国民学校建築転型ンの建築計画研究課題、台湾大学建築と城郷研究所、1991年、黄世孟。 
文献 7)回歸教育本質的開放教育（第一輯）、台北市政府教育局、1997 年 1 月 23 日、P17 。 
注 2) 台湾で第一群が開放教育の理念に導入で OS を持つである教室は健康小・永安小・新生小 3つの小学校を建
てた。 
注3） 1895年3月「学校建築図説明及び設計大要」の規範を利用した。学校建築を画一化して、長い廊下と3間＊4
間くらいの4つ壁を囲りに教室の建築形式であった。そのような「片側廊下型の形式」と呼ばれる。 
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ものに変革し注4)、その結果は新しい学校建築を建つ時に1つの参考としてになっ
た。その「インフォーマル教育」は台湾で「開放教育」とかわりに呼んでいる（本
研究論文は以下「開放教育」）。 
教育部は1995年9月、日本で緒川小学校、美浜打瀬小学校などの、オープン・プ
ラン・スクールを視察し注5)、これらの成果は、1997年に「開放教育」や｢オープ
ン巣ベース｣や｢学習コーナン｣の理念についての検討会議事録を報告書にまとめ
た。台湾で開放教育その中で特に呉 明修氏らは英・米・日の「開放教育」と校舎
に焦点を置き、特に日本の「開放教育環境」・「建築の関連学習シチュエーショ
ン」などに関する調査結果が多く引用され、「オープン・スクール」・「壁のな
い学校」・「ベルの鳴らない学校」・「インフォーマル教育」などの特徴が新し
い台湾における教室の平面計画として推薦された（東京都杉並第十小学校・埼玉
県辻小学校など）文献11)。また、教育内容と時間は弾力的な運用を第一と考え、児
童の自習を中心とし、自由活動を基本とする為同時限で同じ活動を行なうクラス
が多いので、同年生の複数のクラスを組合わせて一つのユニットにし、台湾で「班
群教室或いはオープン教室」と呼ばれる。 
これらの資料・報告・実例を検証した結果、開放教育は、台湾の教育改革の
基本方針となった。台湾は1994年に教育改革が試行して始まり、社会的な注目を
集めた。そして1995年から健康・永安・新生小学校、オープンスペースを有る備
                                                  
注4) 1994年8月位20校の小学校を教学方法が開放教育目指すを試行した。その開放教育は、下記４項目：1)学習
空間の開放：教室どうしの隔壁や教室と廊下と間の壁を取払い学習空間を物理的にオープン化すること、2)
学習内容の開放：教科書をはじめとする教材の採択の自由を認め、各校の教育内容のオープン化を容認する
こと、3)学習方法の開放：画一的一斉授業制度ばかりでなく授業時間の使い方に弾力性を認め、各校・各学
級の学習方法を担任教師に委ねること、4)教育管理の開放：教育管理のオープン化など。教育の仕方につい
ては、完全に先生に管理を任せるのではなく、学校以外の生徒のママ等にはボランティア活動による授業や
国際的な交流課程を取り入れることも教育管理の役目を教師以外に転換するというオープン・エデュケーシ
ョン形式である（文献8）。 
文献 8）黄世孟、中国名：開放教育與研習会（3）開放教育之学習環境與校園。 
注5) 1995年9月11日から20日まで台湾の台北市議会新聞署及び文部省など組織の｢日本開放教育学校建築と新聞媒
体で構成された視察団｣が東京千葉市美浜打瀬小学校(6組、169人、1995開校)、東京都台東区上野小学校(12
組、316人、1991開校)、大阪市北小学校(6組、111人)、大阪市開平小学校(6組、99人)、愛知県東浦町(15
組)、緒川小学校(485人)、など日本の小学校の建築計画及び開放教育実施状況を見学した。その見学の小学
校は小規模小学校である。更に1996年の7月30日に日本の加藤幸次教授と藤田信茂教授と第12届個性化教育
研究の夏休み検討会を実施した。日本の兵庫県但東町の高橋・合橋・弘道小学校を見学した。あの2年の結
果の報告は台北市教育部（日本の文部省）がオープン・プラン小学校為の計画の参考にした。台湾全国でオ
ープン教室計画の小学校が初め生まれた。（文献9・文献10)。 
文献 9) 中国名：回歸教育本質的開放教育（第一輯）、台北市政府教育局編印、1997 年 1 月 23 日、P123 。 
文献 10) 樓琦庭: 中国名（開放式學校空間規劃設計準則之研究―以實施開放教育之學校為例）、1996.07 、pp1～25）。 
文献 11) 呉明修、開放教育與学校建築研究會論文集、台北市政府教育局 1995。 
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える学校を選出し、運用計画と建築プランを作成した。1999年完成して運用が開
始された。特に、教室形式は伝統的な教室構成と異なるので、オープンスペース
を持つ教室である学校の特徴が現れ始めた。しかし、教室でのオープンスペース
は使用があまりうまくしない状態があっている。 
教育改革が進行中、1999年の9月21日に台湾中部の集集という地方で発生した
M7.6の地震（通称：集集（ジジ）地震・921大地震。本研究はジジ地震略称）注6)
が発生した。この地震により、多くの学校校舎が倒壊したため、国は校舎を再建
することが急務となった。台湾では、1994年より教育改革運動が進行しており、
この計画を行う際に開放教育理念の導入やオープン・スペースなどの新しい設計
手法が採用され、建替だけではなく新たな学校計画の契機となった。 
 
1-2-2 研究目的 
 
「開放教育」理念を導入について1)、ジジ地震後再建された学校及び2)、オー
プン・スペースを有る教室学校、2項目重要な出来事により、はじめに、ジジ地震
後に再建された学校について、倒壊した学校校舎を短期間で再建復興計画支援策
すると、再建された学校建築における平面計画の関連について着目し、文献調査
と実地調査から被害学校の状況・緊急措置・学校の計画手法・教室の類型などに
ついて分析をおこなう。 
次に、オープン・スペースを有る教室の学校建築における教室のお使用実態に
ついて学校の空間面と授業内容に着目し、教室周り児童の学習、生活活動の実態
そのような教室の使われ方に独自の視点から研究して、分析をおこなう。 
これらの分析を実施することにより、問題点や課題を具体的に明らかにし、今
後の学校建築における新築や修繕計画、そして内装やレイアウト計画の指針を得
ることを、本研究の目的とする。以下、1）はジジ地震のジジ地震後再建された学
校と2）はオープン・スペースを有る教室の学校ことにより、2項目の調査的によ
り、台湾における開放教育の理念に基づいて建設された、様々な平面計画と実際
                                                  
注 6) 1999 年 9 月 21 日現地時間朝 1 時 47 分に中部の南投県集集(ji- ji)を震源とする大地震が発生した。この
地震では死傷者 11,043 人、82,238 戸数の建物が被害をうけた。被災地域は主に南投県と隣接する台中県で
あるが、震源から比較的離れた台北市（県）でも多くビルが倒壊し、甚大な被害が出た。この地震は台湾大
地震、集集(ji- ji)大地震、台湾中部大地震、921 集集(ji- ji)大地震、台湾大震災などとも呼ばれる。 
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の使用状況について明らかにすることを目的とし、考察を行なった。 
1） ジジ地震後に再建された学校についての調査目的 
 
①ジジ地震によって学校の再建という機会が到来し、その機にあわせて、教育
改革により提案された新しい配置計画と敷地境界と教室形態の導入も可能であっ
た状況において、実際にどのような配置計画と敷地境界と形式の教室およびその
周辺の平面形が採用されたかを整理し、再建された小学校教室のか概念の確立す
るために校舎の配置計画と敷地境界のあり方について分析・考察を行なう。 
 
②ジジ地震後に再建された学校短期間での学校再建復興の経験に焦点をあて、
学校の復興・再建を計画する経緯・支援策及ぶ学校再建復興後の進捗状況を把握
することによって、地震後の学校或いは学校の建設に参考できる示唆を得ること
を期待する。 
 
③従来の教室と比較し、再建された教室の面積が拡大した。この増加面積は、
教育改革運動を反映したものであり、教育内容とも大きな関連がある。そこで、
面積規模と各時代学校建築の教室の面積とクラス数のガイドラインとの関連の変
遷について、その過程を整理する。平面計画のためのガイドラインが歴史上の出
来事と関連があり、かつ教育改革運動が起こった要因、およびその目的､さらに震
災後の対応策が提案される過程を整理し、明確にする必要があると考えられる。 
 
④再建後の小学校では、学校の平面計画及び教室周りの変化を現地調査して分
析した。必要以上に広い教室面積や、使用されていない空間があることがジジ地
震被害小規模校に対する別基準が制定される指摘されている。また、クラスで当
たり児童人数の過剰あるいは不足があることも言われている。本論文では再建小
学校を対象として定められた規準と、実際の建築で採用された規模等の比較を行
い、こうした指摘の内容を精査し、改善点を検討する。 
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2） オープンスペースを有る小学校について調査の目的 
 
①再建された小学校のうち、オープンスペースを持つ小学校について調査を実
施し、伝統的な教室形式と、その教室周り構成類型について考察を行なった。 
 
②典型的なオープンスペースを持つ小学校において、授業は一斉講義のみでは
なく、多様な形態で実施される状況が確認された。それは活動場所に関しては興
味深い活動が見られた、教室をどのような活動が多くなった文献12)。従って、レイ
アウトを読み取り、各学年の学習活動場所の観察から、クラスのオープンスペー
スから見たカリキュラム・活動場所・時間割、特に教科ごとのOS学習場面、児童
の学習効果にもオープン・スペースよる、よりフリーな良い効果が現われるかな
どを分析する。 
 
③オープン・プラン小学校のイメージが言い方は異なっているためレイアウト
の分析・考察をすることによって、問題点や課題を具体的に明らかにしとともに、
OSを使用する実態について検討する。 
④教育改革運動において、日本のオープン・スペース型の平面計画が参考とさ
れ、その影響は見逃せない。しかし、再建された学校ではオープンスペース型の
平面形以外にも、多様な形態の教室がつくられた。これらは従来の伝統的な平面
とは異なっているが、多くの日本の学校に見られる複数の教室でオープン・スペ
ースを共有する形態ではない。一方、教師の新しい教室平面に対する認識のレベ
ルは、台湾と日本とでは隔たりがあり、教室の平面形態や廊下の活用について、
その特徴を整理する。 
 
⑤今後の学校建築における新築や修繕計画、そして内装やレイアウト計画の指
針を得ることと教室に周りの使われ方を調査して分析した。 
 
⑥台湾のオープン・プランである教室の小学校は日本の開放式（オープンプラ
                                                  
文献 12) 李美慧＊柳澤 要、台湾の学校建築の平面計画・教育の特色に関する報告 、日本建築大会 2005．09.13。 
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ン）学校を影響されたから似ている教室の形の空間で当地の民情、文化、背景が
違う人が使えばとうな結果ですか目的に調査した。 
 
1-3 研究範囲及び対象校・地域 
 
上記に記載であり、「研究範囲及び研究背景と動機」ということである。調査
対象はAとBを分け、以下通り調査対象を説明する。 
 ・調査対象A部分は台湾でジジ大地震後再建された小学校。 
 ・調査対象B部分は台湾クラス群である教室を持った小学校。 
 それぞれの研究範囲に入り対象学校・地域の詳細については以下の通りである。 
 
1-3-1 調査対象A部分：ジジ震災後再建された54の小学校 
 
 まず、台湾は1994年からオープン・エデュケーションの理念を試行した後、1999
年に台湾でオープン・スペースである教室（本研究はオープン教室を略称）を取
り入れた小学校の建設計画、事例が始まり、その以降にも増えつつあり。期間中
にちょうど（1999年の9月21日）ジジ地震が発生を伴いオープン・エデュケーショ
ンの概念を取り入れる良いタイミングと考えられる。 
 ジジ地震後の2001年7月2日に発表された教育省（日本の文部省相当）の｢小、中
学校再建の報告書｣によると、被害学校は総計293校であり、最も75.0%（220校）
小学校を占める、その中の50%(110校)が南投に位置している。その110校はジジ地
震後被害最大の小学校地方である。 
地震による学校被災と見ると広域にわたり、学校は9つ以上の県・市にまたがっ
ている。台湾の南投は震源地であり最も被害が大きく、143の学校（しかも南投の
252校中56.7％）に建築的被害が出た。また南投が小学校壊す程度は現在南投での
72.8％（110/151校）を受けた。幼稚園に被害数は少ないだった。台湾の幼稚園は
小学校で附属幼稚園が多く小学校の被害数で幼稚園も含んだ。台湾全土では8.2％
が被災したことになり、嘉義県（市）、台中県（市）では被災率が10％を超える。
表1に示されていった、表1、2と図1、2。 
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図 1:調査対象A部分のジジ地震後再建された南投県の地方（2003年の当時調査資
料により） 
 
調査対象Aの学校の地域（校地・校舎）を含む：南投県で7つの鄕は中寮（Zhong-Liao）、
水里（Shui-Li）、信義（Xin－Yi）、国姓（Guo-Xing）、鹿谷（Lu-Gu）、仁愛（Ren-Ai）、
魚池（Yun-Chi）と3つの鎮は草屯（Cao-Tun）集集（Ji-Ji）、竹山（Zhus-Han）、
埔里（Pu-Li）及び南投市である。 
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図 2:■の記号はジジ地震後再建された 54 の小学校の中国名の学校名 
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表 1：台湾全学校数と被害校数（1999 年当時）                  単位：学校数 
                                                                                      
本研究整理 
被害：1999 年 9月 21 日大地震後、台湾教育部によって被害された学校数の意味である。 
全部：1999 年地震の前に全部学校数と言う。 
資料：教育部國教司 http://www.edu.tw/primary/、 
http://www.edu.tw/index.aspx、http://140.111.34.54/statistics/content.aspx?site_content_sn=8869 
 
表2 54再建され小学校の郷・鎮とクラス数の分佈状況                             單位：校（％） 
南投縣 
鄉 鎮 
鄉鎮 
 
クラス数 
南 
投 
市 中寮 水里 信義 國姓 鹿谷 魚池 仁愛 草屯 集集 埔里 竹山 
小計
6 2(6.9) 6(20.7) 3(10.3) 4(13.8) 5(17.2) 2(6.9) 1(3.5) 2(6.9) 1(3.5) -- 2(6.9) 1(3.5) 29（100.0）
7～12 1(11.1) -- -- -- 3(33.3) 1(11.1) -- -- 1(11.1) 1(11.1) 1(11.1) 1(11.1) 9（100.0）
13～24 1(12.5) 1(12.5) -- -- 1(12.5) -- 1(12.5) -- 1(12.5) 1(12.5) 1(12.5) 1(12.5) 8（100.0）
25～36 -- -- -- -- -- -- -- -- 2(75.0) -- 1(25.0) -- 3（100.0）
37～48 -- -- -- -- -- -- -- -- 1(50.0) -- -- 1(50.0) 2（100.0）
48 以上 1(25.5) -- -- -- -- -- -- -- -- -- 2 -- 3（100.0）
合計 5(9.3) 7(13.0) 3(5.6) 4(7.4) 9(16.7) 3(5.6) 2(3.7) 2(3.7) 6(11.1) 2(3.7) 7(13.0） 4(7.4) 54(100.0)
本研究整理 
 
一方、表１での台湾全学校数と被害校数を見ると南投県は一番震災が広が
っていたと分かった。今回の研究では、南投内で被害された110 校は被害の程度
によって以下の3つのグループ注7)を分けた： 
（1）全て再建された学校 
（2）一つ教室棟以上再建された必要学校 
（3）周辺施設修繕必要な学校 
分類した結果、数もっとも多いグループは（1）の全て再建された学校であり、
全体の51.0% (56/110 校)を占めている。ただし、56校小学校の新校舎を建てられ
ている最中に、建設中2つ小学校（発祥小学校と新山小学校）は2002年の艾利、桃
                                                  
注 7) 台湾の教育部は(1)全部再建された学校（中国名：全部重建學校）：全部または再建した建物（2)一棟教室
以上再建された必要学校（中国名：一棟教室以上需要重建之學校）：教室部分または再建された建物(3)周
辺施設修繕学校（中国名：週邊設施修繕學校、如廁所、圍牆、樓梯など）：一部損壊または被害なしの建物、
例：トイレ、塀、壁、階段などそのような重要な周辺施設損壊。（中国名：無須重建但應補強） 
幼稚園 小学校 中学校 高校 合計 学校 
地方 被害 全部 被害 全部 被害 全部 被害 全部 被害 全部 
台北 0 781 1 353 0 122 0 80 1 1336 
桃園 0 257 1 167 0 47 0 14 1 485 
苗栗 0 74 15 115 1 29 0 8 16 226 
台中 2 221 41 209 15 67 3 21 61 518 
南投 0 63 110 151 27 31 6 7 143 252 
彰化 0 137 2 171 0 38 0 8 2 354 
雲林 0 96 9 154 5 30 0 10 14 290 
嘉義 0 149 38 153 11 33 1 11 50 346 
台南 0 310 3 215 2 60 0 27 5 612 
その他 0 5827 0 895 0 262 0 70 0 7054 
合計 2 7915 220 2583 61 719 10 256 293 11473 
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芝という台風で再度被害をされ、基盤基礎が陥れたので再検討案に入るようにな
った。一般的には再建にあたって統廃合の話題はのぼらなかった。従ってその2
校は察対象から除いた54校を本研究範囲の対象Ａに決めた（表3）。表4は南投の
再建した54小学校について詳細を紹介している（第5章の5-2-3の内容はもっと詳
しい述べる）。 
 
表 3：南投県において 54 再建された小学校の被災程度の分佈状況 単位：小学校(%) 
区域 
被災程度 
南投県(市) 
調査対象 54 
全棟全壊 
対象以外 2 
56（51.0） 
部分倒壊 38（34.5） 
部分被災 16（14.5） 
110 
被害されたなし小学校或いは構造的を補修は必要的もの 41 
合計 151 
資料：2000 年 3 月 22 日に南投県政府   本研究整理 
 
表4：南投の再建された54小学校の学校名 
No. 郷・鎮 小学校名 No. 郷・鎮 学校名 No. 郷・鎮 学校名 
NO1 中寮郷 中寮 NO20 南投市 光復 NO38 仁愛郷 親愛 
NO2 中寮郷 永楽 NO21 南投市 漳和 NO39 集集鎮 広英 
NO3 中寮郷 至誠 NO22 埔里鎮 水尾 NO40 水里郷 民和 
NO4 水里郷 玉峰 NO23 埔里鎮 埔里 NO41 竹山鎮 延平 
NO6 草屯鎮 僑光 NO24 草屯鎮 土城 NO42 信義郷 隆華 
NO7 国姓郷 育楽 NO25 草屯鎮 平林 NO43 信義郷 地利 
NO8 国姓郷 長福 NO26 水里郷 水里 NO44 南投市 平和 
NO9 鹿谷郷 瑞田 NO27 国姓郷 南港 NO45 埔里鎮 育英 
NO10 集集鎮 集集 NO28 国姓郷 国姓 NO46 埔里鎮 南光 
NO11 集集鎮 永昌 NO29 国姓郷 北山 NO47 埔里鎮 桃源 
NO12 集集鎮 和興 NO30 国姓郷 北港 NO48 埔里鎮 中峰 
NO13 中寮郷 爽文 NO31 国姓郷 福亀 NO49 埔里鎮 大成 
NO14 集集鎮 広福 NO32 国姓郷 乾峰 NO50 草屯鎮 炎峰 
NO15 仁愛郷 萬豐 NO33 魚池郷 魚池 NO51 草屯鎮 中原 
NO16 竹山鎮 竹山 NO34 魚池郷 東光 NO52 水里郷 成城 
NO17 竹山鎮 社寮 NO35 水里郷 郡坑 NO53 竹山鎮 中州 
NO18 信義郷 潭南 NO36 名間郷 千秋 NO54 水里郷 永興 
NO19 南投市 営盤 NO37 国姓郷 港源    
番号の順番は調査の順番によって 
 
 
1-3-2 調査対象B部分：オープンスペースを有する25小学校 
 
2001年から2006年3月までの調査を通して、台湾におけるオープン教室を備えた
小学校の事例を整理、調査を行った。その中にジジ地震で再建された小学校には
オープンスペースを持つ教室の特徴である6校を含む、台湾で合計25校のオープン
スペースを持つ教室の小学校の事例が考察でき、調査対象B部分となり。この25
件の例は、殆ど台湾の北部に分布された。原因は1-2研究の背景・動機・目的に述
べたように台湾教育改革（1994年教育改革）以後、リーダとし、試験意味もあり
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北部エリアの学校に英・米・日本より学校計画、教育理念などを輸入、オープン
スペース概念を導入したと考えられる。 
特に教室の空間計画には従来型とある程度異なり、また教室を活用のため必要
な工夫などにつて本研究の第三部にて分析する。これは教育の変遷で深く研究す
べきな議題となるだろう、図3と表5。 
 
表 5：台湾オープンスペースで有する教室を持つ小学校の分布状況 
Area City Number of School 
Taipei(city)  7 
Taipei(country)  2 North 
Xin-Zhu  2 
Tai-Zhoung  1 Middle Nan-Tou  6 
Tai-Nan  1 South Gao-Xiong  4 
Hual-Lian  １ East 
Yi-Lan １ 
Total 25 
台北県
28%
台北県
8%
新竹市
12%台中市
4%
南投県
24%
台南市
4%
高雄市
16%
花蓮県
4%
 
 
図 3：台湾オープン・スペースで有する 25 小学校の分布図面 
 
1-4 調査対象A、B部分の方法・方向及び 研究の構想・流れ 
 
研究範囲によって上述1-3の対象AとBが分かれ、調査・分析を行った。2つの
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調査および研究方向・方法は以下述べる。そして本研究の構想と流れを説明する。 
 
 
 1-4-1 調査対象A部分の方法・方向 
 
 南投県の54ヶ所再建された小学校に関する文献収集・実地調査により研究分析
の基礎資料とする。分析方法は以下の通りである。 
 
 a)学校計画の背景と動機を理解すること： 
ジジ地震で学校建設に与えた影響や学校再建についての台湾政府の計画など、
関連文献を収集して必要な情報を抽出する。そこから得られた情報に基づいて考
察対象、考察範囲などを定める。 
 b)文献と実地調査から初歩的に関連するデータと事例を集める： 
考察対象となった54校が決まった後、各学校についてより詳しい情報を手に入
れる。たとえば：学校の所在地、キャンパスの地形、学生数など、各小学校の特
徴をあらわす各種の情報。 
c)実地調査を実施する： 
54校を訪問し考察を行う（学校の分布は表4を参照）。各小学校の教室外と教室
内の環境の写真を撮る。最後に、いくつかの学校のスタッフに所属する学校のス
ペースについての考えを尋ね、インタビューする。 
d)事例の分類と分析： 
今回の研究では、収集したデータの分析と検討は二つの部分に分けて行う。ま
ず、各小学校において実施されているアレンジメントについて全般的な理解を得
て、そして、教室の構成を分類する。この論文では、主に部分1を中心に扱うが、
具体的な着目点は： 
①学校のキャンパスの空間利用状況と建物の配置を分類する 
②学校用地の配置 
③学校の範囲。 
e)学校計画について結論を出す： 
データの分析を通して、伝統的な学校と再建された学校のキャンパス計画にお
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ける相違点を見つけ、分析をまとめる。 
 
 
 1-4-2 調査対象B部分の方法・方向 
 
 台湾でのクラス群の教室を持った小学校に関する基礎資料とする。また、調査
対象Bでの永安小学校の児童の行動観察・アンケート調査、担当教師へのヒアリン
ク調査も行う。児童・生徒がオープン教室の空間・場をどのように活用するかを
明らかにするため、永安小学校で実地観察調査を実施。台湾に適する教室平面計
画を研究することを目的とする。分析方法は以下通りである。 
a)2000年から今まで全国のオープン教室は小学校に対して事例及び平面計画の 
特徴を整理して分類する。 
b)教室の使用状況を調べ、オープンプラン教室計画からみた児童の行動観察と家
具の使い方を把握する。 
c)教室の使用方法における問題点や実際の使用状況を把握するために、行動観察
が行われた小学校の校長と教師にヒアリングを取り、児童にアンケート調査を使
用して使用者の心理面に留意して、教室の使用状況について調べた。 
d)以上三点から台湾のオープン教室の実際使用状況を分析した後、調査の結果に
基づき台湾においてオープン教室を計画する際の留意すべき点について提案する。 
 
  1-4-3 本研究の構想 
 
 全体の研究のアレンジは、オープン・プラン理念を導入するオープン・スペー
スを持つ小学校である。それによって、本研究は台湾と日本のオープン・プラン
とオープン・スペースを持つ小学校に関して3つの調査対象を分けて、各対象の内
容を分析する。上述の1-3の2つの調査対象である。 
 調査対象Aはジジ地震後、再建された54校のオープンプラン小学校の全体的計画
について調査を行う。 
 調査対象AとBは教育改革後のほぼ同時点に行ったなのに別々背景と動機である。
しかし、ジジ地震あと再建する法規は他の小学校より新しい規範が添加された。
 
 
 
第一部 序論及び教育・建築に関する 
 
 23
従って調査対象AとBは調査の便利ため別々で基礎分析と範囲を探求する。まず、
調査対象Aを分析したあと、54校の中に台湾オープン・スペースを持った特徴は4
校小学校ので調査対象Bと加えて25校小学校をなって、オープン教室特徴を持つ小
学校の平面計画の形態を調査して分類する。また永安、昌平、億載小学校を抽出
し、詳く調査して、教室の使い方を調査した分析行う。更に調査対象のAとBを分
析した「まとめ」は台湾でのオープンプランの理念と計画を持つ小学校の平面計
画のまとめである。研究背景によって台湾の教育改革の試行時、日本へ考察した
事があったにより教育理念と平面計画の影響を受けられと考えられる。最後に台
湾と日本似てるオープンプランを有する教室の調査と使用することも調査した。
以下本研究の構想の図4を表す。 
  
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図4：本研究の構想図 
 
 
 
 
 
本研究範囲
調査対象 A 
ジジ地震後南投 
の全体計画を 
再建された 54 
校小学校 
調査対象 B 
台湾でオープン・スペ
ースを有する学校の特
徴は総計 25 校小学校 
ジジ地震後
南投で４校
はオープン
プランを有
する学校の
特徴である
永安、昌平、億載 3 つ
の小学校 
まとめ 
まとめ 
教室形の構成分析
平面計画の分析 
教室周りに活用の分析 
台湾の開放理念を導入の小学校の平面
計画と教室周りの活用の研究のまとめ 
 
 
 
第一部 序論及び教育・建築に関する 
 
 24
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
第一部 序論及び教育・建築に関する 
 
 25
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
第一部 序論及び教育・建築に関する 
 
 26
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
第一部 序論及び教育・建築に関する 
 
 27
 
1-4-5 研究の枠組み 
 
本研究は 4部で第 1 章の序論から終章まで合計 10 章である。 
第1部 は第 1章の序論からは 4 つの章を分けて研究の背景・動機・目的・研究
範囲・方法及び対象校・地域を説明した。また台湾学校建築では日統時
代から教育改革後にかけて教室の面積とクラス当たり児童数に関する
内容を調べた。更に大きく第 2、3 部を分けて、別々に調査対象 A と B
を考察・分析した。本研究の枠組できた。 
 
第2部 は第 5、6 章を分けて、主に調査対象 A の台湾ジジ地震後開放教育の理
念を再建された 54 小学校は短期間でどうな建て直す対策を支援した。
そして建築に関する本入手した資料にもとづき、建物の延べ面積、クラ
ス数、教室の形などにより、校舎からと見るとプランタイプ分類を行う。
また、再建された学校と従来の平面計画と教室と廊下など違い設計手法
も注目して行なった。 
 
第3部 は主に台湾、オープー・スペンスを有する小学校。7、8、9 章を分けて
そこで第 7章はまずオープン教室の周りに空間構成ように特徴の小学校
を収集して類型を分類し、また第 8、9 章から活用の状況を分析して行
った。特に課題授業する際に児童達がどのようなオープンスペースを使
い方に注目して、終日行動観察調査を行い、場所や設えとの関連性もあ
わせてクラス事に同年齢の組み合わせ、人数構成、行為など実態、授業
の内容との詳細に観察し、児童の一日の生活を探る。さらに児童に教室
周りに活用についてアンケートと使用する時に問題につてヒアリンク
した。 
 
最後、第 4部結論である。第 10 章は本研究のまとめ及び提言を整理した。 
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第二章 調査実施体制及び方法 
 
調査は李 美慧(大学院博士課程)が担当した、分析の作成にかん関与した。
中山 茂樹(千葉大学工学教授) 及び柳澤 要 (千葉大学准教授)、隨時ご意見を
いただいた。 
 
2-1 調査実施体制 
 
本研究は最終、主に台湾のオープン・スクールは台湾での展開を調べてしなが
ら開放教育理念の概念を導入した小学校であり、特にオープン・スペース（以下
OS）である教室の周りと教室のレーアート及びオープン・スペース（以下OS）で
児童の使い方と使用者の感じなどそのお互い関係の研究することである。ですか
ら、まず台湾の開放教育（オープン・エーデューケーション）の理念に関する文
献とOSである教室を持つ小学校の様々なデータ資料を集まって整理する。調査す
るために学校計画と空間の構成についてデータ資料を分類した。これは量性の分
析を行って、その後、質性の分析をしてはOSを持つ教室の小学校にOSを使い方は
詳しい調査した。従って、様々な研究方法を使ったから以下本章の2-2から調査方
法にもっと詳しい説明する。 
 
2-2 調査方法 
 
この研究では、関連文献の調査及び実地調査を通して学校計画のありかたを検
討することを注目している。第一章の1-3の研究範囲によって調査対象A・Bを分か
れて、多種の研究方法に関して『資料・文献の調査法』、『実地調査法』、『行
動観察記録』、『ヒアリンク法』と『アンケート法』を含んで採用した。調査対
象AとBによって調査の方法は違いめ指しになって調査に行った。以下調査対象A
とB別々で説明した。 
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2-2-1 調査対象A部分：ジジ地震後再建された54の小学校 
 
第一章のP17、18の図面１、2の調査対象A部分は地図を参照した。ジジ地震発生
地であり最も被害の大きかった南投県の中から、地震で倒壊し、故に校舎全体に
考えて再建した小学校54校である。資料を集めて後実態調査は2002年3月から2008
年10月にかけて下記にように4つの方法で調査を行った。 
 
1)学校計画の背景と動機を理解すること 
 ジジ地震から学校建設に与えた影響や学校の再建についての台湾政府の計画な
ど、関連文献を収集して必要な情報を抽出する。そこから得られた情報に基づい
て考察対象、範囲などを定める。 
 
2)施設概要調査 
考察対象としての54校が決まった後、各学校についてより詳しい情報を手に入
れる。例えば：学校の所在地、キャンパスの地形、学生数など、各小学校の特徴
をあらわす各種の情報。文献と実地調査から初歩的に関連するデータと事例を集
める。まず設計事務所等から平面図を収集し、同時に建築概要（床面積や敷地面
積など）を集めた。また学校からは教育･運営内容、教師数、児童数などの基本デ
ータを事前に入手した。これにより、次に述べる現地調査に当たっての調査ポイ
ントを、学校ごとの特徴として把握した。 
 
3）現地調査 
実際に再建された54校を訪問し、施設概要調査で行った内容を確認した。同時
に各小学校の教室外と教室内の環境の写真を撮る。授業を観察し、学校より入手
した教育・運営内容に関するデータを空間構成・平面計画と基本的な使われ方の
実態から明らかにし、上記資料より作成した図面上に記録した。また、いくつの
学校のスタッフに所属する学校のスペースについての考えを尋ね、インタビュー
する。 
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4)事例の分類と分析 
今回の研究では、収集したデータの分析と検討は2つの部分に分けて行う。まず、
各小学校において実施されているアレンジメントについて全般的な理解を得て、
そして、教室の構成を分類する。この論文では、主に部分1を中心に扱うが、具体
的な着目点は：①校のキャンパスの空間利用状況と建物の配置を分類する、②学
校用地の配置、③学校の範囲。なお、学校計画の基準に関する歴史的変遷は、建
築規模等或いは運営上の基本姿勢に係る制度や基準などの資料を収集し、その内
容を逐一確認した。 
 
2-2-2 調査対象B部分：オープンスペースを有する教室の25小学校 
 
調査対象Bについては台湾OSである教室を持つ小学校の全体像を明らかにす
る為、「事前資料収集」・「行動観察の内容」・「アンケート」・「ヒアリング
調査結果」の4つの調査方法に分けて説明して述べる。調査員は日本の千葉大学学
生1名と台湾の大学生2名、計3名である。 
 
 1)事前資料収集 
2004年4月から2つの方向を進んでいた。まず、台湾で25小学校オープン・ ス
ペースである持つ小学校の基礎データを集めて、多様なタープを明らめた。その
多様なタープに永安・億載・昌平3つの小学校を抽選し、教室でOSの活用状況の観
察ために小学校の事前に予備調査を行ない、時限と学習活動、そして調査学年を
決める。 
 
 2)レイアウトについて 
調査対象25校の内の永安・億載・昌平小学校を調査対象とし、また2006年2
月15日から3月24日までの2週間を掛けて行動調査を行なった。また、2007年10月1
日からも2週間の追跡調査を行なった。予め調査の小学校の低、中、高学年のオー
プン・教室の平図面を用意し、授業前にCSとOSの学習コーナー・家具を平面図に
書き込む。 
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3) 行動観察調査実施 
レイアウト調査を完了したら、児童の行動観察調査に移す。その調査方法は
CRとOSの全体を捉える為、終日にわたってオープン教室内を時限ごとで、担当教
師と児童周囲それぞれの空間での授業形態を記録して、形態が変わる度に写真で
各クラスの様子を収める。 
 
4) アンケート・ヒアリンク調査 
教室周辺施設を使用した学習・活動実態と、その場所で行われるOSの活用現
状を把握するため児童にアンケート・ヒアリンク調査した。アンケートの場合は
結果の信頼度を高めるために中・高学年を調査対象し、また行動観察調査の対象
も限定に考慮に入れた。一方、行動観察中で問題点があって校長と教師にヒアリ
ンクを行った。しかし、分析する際にまた問題点が発見し、追跡調査もしなけれ
ば行なってきた。追跡調査は2007年10月1日から2週間までに行動観察とともにヒ
アリンクで追跡調査した。 
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第三章  台湾の教育と建築の歴史に関する変遷 
 
イギリス（昭和30年代）で展開された「インフォーマル・エデュケーション」
と、そのための教育環境への変革・発展、その後（昭和40年代）から盛んになっ
たアメリカンの「オープン・スクール」、「壁のない学校」「ベルの鳴らない学
校」、「人間性復活の学校」などの多くの学校建築作りにおいて、さらにオラン
ダやカナダに伝わっていった同様の変形の流れから、多くの先例を見ることがで
きる。その後、アジアの中に日本での富山県の福光町に、壁が全部可動になって
いる学習スペースを持つ公立小学校が出現したのは（昭和51年）だが、この時か
ら具体的な事例が始まった。また昭和61に 長倉康彦の学校建築計画に関する調査
をした結果では、オープン・エーデュケーションは20年前（1968年）からイギリ
スの非正式の教育(informal education)から創めた。自由に気分が良い性の発展
の空間を提供する。その特徴は学習の空間をオープンを提供する。授業の時間割
も弾力性を採取して、グループに分けて、個別化の学習方式である。創造性の活
動を強調する。児童の責任感を育成して、教師と児童の間の対応重視することが
特徴である。 
 教師と児童の間オープンの関係を創立する。開放教育（オープン・エーデュケ
ーション）の実施することはOSを備える重要である。伝統の教室のスペースと違
うことが分かった。また主に児童個別によって単独で創造するを持つことが重要
である文献13)。 
 台湾のオープン・スクールとは主に児童の中心の同時にOSの教室で児童が自由
な学習である。オープンの広く程度が教室から廊下に至って学校もコミュニティ
へオープン利用できることはオープン・スクールと称する。教室から廊下至るオ
ープンのスペースに見ると、OSの教室は伝統的な4つの壁面の密封する教室の空間
計画と過去の一斉式教学の固定用途じゃなくてオープンようなの教室は完全に教
学の必要によってOSの計画である。また空間の弾力性の用途には教師は課程の内
容が異なる使用のスペースの範囲も違くなった。更に移動家具も自由な、適切な
利用することができる。従ってOSの教室と呼ばれている。また学校隣なコミュニ
                                                  
文献 13) 邱茂林 黄建興 田園の都市の文化の事業有限会社が出版 小学設計教育 2004 PP10 
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ティをオープンことがで学校をコミュニティに利用することができる。そのよう
な管理の方面はオープン・スクールを称する。更に学校の塀おーがないや校門の
閉める門はないなどの学校の境界区切の計画も学校オープンである。総合以上の
オープンに関する計画はオープン・スクールと呼ばれている。 
 
3-1台湾の教育制度概要 
 
1) 幼稚園 
幼稚園は台湾で｢YOU ZHI YUAN｣と呼ばれ。2～6歳の児童を教育する機関であり、
主に小班、中班、大班の 3 階段に分けられる。幼稚園は義務教育ではないから大
部分は私立である。全ての幼稚園は地方政府の管轄である。 
2） 小学校 
小学校は｢国民小学｣と呼ばれ。6～12 歳の児童を対象とする 6 年制義務教育で
ある。大部分は公立校で、市所在区より設備などの維持管理が行われる。 
3） 中学校 
次の段階が｢国民中学校｣（簡称：国中）と言う 3 年義務教育である。台湾政府
は 1968 年から財政資金を出し。9年制義務教育を始めた。現在の就学率は 99.53％
に達している。 
 
3-2 台湾の教育・建築の特徴に関する変遷 
 
台湾小学校の歴史的変遷をみると、日領時代（日本統治時代）の1895年～1945
年は、主に国の学校基準・規範を基に発展した。その後戦後中期（1971年）から
は一般的な学校の教室計画や教室面積は、教育方法やクラス児童数などの要因で
変化した。そして、1994年からの教室形式に対する基準の歴史的な変遷を述べた
い。教育改革後の新しい学校形式の内容を分析する前に、台湾の学校における教
室計画や面積等にかかわる歴史的事柄にかんがみながらその変遷をまとめた（表
6：小学校の普通教室に関する基準pp.41）。 
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1)教育改革以前 
 
 ①日領時代 (1895-1945) 
 台湾が日本に統治されていた時代（日領時代：1895-1945）、官方は初等教育の
学校建築法を設立した。これは「小学校」・「公学校」などのように、国籍によ
って分けられた。「小学校」は4年制教育で8才以上14才以下の日本国籍児童が入
る学校である。台湾籍の児童が日本語の授業で勉強できる場所は「公学校」と呼
ばれた。また「蕃人公学校」は原住民の児童を授業する場所である。「公学校」
は1898年から日領時代に、中央或いは地方の経費で児童の義務教育を行なってい
た。1910年2月26日小学校の規則を修正して義務教育とした。その後1919年と1922
の2回、台湾の教育令を発令し、小学校の規則を修正した。小学校と公学校の課程
は完全に相同した。1941年3月台湾の教育令により小学校と公学校と蕃人公学校は
統合され、国民学校と呼ばれるようになった文献14)。 
日領時代の建築基準は、1901年が始めで、「臺湾公学校設備規程」における校
舎の型は長方形〔幅3 間（5.46m）以上，4 間（7.28m）以下；長4（7.28m）間以
上，5 間（9.1m）以下〕である。校舎の構造は木、レンガ、石、RCなどで、風・
雨などの防熱、防湿、採光を兼ねる。2棟以上の校舎が平行して並び、校舎と校舎
の間に適当な距離がある。校舎は「平屋」建てである。これは日本の「学校建築
図説及び設計大要（1895、3月）」より導入されたもので、その内容はほとんど同
じであった。すなわち木造校舎であり、教室は単純な矩形、教室面積は約65㎡（4
×5間）を標準としていた。1904年「臺湾公学校設備規程」、そして1912年1月「公
学校設備標準」が公布された。さらに11月には「臺湾公学校規則」うちに詳しい
校舎を新築の相関条例を公布した文献15)文献16)。 
 
 ②戦後時代初期(1957年から1965年中旬まで)  
 第2次世界大戦後から1970年ごろまでは、台湾の人口急増期間である。児童数の
                                                  
文献 14) http：//zh.wikipedia.org/wiki/%E5%8F%BO%E7%81%A3%E6%95%99%E8%82%B2#.E8.98.AD.E7.B5.B1.E6.B2.BB 
文献 15) 陳啟仁 吳惠萍,影響日治時期台灣學校建築木構造屋架之變遷因子研究. 
文献 16) 黃世孟，日本中小學校教室建築設計之演變，1990 
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急速な増加により、各地で教室不足が起こり、教育予算の大部分が校舎新築・増
築に充てられた。この期間に、何度か政府によるガイドラインの設定、基準の改
正が行われた（1957年、58年、65年）が、これらは自然採光・換気などの環境に
関することが中心で、教室面積やクラス当たり児童数等に関する基準の見直しは
行われておらず、しばらくは戦前の基準がそのまま使われていた。1968年に義務
教育の9年制が定められ、改めて教室規模が67.5㎡に､児童数は最大でも48人（理
想的には42人）と規定された注8）。有効に学習しやすい空間を提供して、便利に管
理をすることこの時期の重点項目であった。 
 
③戦後中期(1968年から) 
1970 年中期以降、台湾の工業化社会に伴って人口の都市集中が起こり、都市の
児童数の増加、一方で地方の過疎化による児童数の減少が起こった。都市部では
短期間に大量の校舎を建設する必要に迫られたために、政府は 1973 年にこれまで
の学校基準を修正した。修正基準では、クラス当たりの児童数を 60～64 人と設定
注9）文献 17)、教室面積を 75 m2とした。廊下に沿って教室が一文字に並ぶ所謂「片廊
下一文字校舍」と呼ばれる教室配置は日領時代にもたらされていたが、それはこ
の時代に一般化した。更に 1981 年には 1 クラス 50 人、面積 63 ㎡とし、73 年の
基準で縮小された教室の 1 人当たり面積にゆとりを持たせるような見直しが行わ
れてきた。 
1987 年はこの時期、台湾は所謂「解厳」と呼ばれる民主開放的社会を開始して
いった。民間から様々な教育方針が提出された。主に教師が児童に与える「教」
の環境から、児童が自分で「学」ができる環境に転換した。1981 年に公布した「国
民小学設備標準」と「国民学校設備標準」の内容は類似している。樓層の高さは
許せた。この時期、教育理念を少し変更して、建築の空間はそのままで使用して
いる。 
 
                                                  
注 8）「台湾地区全面実施九年国民義務教育、1968」に、教室寸法、天井高と同時に収容人数に関する記述があり、
それによれば最大値は 48 人（平均面積 1.4 ㎡）であるが、理想的には 42 人（同 1.6 ㎡）である。 
注 9）「台湾省公共工程局設計的国民小学校舎標準図例、1973 年」に教室内の収容児童数は 60 人から 64 人と明記
されている（文 17）。 
文献 17) 胥直強：中国名：国民学校普通教室原型と系統の探討。教学革新、学習環境と学校建築転型研討会。
1993.3.19。 
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2)教育改革以降（2001から） 
 
1990年代に入ると、クラス当たり児童数が50人という規模では、学校教育の質
を低下させる要因となるので、より小規模な児童規模を実現すべきだとの識者の
提案などを受け注10）、1994年4月10日に、新しい基準を公布した。これが「410教
育改革」と呼ばれているものである。教室面積は再度67.5㎡に拡大し、クラス当
たり児童数は35人とするものである。 
 台湾教育部（日本の文部科学省に相当する）は1994年を「教育改革年」と定め、
8月には台北県（台北市を含む）の20小学校において、改革を推進した注11）。ここ
で示されたのは「開放教育政策」であり、翌年から具体的な方針が実施された。
その内容は、①学習スペースの開放：学習スペースは教室空間だけではなく、そ
れ以外の空間も学習スペースとして使うこと。②授業開放：教育部が指定する教
科書だけでなく、各学校が独自に教材を指定できること、特に地域ごとに伝統的
な工芸などの伝承を教材とするなど。③学習法の選択：伝統的な一斉教育だけで
なく、より斬新な教育－個別教育、共同教育、ノングレードな学習集団などの採
用。④新教育管理制度：授業を全面的に教師に任せるのでなく、「ボランティア母
親」による授業、積極的な外国人教師による授業の導入など、学校の運営管理を
教師以外の地域に転換する制度である。さらにこれらを達成するための空間とし
て間仕切りや座席配置の自由度を増し、教室以外のスペースの活用が促進された。 
  これにより｢開放式（オープン・プラン）｣のアイデアに沿った学校が建設さ
れていくことになる。一方、1999年のジジ震災で多くの学校再建が行われること
になったことは、学校改革に決定的に影響した。台湾の教育部は学校再建時の標
準とするために｢地震で被災小学校の校舍床面積等の直面数量一覧表｣を示した
（『附録①』を参照する）。なおこの基準は日本を始めとする海外のオープンプ
ランスンクールの面積基準を参考にしてつくられている。 
一方、開放教育を建築から見ると、台湾の小学校は 80 年代～90 年代末の間に
                                                  
注 10） 94 年に台湾大学数学系 黄武雄教授は小規模学級化（提案では 30 人）を含む 4 項目の要求を作成し、政府
に迫った。これが後述する 410 教育改革につながった。 
注 11）具体的な改革は、一言で言えば「オープン･エジュケーション」であるが、これは前注に示した黄武雄教授
の提案の中の、個別教育など教育方法の改革、教育の現代化などを実行したものである。 
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経済と政治の関係につれて多元的に価値観と文化が変わった。それに併い、クラ
スの人数が少なくなって学校のクラス数も少なくなった。それは大きな規模の学
校でも少人数クラスに代わった。ことに物質文化が発達して、生活の水準が高ま
ったため両極化の現象が見られた。高い授業料と真の高い教師、または 2 つ国語
の学校も設立された。一方、自然な環境で学習でする、学校教育も生まれた。森
林小学校（日本でいう林間学校に相当。固定的な教室がなく、屋外の自然な環境
で学習できる（注：中国名は森林小学校簡介。人文教育文教基金会、2003）であ
る。また台湾で開放式の小学校と呼ばれる教育の実験方式が静かに創られた。然
る後 1995 年から 20 校の小学校に対して、開放教育（オープン・エーデュケーシ
ョン）の実験を実施した。1999 年後、オープン・スペースを持つ小学校が初めて
建てられた。その教育改革で、オープン理念の議題は重要になってきた。更に 2000
年から「九年一貫」の教育が呼ばれて変化し、現在では多様化やオープン化など
の教育理念に発展している。 
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第四章  本研究の名詞定義と略称 
 
1）『開放教育』或いは『オープン・エデェケーション』（本研究は『開放教育』
略称）→開放教育とは、弾力的な課程と児童が自習・自由活動できる為の時限プ
ランなので、時程運営は「モジュール制」と「ノーチャイム制」注 12）が導入され
ていた。特に授業方法は個別学習・グループ分け・複数クラスの異同学年の合同
授業・パソコン補助教学・ゲーム補助教学の複数クラス授業などがある。一斉授
業では児童中心のオープンの授業なので、教育の教学目標は立て易い文献18)。 
一方、日本のオープン・エデュケーションであるの学校によって意味がちょっ
と違いことがある。例えば TB の教育ブログ村によってオープン・エデュケーショ
ンとは、従来の伝統的な学校教育に存在する制約を取り払い、それぞれの子ども
が持っている、絶対的価値を重んじる教育実践上の理念のこと。具体的な方法と
しては、以下のものがある。①．教師から子供への一方通行の教授形式から、体
験学習方式を行うこと。②．画一的な一斉授業からの開放としての個別学習。③．
「一学級一教師」からの開放としてのチーム・ティーチング。④．教室空間の開
放として「オープン・プラン・スクール」(壁のない学校)や多目的スペース。⑤．
教科枠からの開放としての総合学習。⑥．競い合いの学級集団からの開放として
助け合いの年齢混合集団。 
日本のぐんま国際小学校によるとオープン・エデュケーションとはオープン・
エデュケーションという言葉を聞くと「カベのない教室」を思い浮かべるのでは
ないでしょうか。学校の教室には壁がないのもオープン教育の一つです。しかし、
オープン・エデュケーションは見た目の教室の形態という外面的なものよりも、
どのような教育理念のもとにどのような人間を育てていこうとしているかが重要
であり、外面的なものはその目的を達成するためにオープン教育のどの形態を取
り入れたかという結果に過ぎないのです。 
オープンという言葉は、教育のすべての面で”型にはまった”習慣にとらわれ
ないで、目標に即し、心を開いて自由な工夫を試みること、常にそのような大気
                                                  
注 12）「モジュール制」とは 1 時限を細かく分割し弾力的に組み替える。「ノーチャイム制」とはベルの鳴らない
で授業である。 
文献 18) 曾漢珍,國民中小學學校建築規劃設計合理化之研究,台湾大学土木研究所博士論文,1994。 
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を保つ性格を表わしています。教師中心・教科書中心の教育は一人の子どもの人
間性を無視した教育であるという概念からはじまっています文献19)。 
 
2) 『オープン教室』→オープンスペースを有する教室です。教室と繋がる（つな
だる）開放てきな空間。その開放の空間は可動間仕切りが設置される場合もあり
ます。台湾でグラス、中国語は『班』と言って、そして多数なグラスを並んで組
み合わせる多いから中国語の『群』の意味と言う『班群教室』(classroom cluster)
と呼んでいます。本研究では、理解し易いために『オープン教室』と呼んでいま
す。 
 
3）『学習コーナー』(Learning Space)とは『オープン教室』でのOSに多様学習
空間は自由に設置した、資源・学習コーナーがとして使用できるようになった。
例えば、図書コーナー・展覧コーナー・パソコンコーナー・遊びコーナーなどの
スペースは『学習コーナー』(Learning Space)と呼ばれる。更に『オープン・ス
クール』とは、『オープン教室』・『教室の学習コーナー』・『学校の塀がない』・
『オープン・エデェケーションの授業』の特徴を持つ学校のことを指す。 
 
4）『オープン・スクール』とは主に児童の中心の同時にオープン教室で児童が自
由な学習である。オープンの広く程度が教室から廊下に至って学校もコミュニテ
ィへオープン利用できることはオープン・スクールと称する。 
教室から廊下至るオープンのスペースに見ると、オープン・スペースの教室
は伝統的な４つの壁面の密封する教室の空間計画と過去の一斉式教学の固定用途
じゃなくてオープンようなの教室は完全に教学の必要によってオープン・スペー
スの計画である。また空間の弾力性の用途には教師は課程の内容が異なる使用の
スペースの範囲も違くなった。更に移動家具も自由な、適切な利用することがで
きる。従ってオープン・スペースを有する教室と様々な言葉を呼ばれている。 
一方、学校隣なコミュニティをオープンことがで学校をコミュニティに利用する
ことができる。そのような管理の方面はオープン・スクールを称する。更にジジ
地震後再建された小学校を調査した結果は学校の塀がないや校門の閉める門はな
                                                  
文献 19) http://ap.edublog.jp/CMLB/trackback.html。 
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いなどの学校の境界区切の計画も学校オープンであり、教室広く学習コ-ナーや教
師コーナーなどオープンのイメージを計画した。総合以上『オープン教室』・『教
室の学習コーナー』・『学校の塀がない』・『オープン・エデェケーションの授業』
などの開放な特徴を持つ学校の開放理念に関する計画はとれか1つだけポイントを
持っていても、台湾で『開放式学校』と呼ばれている。本研究は『オープン・ス
クール』と称する。 
 
5）『新校園運動』とは 921 集集（ジジ）大地震は再建された学校で教育改革に提
唱された、新しい理念の実践からと称ばれた。学校再建は震災後の復興の重要な
事業であり、キャンパスの新しい設計理念を導入する契機ともなった。1994 年に
提唱された教育改革以降、その後に建てられる学校は教育改革による新しい教育
理念がお勧めして導入されていった。ジジ地震による再建をきっかけに教育改革
の目標がより強く貫かれることとなった。これらの再建プロジェクトは台湾では
「新校園運動」と呼ばれた。 
 
6）『民間認養』とは民間の支援と言い意味であり、英語の｢Adopt｣と似ている。
1999年10月から建設会社の協力を得ながらとりあえず簡易校舎を建ててしのぐこ
ととした。同時に再建経費非常に膨大なので政府、軍隊を始め赤十字、寺院など
の民間の協力を頼らなければ限りがあり、迅速に進められないである。特に再建
のためのコンサルティング契約を台湾で｢民間認養｣と言って結んだり、これに乗
じた不正行為が起きないように監視グループを設立した。その｢民間認養｣とはと
はジジ地震により被害された中、小学校の再建するため、公、私の機構・体及び
個人の資源を結び協力して、特別な条例を作り、また公、私の機構・団体と個人
が「認養者」という略称とする。そして「認養」とは民間団体或いは個人により
再建計画から工事完了まで一括での委ねるという概略である（本研究は民間認養
と略称）。 
 
7)『最有利標』とは工事の品質を最も確保できる標的を指している。具体的には、
建設業者の中で信頼できる実務経験の豊富な専門家と学者から選定委員会を作り、
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業績がよく信頼できる建築業者を選出するかたちになっている。従来のように提
示された「最低価格」で建設業者を選ぶ方式ではなく、総合力や品質の良さでき
めることである。英語はVE（バリューエンジニアリングValue Enginnring）であ
る。 
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成と分析
台湾の教育改革後における小学校の建築計画
に関する研究
－開放理念の影響とジジ地震後の再建策－
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学 校 建 築 と
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ペース計画の
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関する変遷
(A)
再建された小
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（ジジ大地震で校舎
が全壊した後に再建
された 54 校の小学
校について資料を集
めて調査項目作成）
1-4-4  本研究の流れ
調査対象Aについて
調査対象Ｂについて
対象 Aと Bの混合分析
結論
研究のテーマ
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日 本 のオープ
ン・スペースを
有する 14 小学
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まとめ
表 6：小学校の普通教室に関する基準 
 重要な出来事 教室標準
面積（m2） 
クラス
当たり
人数 
 年 備考 
【臺湾公学校設備規程】 65 -- 1901  
台湾教育令を開始。主に日本語の授業。小学校は日本人を対象、公学校は台湾人
を対象とした。 
-- -- 
1919  
台湾教育令を廃止した。国民学校令を始める。また小学校と公学校は一緒に国民
学校と呼ばれる。 
-- -- 
1941  
第二次大戦終了 -- -- 
日 領 時
代 
1945  
国民学校校舎の増築実行要点】 
日領時代の典型的な小學校建築、教育、政治が濃厚な意識形態 
-- 不明
1957  
【国民学校校舎の建築設備の暫定標準】 --  1958  
【国民学校設備標準総則】 --  
戦 後 時
代初期 
1965  
9年義務教育の開始 
台湾地区全面実施九年国民義務教育 
67.5 
42～
48 
1968  
【台湾省公共工務局小学校校舎標準】台湾省公共工務局 
75 
60～
64 
1973  
【国民小学校設備標準】教育部 63 50 1981  
教
育
改
革
前 
台湾の開放小学校の理念は 1990 年代より始動（文献 20）。教育特色は人本教育に
よる 1~6 年生のゆとり課程と学年生を混ぜた教学体制なと。 ‶ ‶ 
戦 後 中
期 
1990.03 保長・森林・毛虫実験・陽光の小学校、これらの小学校は本来夏休みの研修学校だった。国立小学校ではないので、
授業内容は主に地元での自然体験・活動・実験など。このような課程は教科書がなく、教室以外の自然場所で行なう
ことが多いことから、台湾ではこのようなオープン・スクール（開放小学校）を森林小学校だと呼び合っている。 
【国民学校設備標準】(有)識者から「小班小校」、「クラス人數は 30 人よ
り少ない」理想を発起した。教育部は初歩の弾性の原則を提出した。 
67.5 35 
1994 台湾の教育部（日本文部省相当）は本年度を教育改革年に決めたが、本格的な改革方法と試行内容は確定しておらず、
改革の初期段階に過ぎない（文献 21）。 
410
教
育
改
革 
教育改革実行を開始した。台北県で 20 校が選ばれオープン教育が試験的
に開始した。 
‶ ‶ 
1999199
4,08 
20 校の小中学校に「オープン・エデュケーション(OPEN EDUCATION）」が試行された。オープン・エデュケーションと
は、以下 4項目のうち、1項目以上満たす学校のみ認定される教育方式である。 
20 校の名前は麗園・五寮・雙峰・頂溪・徳音・實踐・榮富・烏來・白雲・復興・端濱・直潭・坪林・大鵬・平溪・横
山・菁桐・莒光・坪頂・龜山小学校(全て台湾現地名)。上記 20 校に元の教室形式でのオープン・エデュケーション
が試行された強調している。（文献 22）。 
第 7回台湾教育会議の開催。教育改革案が提出された。同時に教育部が教育実験
方法を指定した。 
‶ ‶ 
1995.06 第 7回台湾全土教育会議が開催された。そして、様々な教育改革方案が提出された。同時に教育部は教育改革を推進
した。（文献 20） 
台北県だけでなく全県で試験的オープン教育を開始し、64 校で実施開始。 
‶ ‶ 
1995.09 11 日から 20 日まで、台湾台北市議会新聞署及び文部省などの組織が構成した｢日本開放教育学校建築と新聞媒体考察
団｣は歴史や地理的事情の変化に対応するように、日本のオープン教室学校を視察した。（文献 21）64 校の小学校は
モデル校として加え、オープン・エデュケーションを実施した。（文献 22） 
全県において、１年生の教育にオープン教育を実施。多数の校長が自らオープン
教育研究会を成立した。 
‶ ‶ 
1995.12 20・21 日、台湾教育部はオープン教学環境のプランを立てる為に、オープン・エデュケーションと学校建築報告会を
行なった。また、日本オープン・スクールの空間プランが認められ、そして参考・推薦された（文献 23）。 
 
‶ ‶ 
1996 小学校の校長らはオープン・エデュケーション研究会を立ち上げた（文献 23）。台湾教育部は台湾全土の小学校一年
生を対象に、オープン・エデュケーションを実施した（文献 22）。 
 
‶ ‶ 
教 育 改
革 開 始
時期 
1997.06
.07 
オープン・エデュケーション学会はオープン・エデュケーション理念を貫き、そして執行に移す学術報告会（文献 24）。
ジジ地震発生。多数の被災小学校の再建が必要となる 
‶ ‶ 
 台湾でオープン・プランスクールの建設が始まり、オープン教室の学校が創立された。1999 年から本格的にオープン
スペースを持つ理念で新校舎を造り始めた。（文献 25、26） 
67.5 
19～
35 
教
育
改
革
後 
【中国名：地震受災國民小学校重建校舍樓地板面積数量一覧表】により、小規模
校に対する別基準が制定される 
45（67.5×
2/3） 
18 以
下 
1999、10
以降 
大震災後オープン・エデュケーションの理念とオープンスペースを持つ学校が再建された。 
再建された学校は政府から民間までみんなの知恵の成果を集まってきた。また、教育改革の理想の新契機である。そ
の経験と結果は学校の環境計画および経営運営など影響を受ける。さらに教育改革を進めんで使命である。 
 「九年一貫」 
‶ ‶ 
改 革 推
進時期 
2001.09
～2004 
台湾教育部は「九年一貫」の教育理念を絶え間なく小学校から中学年に実施した。台湾小・中学校の課程は元々国立
編集機関が個別に編集したもので、2 段階の課程は密接な関連性がなく、重複しているや貫いていない内容もある。
そこで、九年一貫は課程を貫いた。課程委員会が小学校から中学校までの課程を編集し、関連性を重視した。しかし、
学制を改革するつもりがないので、2段階を一緒にする考えはない（文献 27）。 
文献20）：http://www.alearn.org.tw/（台湾自修学習自の推進会）人本教育基金会。 
文献21)黄世孟：中国名（行政院國家科学委員会専題研究計画成果報告、開放教育実施計劃中に学校の建築設施計劃）、台湾大学教授、1996.12.31、pp.1～1。 
文献22)樓琦庭: 中国名（開放式學校空間規劃設計準則之研究―以實施開放教育之學校為例）、1996.07 、pp.1～2。 
文献23)呉明修：中国名(開放教学環境之計劃設計-開放教育與建築的検討会)1995．12．20・21。 
文献24)呉明修：中国名(現階段教育改革之芻議ー教育的正常化有頼全面實施開放教育)1997．06．07、pp.2。 
文献25)邱茂林・黄建興：中国名（小學、設計、教育）2004．12。 
文献26)李美慧、柳澤要、聶志高：Site planning and boundary in school campus ‒A study on the planning of elementary schools in nan-tou county of Taiwan rebuilt after ji-ji earthquake no.1-、日本建築学会計画系論文報告集、No.608、pp.19～26、2006.10 
文献 27)：http://www.edu.tw/EDU_WEB/EDU_MGT/BICER/EDU6859001/c8s.htm#0（台湾教育部から公布して）。 
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第二部 台湾ジジ地震後復興計画及び再建された小学校 
 
第二部は台湾主に1999年台湾ジジ地震後開放教育の理念を導入した再建された
小学校分析する。五，六章を分かれた、まず第五章はジジ地震の学校被害状況及
びとのようなふうに再建復興計画実態を考察したか。またジジ地震後学校は短期
間で再建することが国の課題となった。更に研究範囲の1-3-1の調査対象Aによっ
て再建された学校は総計293校、その中に南投は最も被害が多くで学校に全部計画
を再建された小学校は54の小学校を対象して、学校の再建復興計画に関する支援
策を注目した。 
 
第五章 1999年台湾ジジ地震における学校の復興計画に関する再建策 
 
台湾 921 ジジ（集集）地震（以下ジジ地震）注13）文献 28）は 20 世紀に台湾で起き
た一番大きな地震であり、その時、経建会の主委江丙坤は 1999 年の 10 月 26 日に
ジジ大地震の後で再建計画は政府、軍隊、隣の住民、建築の専門者、企業から構
成して、全体の計画が個別に行う方式する注14）文献 29)文献 30)文献 31)。さらに、公共の建
設の中で学校は最も優先を建てることに目標する。従って、地震後まもなく被災
地では救助救難の活動から復旧復興の活動、校舎を壊れし、学生の授業を続ける
ため安全な学校を復興再建される政策が執られ、関連のさまざまな活動が行われ
た。本章はジジ地震後のもっとも緊迫な復興課題として学校の復興再建計画の支
                                                  
注 13） 1999 年台湾では、9 月 21 日現地時間朝 1時 47 分 12.6 秒に中部の南投県集集(ji- ji)が震源に M7.3 の大
地震が発生した。この地震では死傷者が併せて 11,043 人にのぼり、82,238 戸数の建物が被害をうけた。被害地
域は主に南投県と隣接する台中県であるが、震源から比較的に離れた台北市（県）でも多くビルが倒壊し、甚大
な被害が出た。この地震は台湾大地震、集集(ji- ji)大地震、台湾中部大地震、921 集集(ji- ji)大地震、台湾
大震災などと呼ばれる（文献 28 を参照されたい）。 
文献 28）地震の詳細については http://zh.wikipedia.org/wiki/921%E5%A4%A7%E5%9C%B0%E9%9C%87。 
注 14）行政院（政府）は 1999/10/25 から再建委員会を成立した。主にボランティア人が募集して、災害された郷
里、コミュニティの道を整理するなど再建活動を協力した。また軍隊も協力した。民間の基金会とは例ば慈済の
基金会は被災者の救済センターを成立して、災いを傷つけ人と遺体を適当な場所に置くこと、また給食を提供す
るなど救済するが協力した（文献 27）。建築に関する専門者は建築士、土木工事、構造の技師、市政府の建築と
して行政人員などその時 23 のグループを分けて派遣して、1万 2 千数棟の家屋を調査測量して鑑定を調べたこ
と（文献 28）。企業の場合は例えば：台湾の台中の赤十字会は日本の裕隆会社から寄付の物を集めって、救済す
る物資が被災者を発給する。また、1999 年 9 月 30 日の台湾の欣中の天然ガス会社は 21 万数戸に応急修理をし
て、供給する（文献 29）。以上災害された学校は主に中央政府から支援する。しかし、各災害された学校は災害
の程度が異なって、復興の計画の方式を複雑で違うである。 
文献 29) http://www.mc.ntu.edu.tw/department/cmrg/medicalrecover/majorevent4.htm 921 災後重建大事紀。 
文献 30) http://www.tccg.gov.tw/sys/SM_theme?page=3ffｄ23d52 都市発展局。 
文献 31) http://www.tccg.gov.tw/sys/SM_theme?page=3ff23d52。 
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援策がまず挙げられている。被害をうけた学校の再建状況を把握するため、筆者
は 2001 年から南投県における再建された学校を中心に調査した。調査を通して、
短時間での学校再建を支える支援策に関する情報や資料などを入手できた。その
経験は今後のキャンパス環境の計画及び経営に生かすことができ、また教育改革
の計画実施の成否にも強く関係していると考えられる。さらに、今後の地震後の
学校再建には重要な参考になると思う。 
学校再建にプロセス関して実態と再建で支援策が全土の政府、民間の分担制
度と優秀な建築士、大学の建築系の学生、コミュニティの役割がともにささげた
努力と知恵の成果である。また再建も教育改革に提唱された新しい理念の実践の
場である。これは台湾で「新キャンパス・ムーブメント」（中国名：新校園運動）
注 15)と呼ばれた。今回の学校再建において、初めて短期間が数多くキャンパスの
再建復興計画が立てられ、キャンパスの空間と構造の具体的な設計にも新しい提
案が出し実行された。本章の目的は震災後の再建にあたっては、教育改革で提示
された新しい空間・環境を持つ学校施設の建設が推進され、短期間で復興再建計
画の支援策の資料について整理の結果を報告した。 
 
5-1 再建学校の重要記事 
 
ジジ地震発生当日に、台湾の教育部(相当日本の文部省)がまず被災した小・中
学校の関係者を集め、教育部は「921 ジジ（集集）震災の危機のグループと協力
の緊急措置の災害セーター」を設けられ、被災状況の調査、1999 年 10 月 7 日に
第 1 回の「921 ジジ震災小・中学校再建の会議・座談会」後、学校の再建の条例
と学校の調査、協議などに関する緊急措置を行なった。また 10 月から建設会社の
協力を得ながらとりあえず簡易校舎を建ててしのぐこととしたが、同時に再建の
ためのコンサルティング契約を民間認養と結んだり、これに乗じた不正行為が起
きないように監視グループを設立した。10 月 30 日には教育部は再建のための設
計ガイドライン「学校建築計画・設計規範及び建設作業規法案」の作成を建築学
会に委託した。 
なお、01 年 5・6 月までに再建された学校の建て替えた学校計画の成果が発表
                                                  
注 15) 921 集集（ジジ）大地震は再建された学校で教育改革に提唱された、新しい理念の実践から「新キャンパス・
ムーブメント」（中国名：新校園運動）と称ばれた。 
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された。小・中学校建築の再建が短期間で行われたのは、児童・生徒が一日でも
早く学校に戻り勉強を再開することが必要だとの認識であり、一時的にせよ中断
させられた教育を、速やかに受けられるようにすることである。そのために本研
究は地震後、学校の重要記事を採って表 7 に整理した。 
 
表 7：集集大地震における学校の記事 
時間 記事内容 
1999 年 9月 21 日 総統は教育部から「教育部 921 震災救急グループ及び中央防災支援センター」を命令して成立された。 
1999 年 9月 24 日 行政院（内閣相当）は大学の関連研究所などを連携し、倒壊した校舎の構造鑑定を行った、または社会的な
支援活動を呼びかけ。 
1999 年 9月 27 日 立法院の教育絵委員は災害地の生徒を隣近学校に臨時編入すること。 
1999 年 9月 28 日 行政院の 921 再建委員会は被害した校舎に編制予算を確認すること。 
1999 年 9月 30 日 被害された県市政府は災害地に対して臨時教室及び臨時トイレ必要数を確認すること。 
1999 年 10 月 7日 921 郷里の再建調査の調和会は第１回目の「921 震災小・中学校再建会議」(中国名：「921 震災國民中小學重
建小組會議」)を開いた。 
1999 年 10 月～12 月 政府は民間企業などに学校再建支援を呼びかけ、また関連ゼネコン業者を連携し簡易校舎を建てること。 
1999 年 10 月～11 月 （初期）5年計画予想経費を提出する。（コンサルティング契約） 
1999 年 10 月 06 日 教育部は基金會（民間支援団体）は「921 希望プロジェクト」（「九二一希望工程」）記者会見会を行った。 
1999 年 10 月 11 日 内政部は再建グループは現地調査、測り及びデータ収集を進行した。 
1999 年 10 月 25 日 中央研究院院長李遠哲はキャンパス再建コンサルティングを成立した。 
1999 年 10 月 29 日 教育部は「震災学校の再建工事における不正を防ぐ監視グループ設立要綱」を公表する。 
1999 年 10 月 30 日 教育部が建築学会に「学校建築計画・設計規範及び建設作業規方案」を依頼した。（中国名：學校建築規劃設
計規範與委託營建作業程序與辦法（草案）、黃世孟主持） 
1999 年 11 月 教育部におけるボランティアで学校との契約をし始め、そして「921 希望プロジェクト」の原案を提出する
こと。 
2000 年 2月～5月 ゼネコン業者を選び出し、校舎再建を協力した。 
2000 年 2月 3日 行政院（内閣）は 921 集集震災再建臨時条例を公布した。 
2000 年 3月 21 日 行政院（内閣）の工程会は再建経費を査定する。 
2000 年 5月 27 日 行政院の 921 再建委員会は再建中間期報告、そして新キャンパスプロジェクト「8 項のガイドライン」を提
出する。 
2000 年 5月 30 日 中央、地方政府、地方団体は学校との連携関係を確認。 
2000 年 6月 行政院の 921 再建委員会は(A) 教育部は内政部営建署に委託する(B) 教育部は「亞新工程顧問会社」を委託
する。(C)地方政府は各自で対応する。(D) 「民間認養」は各自で対応する（5-1-2 を説明する） 
2000 年 7,8 月 行政院の 921 再建委員会は実績優秀な建築士及びゼネコン、業者などを選抜した。 
2000 年 10,12 月 最有利標（VE）注 16）文献 32)と最低利標の工事と採用した。 
2001 年 5,6 月 教育部は成果の発表。 
付注：文献 33 
 
 
5-2 再建策の緊急措置の対応と方式 
 
921 ジジ地震に対して再建と修繕などの工事は必要となってきた。再建工程は
293 校であり、学校再建の条例と調査、協議などに関する緊急措置を行い、同時
に政府も再建策を提出された。 
まず 99 年 10 月から建設会社の協力を得ながらとりあえず簡易校舎を建ててし
のぐこととした。同時に再建経費非常に膨大なので政府、軍隊を始め赤十字、寺
                                                  
注 16） VE:（バリューエンジニアリング Value Enginnring）【最有利標】とは工事の品質を最も確保できる標的を
指している。具体的には、建設業者の中で信頼できる実務経験の豊富な専門家と学者から選定委員会を作
り、業績がよく信頼できる建築業者を選出するかたちになっている。従来のように提示された「最低価格」
で建設業者を選ぶ方式ではない（文献：32）。 
文献 32) http://921.sinica.edu.tw/12/rule/921.html。 
文献 33)教育部は（中国名：地震受災國民中小學建築規劃設計規範）を公布した。教育部委託中華民國建築會研訂。 
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院などの民間の協力を頼らなければ限りがあり、迅速に進められないである。特
に再建のためのコンサルティング契約を台湾で｢民間認養｣という団体と結んだり、
これに乗じた不正行為が起こさないように監理グループを設立した。その｢民間認
養｣とはとはジジ地震により被害された中、小学校の再建するため、公、私の機構・
体及び個人の資源を結び協力して、特別な条例を作り、また公、私の機構・団体
と個人が「認養者」という略称とする。そして「認養」とは民間団体或いは個人
により再建計画から工事完了まで一括での委ねるという概略である（本研究は以
下民間認養と略称）。更に 10 月 13 日に教育部は 921 の大地震における再建された
中、小学校の民間認養要点（中国名：「921 大地震受災国民中小学重建工作認養要
点」）を公表された。以下は再建策の重要ポイントを説明する。まず、5-2-1 の民
間支援制度について民間認養要点・注意事項を整理し、ボトムアップの支援制度
を説明。次は 5-2-2、教育部により 293 の被災学校は工程の分類及び建設地域に
よりどのような短時間で再建されたか。そして、5-2-3 に設計者（士）の選定と
5-2-4 の発注、施工の変わりなどを整理し、再建学校の建ちなおしについて述べ
る。 
 
5-2-1 民間支援制度（ボトムアップの支援制度） 
 
教育部の「921 の大地震における再建された中、小学校の民間認養要点の会議
記録」により、震災後の学校再建は巨大な経費を必要があるので台湾の行政院（内
閣部相当）は民間の寄付される希望のため、99 年の 10 月 13 日に教育部は 921 の
大地震における再建された中、小学校の民間認養要点会議（中国名：「921 大地震
受災国民中小学重建工作認養要点」）と学校の調査、協議などに関する緊急措置を
行なった。その「認養」とはジジ地震により被害された中、小学校の再建するた
め、公、私の機構・体及び個人の資源を結び協力して、特別な条例を作り、また
公、私の機構・団体と個人が「認養者」という略称とする。そして「認養」とは
民間団体或いは個人により再建計画から工事完了まで一括での委ねるという概略
である。本研究は以下民間認養と略称、更に表 8 は 921 の大地震における再建さ
れた中、小学校の民間認養要点民間認養要点の内容を整理して参照する。 
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表 8：921 の大地震における再建された中、小学校の民間認養要点 
中国名：「921 大地震受災国民中小学重建工作認養要点」 
時間：1999 年 10 月 13 日水曜日午後 3時から 5時まで 
場所：教育部の 215 会議室 
参加人員：楊国賜（政務次長）記録員：鄭来長 
 
1、教育部（以下は本部を呼び）は。921 の大地震で被害された中、小学校の再建するた
め、公、私の機構・体及び個人資源を結び、特別な条例を作った。その公、私の機
構・団体と個人資源について以下認養者という略称にする。 
2、認養者は本部より公表されていた災害学校リストから選定、或いは自ら災害学校を選
定し、全て再建また一部再建すること。 
3、認養者は本部と認養の意欲を確認し、本格的に認養の手続きを行う。 
4、認養方式、経費及び関連事項について、認養は認養された学校と契約項目を確認する。
正式契約後、認養された学校は Adopt の関連事項について提供することになった。
5、認養は請負業者選定について自行選定または本部経由二つ選定方があり。自行選定す
るには認養された学校と協議した上確定すること。 
6、本部経由で請負業者選定するなら、関連経費は認養者側で工期により直接業者に納入
すること。或いは「財団法人 921 震災再建基金会」で経由、業者へ納入すること。
運用、保管のため「921 震災中小学校認養費委員管理会」を設立する。 
7、本部管理委員会は各関連代表、学者、専門家、社会公正人（コンサルタント）など 11
人から 15 人程度１年間に渡り招聘する。 
8、管理委員会担当について本部部長及び部長より指定方が担当する。会議時、関連 Adopt
者同席し、かつ関連専門家を同席すること。 
9、認養される学校の再建について、地区運営及び発展ラインと連携、建築または施設は
本部より「震災地区建築計画規則及び建設作業手順」に従う。 
10、認養者は契約事項、関連条例及び法規に従う。 
11、認養者は竣工後、認養された学校の同意の上、適切スペースには記念表示、彫刻など
を設置すること。 
12、再建完了後、教育部より認養者を表彰する。認養者は外国籍の場合、当大使部門経由
表彰を行う。 
13、自ら請負業者選定し学校を協力して再建及び補強する場合は、本規定に従う。 
 
 
此処まで「民間認養」が直接に計画の過程に参加することが可能である。次に、
校舎を再建に関して各大学校の建築、計画部の学生たちにも共同参加できるより
になった。これは教育部が人力と時間を節約する支援策である。更にコミュニテ
ィー、保護者、学校側など学校の再建復興に関わる関係者も再建復興の過程に関
与できるようになっている。これで一部の限られた設計者による計画がすべての
要素をカバーできない弊害をある程度防ぐことができる。また、教育部が定めた
学校の設備や施設に関する強張った設置基準に縛られないで現状に応じて計画す
ることが可能になってきた。これで教師と生徒がキャンパスの計画に参与するこ
とができ、学校に対する求心力と自己アイデンティの形成もいっそう促された。
上に述べた再建学校は従来逆に政府ではなく、民間（下級部門）の担当者からの
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意見・情報・企画などは上まで流れる。このような責任管理（職場管理）の方法
は台湾がボトムアップ（中国語：由下而上）という支援制度を呼んでいる。 
 
5-2-2 教育改革の理念にかなった学校の設計 
 
教育部が認養の関連条例を作るとともに教育公表した被災学校は 293 校内にま
ず民間側て被災学校を選ら「認養」という策戦を実施した。その間に民間認養の
関連資料をまとめで教育部て認養者と認養された学校の同意書を確認したり、契
約書を作った、認養者と認養された学校は契約書も作ったり、12 月 15 日には教
育部は再建のための設計ガイドライン「地震を被災した中、小学校の建築計画と
設計（規範）」の作成を建築学会に委託した。その規範の内に新教育、新環境と新
学校再建、復興する際に伝統的な学校の建築形式の引用しなくでも構いません。
再建の新教育理念の新学習環境、新学校建築の契機を応用して、把握する訳であ
る。人本教育、開放教育、小班小校、終身学習、キャンパス開放、緑色学校など
の教育改革の理念を持って町つくりを結んで、開放的計画することが新教育必要
な新学校の設計する希望である。（表 9：地震を被災した中、小学校の建築計画と
設計（規範）を参照する）。 
 
表 9：地震を被災した中、小学校の建築計画と設計（規範） 
教育部委託中華民国建築学会研究制定 
教育部 921 地震を被災した中、小学校の再建対策委員会 
中華民国 1999 年 12 月 15 日通過（通訳の内容は本研究より需要な分部であった) 
 
1、 前言 
縁起（背景）と目的 
「地震による被害された中、小学校の建築計画と設計（規範）」をつくる、また震災地区
の中、小学校及び参加する認養者（表 8、921 の大地震における再建された中、小学校の
民間認養要点 pp、47）（以下略） 
 
2、 新教育、新環境と新学校 
再建、復興する際に伝統的な学校の建築形式の引用しなくでも構いません。再建の新教
育理念の新学習環境、新学校建築の契機を応用して、把握する。人本教育（以前授業中、
教師は授業の課程内容の主導で一斉授業ように説明するが、人本教育は授業の主導権は児
童に戻って自由学習、発表などの教育であり。）開放教育、（1、学習スペース開放：学習
スペースは教室空間だけではなく、それ以外の空間も学習スペースとして使うことです。
2、授業開放：教育部が指定する教科書だけでなく、各学校が独自に教材を指定できるこ
と、特に地域ごとに伝統的な工芸などの伝承を教材とするなど。3、学習法の選択：伝統
的な一斉教育だけでなく、より斬新な教育－個別教育、共同教育、ノングレードな学習集
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団などを採用しました。4、新教育管理制度：授業を全面的に教師に任せるのでなく、学
校の運営管理を教師以外の地域に転換する制度です。）、小班小校（グラス人数が減って小
規模校）、終身学習、キャンパス開放（学校の施設の使用権利は広くなって地域者は校舎
とキャンパスにも利用できる）、緑色学校（エコ校舎を造り、敷地保水・水資源・日常エ
ネルギー・CO2 減量・廃棄物減量・など）などの教育改革の理念を持って町つくりを結ん
で、開放的計画することが新教育必要な新学校の設計する希望である。以下｢新教育施設
計画設計の基本方針｣と｢キャンパス施行基本注意事項｣、再建キャンパスの 8 項のガイド
ラインが原則を提出された 
 
 ｢新教育施設計画設計の基本方針｣ 
①安全・健康・心地良いバリアフリーの環境を確保する。 
②高効率しかも機能性に満足させる教育環境を実現する（多様化の教と学の形態を導入
の可能なので施設と教材は重視して教師の教と学生の学を満足する。） 
③地域との共用できる学習環境及び景観的に地域センター施設など環境作り。 
 ｢学園施行基本注意事項｣ 
④キャンパスの総合計画により再建工程を推進する。 
⑤キャンパス再建計画グループを成立し、市民利用できるよう実行する。 
⑥キャンパスと近隣地域の資源合併・共用ネットワーク（NET-WORK）を整備する。 
⑦キャンパス再建期間中、学生の学習環境及び環境品質を確保する。 
⑧ロングサイクル（グリーン）キャンパスを実現する。 
 
3、 キャンパス計画 
 再建グループを成立し、学校関連従業員、先生、学生両親などのグループが建
築士などの専門者と協力しながらキャンパスを計画する。 
 学校学生人数とグラス数を概算。 
 
4、 校舎設計 
 
5、 建築施設と設備 
 
6、 建築耐震計画と設計 
震源地に近い学校の再建に際しては、構造強度を一般の学校建築に対して25％上げ、震
度7にも耐えられるようにすることが求められる。 
一般的にも自信際額を減らすために、法規上の対策も提示される。構造強度について廊
下はこれまで片側に配置され、2階以上では片持ち形式が多かったのだが、新しい基準で
は両側廊下が推奨され、しかも端部に柱をもつように示されている。 
 
7、 震災再建の必要計画格式 
 
学校再建は震災後の復興の重要な事業であり、キャンパスの新しい設計理念を
導入する契機ともなった。1994 年に提唱された教育改革以降、その後に建てられ
る学校は教育改革による新しい教育理念がお勧めして導入されていった。ジジ地
震による再建をきっかけに教育改革の目標がより強く貫かれることとなった。こ
れらの再建プロジェクトは台湾では「新キャンパス・ムーブメント」（中国名：新
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校園運動）と呼ばれた。なお、2000 年 5 月 27 日から再建キャンパスの 8 項のガ
イドラインが原則を提出された（表 9）。 
学校の法規計画に方面は教育部によって「921ジジ地震の災害を受ける中、小
学校」の再建グループは10月25日には11月に続いて「第2回、会議・座談会」（中
国名：921震災国民中、小学校重建小組会議）が開催され、学校の現地調査と再
建復興について建設施行方案が討論され、学校を再建の諮詢作業のチームを成立
するが決まった。設計においては、具体的な設計理念においては、学校の伝統的
なかたいイメージを変える開放的教育の概念を導入する計画が提唱されている。
元の構造法規が検討され、震源地に近い学校の再建に際しては、構造強度を一般
の学校建築に対して25％上げ、震度7にも耐えられるようにすることが求められ
た。また一般的にも自信際額を減らすために、法規上の対策も提示されたが、構
造強度について言及されているものも少なくない。例えば廊下はこれまで片側に
配置され、２階以上では片持ち形式が多かったのだが、新しい基準では両側廊下
が推奨され、しかも端部に柱をもつように示されている。これらは「被災公立小
学校の再建にあたる面積数量一覧表」に示されているが、ここでは、小規模小学
校（クラス児童数18人以下）の場合は、教室面積が一般の教室の2/3で良しとす
る基準があり、再建プロジェクトを速やかに進めることが意識されている（表9、
10）。 
 
表 10：地震で被災中、小学校の校舍床面積等の直面数量一覧表について標準面積とクラス數。 
重要な出来事 年 標準面積(m2) クラス數 (m2/人) 
9*7.5*(2/3) ＝45ダブル廊下を除く5ｍ
18 人 
以下 
2.5 片側廊下の標準幅は 2.5m で、新しい計画
で両側廊下形式を提案したので 5m になる 
1999
.10
9*7.5＝67.5 ダブル廊下を除く 5ｍ 19～35 人 3.5～1.92
付注：『付録①』 
 
5-2-3 被災学校の工程管理、監督分類・配布地域 
 
認養者は認養された学校と同行して再建計画を行って、各学の計画は認養者か
ら建築士を選んで委託した。また学校建築の細部設計（DETAIL）も当時に設計し
た。最後は施工認養された学校は再建の過程資料を記録する。ところで再建の建
設は学校の認養が始めから完工が終わりまで教育部は監督管理ようの身分である。
上記 293 校はまず民間から 102 校選んで認養した（表 11、pp.52）。そして認養さ
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れた残った学校は教育部から内政部営建署と亞新工程顧問会社（台湾の嘉義、雲
林地区の受災学校）とに委託する。更に地方政府は各自で対応する設計から施行
まで頼んで行った。当時、政府は負担ができないから政府と民間認養の支援力は
それぞれにより執行率がバラバラのため、教育部は工程の質と工期を有効に把握
できるよう、人力、効率（速い）、認養者は再建の考え方とは違いなど 4 つ主管
機関が分けて責任で分担制度なった。主に工程の管理、監督すること。4 つの分
担制度は（A）～（D）に分類されている。（以下工程の管理、監督 4 つの分担制度） 
(A)教育部は内政部営建署に委託する（中国名：教育部委託内政部営建署代辧重
建部分）は建設工程について分からない学校者に工程の監理などを協力すること。 
(B)教育部は「亞新工程顧問会社」を委託する（中国名：教育部委託亞新工程顧
問公司協辧重建部分）は内政部営建署で監理しきれない部分は「亞新工程顧問会
社」を依頼すること。「亞新工程顧問会社」は主に台湾の嘉義、雲林地区の受災学
校を委託する。その嘉義、雲林は地方が近いである。それは工事が便利のために
教育部から「亞新工程顧問会社」を選んで委託された。 
(C)地方政府は各自で対応する（中国名：地方政府自辧重建部分）は再建レベル
低いのは各地方機関で対応すること。 
(D)「民間認養」は各自認養者と学校に対応する（中国名：民間認養自辧重建部
分）は民間の支援を希望する学校を公表し、民間と学校は協議して政府の「921
大地震における再建された中、小学校の認養ワーク要点」（表 8、中国名：「921
大地震受災国民中小学重建工作認養要点」）に沿って設計から竣工するまで担当と
なるという契約する。 
以上教育部の統計によって 293 学校は再建することが必要である。4 つの分担
制度中に、（A）と（B）と(C)は「教育部」に所属する工程支援機構である。（D）
については本来なら全て政府機関で対応すべき注 17）が数膨大な被害校は短期間内
再建することは不可能なので一部は民間企業で担当となっている。表 11 に示され
ているように、政府は主に再建学校の工程支援である。だから民間企業も 36.5%
（107/293）を占める。これによって巨大な再建プロジェクトが政府の力のみでは
                                                  
注 17）元は台湾の小学校から高校までほっどんとん国立学校を占める。建設の担当は勿論も政府である。だから地 
震被害から政府は短期間で再建された為に巨大な再建プロジェクトが民間企業の支援することが効率をよ 
かった。 
 
 
 
第二部 台湾ジジ地震後復興計画及び再建された小学校 
 
 64
なく民間の企業、宗教、基金会団体などの支援も不可欠である。また表 12 の各
学校の分担制度の分布状況に見ると小学校は最も多く、220 被災校である（そ
の 293 の再建校は教育部の統計である。最も被災校が教育部の統計数より多いと
推測した。） 
 
表 11：台湾全土 921 被災学校数と分担制度の分布状況 
小学校 中学校  高校 幼稚園 Schools 
County A B C D Total A B C D Total A B C D Total A B C D Total
Total 
台北県 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 
桃園県 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 
苗栗県 2 0 10 3 15 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 16 
台中県（市） 7 0 16 18 41 2 0 6 7 15 3 0 0 0 3 1 0 0 1 2 61 
南投県（市） 14 0 51 45 110 6 0 7 14 27 6 0 0 0 6 0 0 0 0 0 143 
彰化県 0 0 2 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 
雲林県 0 2 1 6 9 0 4 0 1 5 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 14 
嘉義県（市） 0 6 21 11 38 0 5 4 2 11 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 50 
台南県（市） 0 2 1 0 3 0 2 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 5 
Total 23 10 104 83 220 8 11 18 24 61 9 1 0 0 10 1 0 0 1 2 293 
付注：学校の再建の担当クルプに従って 4 グループに分類された。(A）教育部は内政部営建署に委託す
る(B）教育部は「亞新工程顧問会社」を委託する(C）地方政府は各自で対応する(D）「民間認養」は各自認養者
と学校に対応する。 
 
表 12：各学校の分担制度の分布状況 
学校
分担制度 
幼稚園 小学校 中学校 高校 合計 
(A)教育部は内政部営建署に委託する 1 23 8 9 41 
(B) 教育部は「亞新工程顧問会社」を委託する。 0 10 11 1 22 
(C)地方政府は各自で対応する。 0 102 18 2 122 
(D) 「民間認養」は各自で対応する。 1 83 24 0 108 
合計 2 220 61 10 293 
資料：文献 34 
復興再建する学校は教育改革後に重要な工程計画である。再建当時にちょうど
新しい教育理念での開放的教育の概念を提言して、学校の再建したとたんにいい
チャンスである注18)。そのチャッスから被害の学校も参考して向いて再建した。 
台湾ジジ地震後、学校の建設計画は政府からいろいろ相関な分野の専門家を集
めて、政府と民間の支援計画を導入された。その時大学の建築系の教師と生徒も
キャンパスの計画に参与することができる。そして民間支援するのは直接に学校
と設計の意見とアイディアなど自身で支援の過程を与えた。しかし、政府は工程
進度を把握するため民間は教育部に工程進度を提出することが必要である。ここ
で教育部は支援力と時間効率の効果があるし、民間の設計の自由度も与できるよ
うになっていった。 
                                                  
注 18) 開放理念の人間本位の教育（人間本位主義教育)・オープン教育、小規模小学校、生涯学習、開放的なキャ
ンパス（隣接のコミュニティも利用可能）・緑化学校（自然環境の重視）などの目標がより強く貫かれるこ
ととなった教育改革に提唱された。） 
文 34)教育部遍印、921 キャンパス再建された報告、中国名：教育部 九二一校園重建簡報、2002.09.14 
 
 
 
第二部 台湾ジジ地震後復興計画及び再建された小学校 
 
 65
一方、表 11 での台湾全学校数と被害校数を見ると南投県は一番震災が広いと
ころである。表 13 見ると台湾一番ひどい分部は 110 校の南投県再建復興する必
要小学校を被害の程度である。被害の程度により、以下の 3 つのグループに分け
た。(1) 全棟全壊グループ（中国名：全棟全壊）。(2) 部分倒壊グループ（中国名：
一棟教室以上需要重建）。(3) 部分被災グループ（中国名：週邊設施需重建。如:
廁所、圍牆、樓梯）。被害されたなし小学校は 41 校である。しかし、最もグル
ープは(1)の全壊である。全体の 51.0% (56/110 校)を占めている。一方で少子化
傾向を示す地方の学校が圧倒的に多かった。これらの学校は小規模校が多く、教
育改革で提唱された建築基準（67.5 ㎡､35 人）をそのまま実施するには、多くの
障害があった。従って 2 つの小学校は被災地では全体に規模の小さな学校が多く
あるが、震災後廃校（統合）になった例はわずかに 2 小学校（発祥小学校と新山
小学校）だけで、一般的には再建にあたって統廃合の話題はのぼらなかった注35)。
これには 2 つの理由がある。第 1 は、再建にあたって考慮すべき項目はクラス数
や児童数だけではなく、地域における教育資源配分原則を活かし、地域内の問題
として学区の範囲に焦点を当てて再建計画を検討すべきだとされたこと注36)。第 2
は南投県の教師へのインタビューで明らかになったことであるが、地域と文化に
おける学校機能、すなわち小学校は地域住民向けの利用を考えられて設けられて
いるという強い意識を持っているからである。それによって支援の程度を調べれ
ば考察があった。全棟全壊の 54 小学校を調べた、南投の再建学校は小規模で上述
（D）の民間認養は最も多く 35.6％（18/54 校）を占める。しかも慈済の認養も半
分以上を支援した。台湾で民間の力が再建する際に広あった（表 14）。 
 
表 13：南投県において 54 再建された小学校の被災程度の分佈状況   単位：小学校(%) 
区域 
被災程度 
南投県(市) 台中 
調査対象 54 
全棟全壊 
対象以外 2 
56（51.0） 
部分倒壊 38（34.5） 
部分被災 16（14.5） 
110 41 
被害されたなし小学校或いは構造的を補修は必要的もの 41 108 
合計 151 209 
資料：2000 年 3 月 22 日に南投県政府   本研究整理 
 
                                                  
注 35) 江哲銘：中国名（国民中、小学校園計画設計準則の研究」、国立成功大学建築研究所、1993。 
注 36) 王馨敏：中国名（九二一大地震震災學校環境重建問題之研究―以南投縣和臺中縣國民中小學為例。国立政
治大学教育学系修士論文、2000.7、pp54～56 
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表 14：南投県の 54 小学校の分担制度とクラス数の分布 
クラス数 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 計 
6 8 -- 3 18 29 
7~12 2 -- 1 6 9 
13~24 1 -- -- 7 8 
25~36 -- -- -- 3 3 
37~48 -- -- -- 2 2 
48 以上 1 -- -- 2 3 
計 12 -- 4 38 54 
資料：本研究整理 
 
5-2-4 建築士を選び方式 
 
2001 年 11 月 27 日の教育部の新聞記事により、元は埔里、苑裡、台南家齊、虎
尾など 4 つの高校に対して教育部に建築士を選んだ。そして教育部は「新キャン
パス・ムーブメント」（中国名：【新校園運動】）が新風貌の学習環境と校舎工程の
品質と学校の建築専業人力問題などために高校、特殊学校は 5 千万以上の営繕工
程が教育部の中部事務室が選び、建築士の選定委員会は政府の採購法により学
者・専門員・学校の代表など公平、公開、公正のうえ進行する。また建築士の設
計費は以前よりメリットあり。またルールにより、政府の採購法にも公有建築物
工程技術サービス費の割合は上限レベルとする。2000 年 7 月、8 月から 25 数名の
建築士を選び、被災地区のキャンパスの復原計画の作成を支援した。被災学校の
建築士の選定は各学校に自行を決められる。また、上記により学校の工程の管理、
監督 4 つの分担制度はその教育部を選び 25 数名の建築士も指定選定ことをでき、
被災地区のキャンパスの復原計画の作成を支援した。 
 
5-2-5 発注施工の緊急措置 
 
2000 年７月「新キャンパス・ムーブメント」（中国名：【新校園運動】）を推進
してから学校の主管機関の分担制度を分けての支援策以外、また工事発注も一般
学校の工事発注も違って行った。再建工事に不法な勢力が介入することや建築業
者による不正行為を防ぐため、1999 年の 10 月 29 日に「震災学校の再建工事にお
ける不正を防ぐ監査グループの設立要点」文 33)を公表した。この監査グループの
                                                  
文 33) 1999 年 10 月 29 日に「震災学校の再建工事における不正を防ぐ監査グループの設立要点」(中国名：教育部
執行震災學校重建工程防弊小組設置要點」を公表した。 
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任務は災害の後の関連で工事の発注とか契約などを実行して、また管理すること
と最後工事の検査など過程を含む。さらに各種は弊害の措置を防ぐ。 
委員会は再建された活動のグループを選定して創立する、工事の発注の規定・時
間・場所に依拠して調べて評議して選出する。採購法の【異質工程の最有利標】
を決まった。従来と【最低標】の方式と違う工事の発注を勧めて提出した。価格
安い工事ではなく、技術力、 品質、機能、効果、利益などの方面を総合的に考慮
し工事発注を決めることが可能になった。また工事も【最有利標】をやった。そ
のような緊急措置を支援した再建策ものだから学校は安心で短期間に復興再建さ
れた。 
 
5-2-6 再建学校の流れ表 
 
短期間で学校の再建を図ることの最も大きな原則は、生徒が一秒でも早く学校
に戻り、一時的に中断させられた教育を引き続きうけられるようになることであ
る。短期間での学校の再建と復興を考える際、建物が安全でしかも教育の目的に
合致したキャンパスを作ることは一番大事な原則である。この目的を達成させる
には、本研究は 5-2-1 のから 5-2-4 まで学校再建と復興の実行段階過程は教育改
革の理念にかなった学校の設計、民間の力、一般な学校の工程管理・監督方式・
建築士を選び・発注施工など被災学校の緊急措置を再建することは重要な 4 つの
キーポイントが採用した。以下その 4 つの重要な支援策を採用したとジジ地震を
受けた学校はというふうに建て直することが流れ表で整理した（表 16）。その後
5-3 の再建復興の進捗状況から再建の時間を搾りの証明を説明した。 
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表 16：ジジ地震被害した再建学校の流れ表 (1999 年 11 月 9 日修正版) 
 
 教育部よりジジ地震後被災の 293 学校  
    
    
    
    
(A)教育部は内政
部営建署に委託す
る 
 (B) 教育部は「亞
新工程顧問会社」
を委託する。 
 (C)地方政府は
各自で対応す
る。 
 (D) 「民間認養」は各自
で対応する。（認養意味
は Adopt と似ている） 
 
     
1、教育部は認養の関連条例を作った  「921 の大地震における再建された中、小学校の民間
  認養要点」公表された 
   
  1.被害状態と認養のされた学校リストと再建された学
2.教育部は民間認養の関連資料まとめ  校の必要経費 
   
  2 認養の者は認養の希望有り及び再建方式まとめ 
3. 認養者と認養された学校は同意書を確認
する（1999 年 11 月 9 日） 
  
   
4.認養者と認養された学校は契約書（1999
年 11 月 21 日前） 
 
 
教育部は認養の契約の参考書類を提供する 
 
   
5.教育部は「地震を被災した中、小学校の建
築計画と設計（「學校建築規劃設計規範」
規範）」を作った。地震を被災した中、小
学校の建築計画と設計（規範） 
  
   
学校及びコミュニティ（地区）の設計与条件と特徴 6.認養者は認養された学校と同行して再建
計画を行う（1999 年 12 月 31 日） 
 
 
現代学校の教育改革と発展理念    
  
 
建築士設計に委託する 
 
 
7.学校建築の DETAIL 設計 
（2000 年 1 月 31 日） 
 
 
 
 
 
   
   
8.発注、契約、工期開始（2000 年 3 月 20 日）  1. 認養された学校は再建の過程資料を記録する 
   
  2. 進度の管理考査 
 9.施工    
   
10.竣工。主事検査（2001 年 8 月 30 日）   
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5-3 再建復興の進捗状況 
 
上記の表 14 のデータから示されているように、台湾ジジ地震は学校に深刻な被
害をしたことが明らかになった。短期間で学校を復興・再建するには最も重要な
のは政府がいかにして建築業者や民間の関係者などと役割を分担しながら協力す
ることである。このような方式の実効は、南投における学校の再建復興にかかる
時間をみれば分かる。表 17 によって 54 校の全壊の小学校を建て直した。小学
校はで約半分の学校はわずか半年で再建工事が終わり、残った学校の工事も開始
してからの 1 年後に全部完成した。このような方式は再建の効率性を向上させる
には役立つと検証できた。 
「新キャンパス・ムーブメント」（中国名：【新校園運動】）再建復興計画は短期
間かつ重大プレッシャーがかけられている中、政府が各業界専門家を集め、迅速・
効率良く・そして慎重に施工を進めた。再建された学校計画の過程は上層部の政
府官吏から下層部の各民間までに及び台湾全土の人を動員だった。また「新キャ
ンパス・ブーム」（中国名：【新校園運動】）の再建復興は建築業者のみならず、学
校側及び上記と言った（A）・（B）・（C）・（D）の学校担任のグループを分か
れ、特に（D）の民間の再建復興に興味と関心を示し、直接に再建復興計画に参与
し、意見などを交わし合った。そして学校立地に合う発展計画と地方特色、被災
地の子供達が一日も早く学校へ戻られることは社会にとって一番大事なことで、
斬新なキャンパスを子供達に与えられることは最大の望みとなった。さらに大、
小規模によって被害された最大の南投県の全壊した後に短期間に（半年、一年く
らい）全部再建復興された。以上総合して、短期間での大量学校の再建と復興え
る際、建物が安全でしかも教育の目的に合致したキャンパスを作ることは一番大
事な原則である。この目的を達成させるには、再建策と復興の実行段階過程にお
いて本研究は教育改革の理念にかなった学校の設計、工程管理・監督方式、民間
支援制度、工事発注の緊急措置など 4 点の重要な支援策方式を取り入れて効率の
証明である。調査の結果、学校を建て直す時間は一般建設と比べ、かくじつに短
縮されたことが分かりました。 
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表 17: 南投県(市) 全壊の小学校の再建復興された進捗分布状況 
時間 
分担制度（責任者と創設者を決めて依頼する）
一年 半年 
合計 
(A)教育部は内政部営建署に委託する -- 12 12 
(B) 教育部は「亞新工程顧問会社」を委託する -- -- -- 
(C)地方政府は各自で対応する -- 4 4 
(D)民間認養は各自で対応する 11 27 38 
合計 11 43 54 
                   本研究整理 
 
5-4 本章の考察結果 
 
 ジジ地震後台湾で最大被害をうけた南投からさまざまな学校の復興再建計画に
関する情報や資料などを入手である。震災後学校の再建工程は建築の専門家、学
校の教師と生徒、コミュニティとがささげた努力と知恵の成果である。被災地へ
の救済は政府側の協力を頼らなければ迅速に進めない。しかし、政府の資源と経
費も限りがあるので、完全に頼る訳にはいけない。台湾ジジ震災後の再建復興分
担制度と財源は下から上への協力し合い、教育制度の運用、そして法規調整の 3
点方式で行なった。結果、学校を建て直す時間は一般建設と比べ、確かに短縮さ
れたことが分かった。しかし、再建後の学校使用状況、そして迅速的な企画によ
り建てた建物の利用や材料品質の情況などは後程、評価と研究を重ねなければな
らない。1つ分ったのは、「新キャンパス・ブーム」（中国名：【新校園運動】）は
殆ど倒壊された位置に再建された。構造上の強度を強めたが、地震断層帯に建て
られた新しい建物は永遠に安全だと言えるかどうかは協議する必要がある。 
一方、今回の「新キャンパス・ムーブメント」（中国名：【新校園運動】）再建復
興計画が以前の計画と異なる部分は、以前(教育改革前)の計画方式はほぼ教育部
が定めた学校設備施設標準に従い実施したが、現代の教育ニーズに応えられる空
間計画ではない。その故、「新キャンパス・ブーム」の再建は復興の為のみなら
ず、安全を考慮しながら、近代的な教育改革理念を取り入れることも重要とされ
る。「新キャンパス・ムーブメント」（中国名：【新校園運動】）再建復興計画は安
全な・優美な学習場所で、そして民衆が安らぎ・集会・終身学習できる場所でも
あるし、地域住民の避難場所でもある。再建復興の過程に教師と生徒が参与する
ことにより、大衆がキャンバス環境に対して斬新的な思考が生まれることが望み
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である。そのような経験は新しい学校の建設計画や被災地区の再建復興に良い参
考実例となり、被災地区と環境・教育などに貢献することができる。 
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第六章  ジジ地震後再建された小学校 
 
第六章は第五章の建て直す54の小学校の調査対象を基に、この再建された計画
を行う際に開放教育の理念の導入や学校の空間計画の新しい設計手法が採用され、
単なる建替ではない新たな学校計画の契機となったという点で非常に注目された。
短期間で同時に行われる大規模なキャンパス計画によって生みだされたものであ
る。これらの再建された学校計画を分析・考察することによってその問題点や課
題を浮かび上がらせるとともに、調査対象Aの54校再建された小学校は校舎の配置
計画と敷地境界と普通教室空間と形の類型と廊下の形式に注目して分析・考察を
行った。 
 
6-1  校地使用区分 
 
以下学校の場所区域とサイズ間の関係を分析する。 
 
6-1-1 校地と校舎の面積の比率 
 
収集したデータを分析すると、各学校の校内区域における建物区域が占める割
合はそのほとんどが教育大臣によって規定された標準な数値と異なっていること
が明らかになった。この異なりによって学生に十分なスペースがあるどうかとい
う疑問が生じてくる。答えは建物区域および校内区域の分析を通して見つけるこ
とができる。なお、このデータの分析はこれらの学校のコミュニティ人口、学校
のサイズ、そして建物及び校内区域の現状への理解を深める。 
小さな人口を持つコミュニティでは学校は小規模で造られがちである。一方で
は、より大きな人口を持つコミュニティは大規模な学校を持ちがちである。これ
で、学校のスケールは学校所在地のコミュニティ－の規模に直接比例することが
伺える。表18から分かるように、この54校は全部10,000人をもつコミュニティー
に位置しており、その中の59.3%（32校/54校）は10,000－50,000人のコミュニテ
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ィに属している。残った29校は六クラスしかない小規模の学校である。 
 
表 18:54 再建小のコミュニティ人口そしてクラス数の状況               単位：学校(%)  
表 19: 54 再建小の学校の区域面積の状況                       単位：学校(%) 
Population 
Class 
Less 
than10,000 
10,000 to 
50,000 
50,000 to 
100,000 
More 
than100,00
0 
Total Site area (m
2
Class 
3,000～
10,000 
10,000～
near 20,000 
20,000～
near 30,000 
Over 30,000 Total 
6 -- 13(24.1) 4(7.4) 1(1.9) 29(53.7) 6 
13(44.8
) 10(34.5) 6(20.7) -- 29（100.0）
7～12 -- 5(9.3) 3(5.6) 1(1.9) 9(16.7) 7～12 2(22.2) 3(33.3) 4(44.5) -- 9（100.0）
13～24 -- 4(7.4) 3(5.6) 1(1.9) 8(14.8) 13～24 -- 3(37.5) 4(50.0) 1(12.5) 8（100.0）
25～36 -- -- 3(5.6) -- 3(5.6) 25～36 -- -- 3(100.0) -- 3（100.0）
37～48 -- -- 2(3.7) -- 2(3.7) 37～48 -- 1(50.0) -- 1(50.0) 2（100.0）
48 over -- -- 2(3.7) 1(1.9) 3(5.6) 48 over -- -- 1(25.0) 2(75.0) 3（100.0）
Total -- 32(59.3) 17(31.5) 4(7.4) 54(100.0) Total 
15(27.8
) 17(31.5) 18(33.3) 4(7.4) 54(100.0) 
 
表19 は学校の校内区域のサイズによって分類した結果を示したものだ。54校の
25.5% (17/54 校)は校内区域の面積は20,000 m2 ~30,000 m2で、小規模の29校の
44.8%(13/29校)の校内面積は3,000 m2 to 10,000 m2である。 
 
表20: 54再建小の校地面積と建築面積の比率                         単位：学校(%) 
基地規模 m2 
校舍配比 3 千～近 1 萬 1 萬～近 2 萬 2 萬～近 3 萬 3 萬以上 合計 
10％級以下 1(6.7) 2(11.8) 4(22.2) 1(25.0) 8(14.8) 
10％級 3(20.0) 8(47.1) 11(61.1) 1(25.0) 23(42.6) 
20％級 8(53.3) 5(29.4) 3(16.7) 2(50.0) 18(33.3) 
49(90.7) 
未達標準 
30％級 
( 值標準 ) 1(6.7) 1(5.9) -- -- 2(3.7) 
30％級以上 3(20.0) 1(5.9) -- -- 4(7.4) 
6(11.1) 
小計 15(100.0) 17(100.0) 18(100.0) 4(100.0) 54(100.0) 
本研究整理 
表20では、54校の90.7%(49/54校)  が教育部によって規定された校内区域に対
する建物区域の割合（30％）に達していないことを示している。これらの学校の
42.6% (23/54校) がただ10% にとどまっている。このような状況は、ただ校内区
域と建物区域の比例における技術的な問題だけを示しているのか？それとも、各
学生のためのスペースが十分確保できていないことを暗示しているのか。それを
解明するために、個別に校内区域と建物区域それぞれが学校のサイズと人口との
関連を分析することが必要となってくる。 
 
6-1-2 児童一人当たり最大面積 
 
調査してきた 54 校中（63％）の 34 校学生数は 36 人から 210 人の間にあったと
わかった。表 21 をみると、その 34 校の中は学生 1 人あたりもつ面積が 88.03 
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m2 を超える学校は11校であることが分かる（1人当たり最大面積が146.70 m2
まで）。南投県が発表した学校計画の基準に従えば、学生一人のあたりの面
積は 10.67~14.67 m2を超えなければならない。この 54 校は全て上記の条件
に満たしており、学生一人あたりのスペースが確保できている。その中の二
つの学校だけは基準にちょうど満たしているが、残った 52 校は明記されて
いる学生一人当たりの面積の規準より広いスペースを提供している。また、
この 52 校の面積をみると、29.34～44.01 m2の規模、また 88.03~146.07 m2
の規模を持つ学校がもっとも集中していることが分かった（2 つのグループ
の割合はともに 22％（12 校／54 校中）。残った 2 つの学校は区域面積に対
する建物面積（容積率）の割合が 30％という基準に満たしていない。これ
で、学生 1 人当たりの面積の面においてはこの 2 つの学校が基準に満たして
いない理由は建物面積の不足にあると推測できる。 
 
表 2 1 :学生１人当たり校地面積                   単位：学校（％）  
区域面積 Site area 
(m2/ student) 
学生数（ students）  
10.67unde
r 
10.67~ 
14.67m2 
(standard) 
14.68~29.
33 
29.34~44.
01 
44.02~58.
68 
58.69~73.
35 
73.36~88.
02 
88.03~146
.7 
146.8~234
.72 
234.73~30
8.07 
308.08
over Total 
under 35 -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- 
36~210 -- -- 1(2.9) 3(8.8) 3(8.8) 1(2.9) 5(14.8) 11(32.5) 6(17.6) 1(2.9) 3(8.8) 34(100.0)
211~420 -- -- -- 1(16.7) 1(16.7) 2(33.2) 1(16.7) 1(16.7) -- -- -- 6(100.0)
421~525 -- -- -- 1(100.0) -- -- -- -- -- -- -- 1(100.0)
526~840 -- -- -- 6(85.7) -- 1(14.3) -- -- -- -- -- 7(100.0)
841~1050 -- -- 1(100.0) -- -- -- -- -- -- -- -- 1(100.0)
1051~1260 -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- 
1261~1470 -- -- -- 1(100.0) -- -- -- -- -- -- -- 1(100.0)
1471~1680 -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- 
1681over -- 2(50.0) 2(50.0) -- -- -- -- -- -- -- -- 4(100.0)
Total -- 2(3.7) 4(7.4) 12(22.2) 4(7.4) 4(7.4) 6(11.1) 12(22.2) 6(11.1) 1(1.9) 3(5.6) 54(100.0)
資料：本研究整理  
教育部が決めた「小学校復元計画の方針」によると学生一人当たりの延べ床面
積（TOTAL FLOOR AREA）は10㎡以上であると決められている。表22では、90.7%
の学校(49校/54校)がこの基準に達しており、もっとも代表的な面積は10－19㎡の
間にあり、そのグループが占める割合は31.5%（17校/54校）。残った不合格の5
校(9.3%、5校/54校)を詳しくみると、ほとんど学生数が1681人を超えた大規模の
学校であるので、大規模の学校では学生一人当たりの延べ床面積を確保するのは
難しいと示唆している。従って、このような学校は延べ床面積を確保するために、
建物面積を増やす案を考慮する必要がある。 
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表 22：学生一人当たりの延べ床面積                        単位：学校（％） 
面積 area 
(m2/student) 
学生数  
（ students）  
Under 10 m2 
(under standard) 10 ~19 m
2 20 ~29 m2 30 ~39 m2 40 ~49 m2 50 m2 Total 
35under -- -- -- -- -- -- -- 
36~210 -- 5(14.7) 11(32.4) 10(29.4) 4(11.8) 4(11.8) 34(100.0) 
211~420 1(16.7) 2(33.3) 3(8.8) -- -- -- 6(100.0) 
421~525 -- 1(100.0) -- -- -- -- 1(100.0) 
526~840 -- 7(100.0) -- -- -- -- 7(100.0) 
841~1050 -- 1(100.0) -- -- -- -- 1(100.0) 
1051~1260 -- -- -- -- -- -- -- 
1261~1470 -- 1(100.0) -- -- -- -- 1(100.0) 
1471~1680 -- -- -- -- -- -- -- 
1681over 4(100.0) -- -- -- -- -- 4(100.0) 
17(31.5) 14(25.9) 10(18.5) 4(7.4) 4(7.4) Total 5(9.3) 49(90.7) 54(100.0) 
   資料：本研究整理 
 
6-2 構成類型 
 6-2-1. 配置計画 
 
54校の小学校の再建計画を考察する時、台湾の伝統的な学校区域計画とずいぶ
ん違う計画を取り入れた学校を2つ発見できた。この2つの小学校については後ほ
ど詳しく分析する。上記の2つの学校のほか、(ZHI-CHENG,NAN-GANG,GUANG-YING)
の3つの学校には運動場がないというのも特徴的である。この3つの学校はいずれ
も山間部にある6つのクラスしかない小規模の学校である。 
 
表 23 代表例 2つの学校のキャンパスの整理 
小学校名  配置計画の特徴  Site planning characteristic 
図面  
Principle 
南潭
Tan-Nan 
この学校は山間部にあり、1994年から1999年ま
での平均学生数は86人であった。キャンパスの
面積はわずか3270.57㎡であるが、学生一人当た
りの建物面積と区域面積（SITEAREA）の基準は
満たしている。 
2階建ての校舎は運動場のトラックに囲まれ、こ
れは今までの運動場と校舎が離れている場所に
位置するイメージとずいぶん異なっている。 
 
図5：南潭（Tan-Nan）小学校 
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民和
（Min-He）  
この学校も山間部にあり、1994 年から 1999 年ま
での間の平均生徒数は 80 人であった。校舎は一
階建ての建物で、1年生から 6年生までの 6つの
教室は全部 6つの 1列の校舎に集まっているが、
その独立した 6 つの教室を相互に結ぶ通路は校
舎の中にないのでほかの教室に行くには、生徒
は一回校舎をでなければならない。これも今ま
での学校計画になかった斬新な理念である。学
校の運動場のトラックの設計にも特徴があり、
学校面積が限られているので、トラックは楕円
形ではなく直線として展開している。 
臥室
臥室
臥室
臥室
操場
 
図 6：民和（Min-He）小学校 
                            資料：本研究整理  
 
6-2-2 校舎の計画スペース 
 
 1950年代以前の台湾の学校は、全て長方形の校舎があり、その中に長くて狭い
廊下が各教室をつないでいる。学生数の増加に伴い、学校の建物面積を拡大する
必要性も現れた。現存の校舎に階を追加するより、校舎の端に建物を追加するほ
うが主流であった。このようなΠ型または□型の建築様式は1950年代以後にも続
いていた。今回この54校の再建計画を分析すると、もっとも目立つのは今までの
Π型または□型と異なる新しい区域計画である。上記の2つの伝統的な形を加え54
校の区域計画を分析すると、今回の計画を5つのグループに分かれた。 
 
（ア）「線形型」collinear 型
 
教室が線上に連続する空間構
成。直線的な場合だけでなく、
途中で曲がることもある。 
37.1% (20/54 schools)。 
 
図7 Yu-Feng 小学校 
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（イ）「中庭型」atrium型 
 
教室が「コ」「ロ」の字型とな
り、校舎が外部空間を取り囲
む。24.0% (13/54 schools)。
 
図8 Zhi-Cheng小学校 
(ウ)「分散型」deploy型 
 
教室（群）が分棟的に配置され
る。そしてそれらが屋根なしの
外部通路によって接続される。
3.0% (7/54 schools)  
餐廳
文藝中心
活動中心
停車場
專科大樓
行政大樓
運動場
 
図9：Pu-Li小学校 
(エ) 「連繋型」series型 
 
分散される教室（群）が屋根の
ある廊下でつながれる配置。
14.0% (13/54 schools)。 
 
図10：Tu-Cheng 小学校 
(オ) 「求心型」centroclinal
型 
 
教室が分散独立配置され、管理
センターなどに向かい明らか
な軸・方向性があるもの。1.9% 
(1/54 schools)。 
臥室
臥室
臥室
臥室
操場
 
図11：Min-He小学校 
 
この 5つの型の中、線形型（collinear）及びアトリウムのタイプは 50 年代
にさかのぼり、従来の学校の構造として考慮することができる。それと対照に、
分散型（deploy）、連繋型（series）と線形型（collinear）は新しく、革新的
な学校の区域計画であると考えられる。線形型（collinear）及びアトリウムの
タイプが今度調査した学校の 61.1%/54 校中 33 校を占めており、ほとんどの学
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校がまだ従来の方法で建てられていることが示唆されている。但し、3 つの革
新的なタイプに建てられた学校の数も 38.9% (21 校/54 校)にのぼり、学校の区
域計画に大きな変化が起こる可能性がある（表 24）。従来の型と新らしいタイ
プを比べると、新しい型のほうは教室と建物の配置が機能または主題（SUBJUCT）
によって明確に決めれら、これで学校の異なった区域の機能がより分かりやす
く明白になる。これからの教室を対象とした調査では、新しい計画案で作られ
た学校のほうは、一方では、台湾の湿気のつよい気候風土を考慮すると、教室
と建物の間の通路は屋根がついていなくて、屋根の保護が欠けている分散型
（deploy）と 求心型（centroclinal）がほかの 3つのタイプほど実用性が高く
ないと判定できる。 
 
表 24: 校舎の構成とクラス数                            単位：学校（％）  
クラス数 
型 
6 7～12 13～24 25～36 37～48 48over Total 
（ア）「線形型」
collinear 型 
17(31.6) 3(5.5) -- -- -- -- 20(37.1) 
（イ）「中庭型」
atrium型 
8(14.8) 2(3.7) 3(5.5) -- -- -- 13(24.0) 
 33( 61.1) 
(ウ) 「分散型」
deploy型 
2(3.7) -- 1(1.9) 2(3.7) 1(1.9) 1(1.9) 7(13.0) 
(エ) 「連繋型」
series型 
1(1.9) 4(7.4) 4(7.4) 1(1.9) 1(1.9) 2(3.7) 13(14.0) 
(オ) 「求心型」
centroclinal型 
1(1.9) -- -- -- -- -- 1(1.9) 
21(38.9) 
合計 29(53.7) 9(16.7) 8(14.8) 3(5.6) 2(3.7) 3(5.6) 54(100.0) 
本研究整理  
 
6-3  境界の計画 
 
   1999年までの台湾における小学校の校舎（エンクロージャ塀）は1.5メートル
以上（小学生の背の高さ）のコンクリート塀に囲まれているが、地震後に立てな
おされた校舎の中には塀とゲートのどちらかがないもの、また塀もゲートもない
ものが現れてきた。危険性が大きいな垣根（hedge wall）のような非常に低い塀
に囲まれている小学校もあるが、それは日本のオープンキャンパスの理念の影響
をうけた結果であろうと考えられる。1.5メートル以下のコンクリート（或いはコ
ンクリート・プロック塀）は、日本や台湾のように地震の多い土地では倒壊して
下敷きにする危険性が大きい。一方、塀が外すと不審者侵入しやすいなど欠点が
ある。日本の関西で8人の児童が殺された（精神異常者に）ケースもあり、また他
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には動物（野良犬、猫など）の侵入により危険を呼ばれるだろう。これで、学校
とコミュニティのコネクションがより開放的で直接的なものになってくる。これ
から、まず塀とゲートを個別に分析し、次に2つの分析結果をあわせて結論を導き
出す予定である。 
 
6-3-1 学校の境界 
 
地震時危険性によい軽く材質か犯罪防止のことを考えて壊しにくい材質か、と
いう正、反論が出てくる。1999年に教育部によって出版された「小学校の復興計
画の指針」では、学校（境界線）として（垣根型）の塀の使用を強く勧められて
いるが、それほど広く受け入れていないようにみられた。今回の調査結果から、
小学校の（境界線）を塀の高さによって次の3つの類型に分類できた。 
 
 1)エンクロージャ塀、1.5メートル以上  
 
 
図 12：エンクロージャ塀（ア） 
 
     
写真 1 : Zhong-Zhou 小学校   写真 2 Ji-Ji:小学校     写真 3: Bei-Gang 小学校 
 
 
 
図 13：enclosure wall  エンクロージャ塀（イ） 
コンクリート
C ll
鉄製のバー
1.5m 以上 
Steel 
Iron wire       
1.5m and higher 
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写真 4: Dong-Guang 小学校    写真 5 : Guan-Gfu 小学校     写真 6 : Yu-Chi 小学校 
 
2）欄干のある塀（低めの塀）高さは1-1.2メートル 
 
図 14: 欄干のある塀（低い塀）banisters (a low wall) 
    
写真 7 : Rui-Tian 小学校   写真 8 : Gun-Keng 小学校  写真 9 : Gan-Feng 小学校 
 
 
3）垣根型の 1 メートル以下 
 
図 15 :垣根型の塀 hedge wall 
 
     
写真 10 : Shui-Wei 小学校    写真 11 : Ren-He 小学校    写真 12 : Nan-Gang 小学校 
 
調査期間中、エンクロージャー塀に関して2点主要なタイプに観察できた。一つ
は、鉄製のバールがコンクリートのフレームに嵌められたタイプ(図12)、もう一
つは十字形の鉄ワイヤーが鋼鉄フレームに嵌められたタイプである(図13)。一方
では、欄干のある塀は大半木製であり(図14)、垣根型の塀はほとんどレンガ製、
その上に植物が植えてある(図15)。この調査によって、すべての小学校ではただ
赤いレンガの塀 
Under 1.0m  
1.0m~1.2m  
木製 
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１つのタイプの塀を用いられているのではなく、2つ以上の異なるタイプの塀を用
いる小学校も少なくないことがわかった。 
表 25 に従って、66.7% の小学校は(54 校中の 36 校) 1 種類の外壁がしか使われ
ていない。その中に、エンクロージャー塀の使用率はもっとも高く 44.4% (54 校
中の 24 校)である。また、33.3% (54 校中の 18 校)は一種類以上のタイプが用い
られている。この中は、エンクロージャー塀と欄干のある塀（低い塀）の組み合
わせがもっとも多く、エンクロージャ塀と垣根型の塀の組み合わせを採用した小
学校は 13.0%（54 校中の 7 校）である。また、調査の結果から、小規模（6 つの
クラス編成）学校では塀のバリエーションが多い傾向をみられ。その中は、エン
クロージャー塀と垣根型の塀がもっともひろく採用されており、どちらも 24.1%
（29 校中の 7 校）を占めている。1 種類しかの外壁使用しなかった。その中
で、エンクロージャ壁は大抵使用された: 44.4% (学校 24/54 の) 。学校の
33.3% は(学校 18/54 の) 外壁の親切な物より多くを使用した。これらの中
で、エンクロージャ及び手すり(低い壁) は大抵使用された。学校の約 13.0% 
は(学校 7/54 の) エンクロージャ及び両掛けの壁の組合せを使用した。結
果は小規模学校(6 つのクラス) にタイプの学校の境界のより多くの変化が
ありがちであることを示す。但し、エンクロージャ及び両掛けの壁は最も広
く使用された; それぞれは 24.1% を表した(7/29 校) 。すべての異なったタ
イプの壁から、エンクロージャはすべてのサイズの学校で共通のようである
であるべきである。 
 
表 25 学校の境界とクラス数                       単位：学校（％） 
Just one kind of the way of schoolyard’s 
boundary 
ちょうど 1 種類の学校の境界の方法 
More than one kind of The way of schoolyard’s 
boundary 
学校の境界の方法の親切な物より多く 
The way 
 
 
 
 
 
Classes 
Enclosure 
エンクロージャ 
banisters(a 
low wall) (低い
壁) 
Hedge 
両掛けの壁 
enclosure + 
banisters 
エンクロージャ
+ 手すり 
enclosure +ｈ
edge 
エンクロージャ
+hedge 
banisters +ｈ
edge 手すり+両
掛けの壁 
合計 
Total 
6 7(24.1) 3(10.3) 7(24.1) 4(13.8) 5(17.2) 3(10.3) 29（100.0） 
7～12 4(44.4) -- 1(11.1)  2(22.2) 2(22.2) 9（100.0） 
13～24 6(75.0) 1(12.5) -- 1(12.5) -- -- 8（100.0） 
25～36 3(100.0) -- -- -- -- -- 3（100.0） 
37～48 2(100.0) -- -- -- -- -- 2（100.0） 
48over 2(75.0) -- -- 1(25.0) -- -- 3（100.0） 
24(44.4) 4(7.4) 8(14.8) 6（11.1） 7(13.0) 5(9.3) 合計 
Total 36(66.7) 18(33.3) 
54(100.0) 
本研究整理 
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6-3-2 ゲートの計画 
 
ゲートの計画の方法は2を分ける:ゲートの設計方法（閉鎖可能なゲート（図
16）とオープン式ゲート）は2つの類型に分けられる。 
 
図 16: 閉鎖可能なゲート  
   
 
   
写真 13 : Shui-Li 小学校   写真 14 :She-Liao 小学校   写真 15 :Ji-Ji 小学校 
 
      
写真 16  このゲートは閉鎖可能で、受付室も含まれている（Zan-Ghe 小学校） 
 
*オープン式ゲート（従来の意味上のドアが付いていない） 
   
  写真 17Yu-Le 小学校    写真 18Nan-Gang 小学校     写真 19Gua-Ngying 小学校 
 
表26によると、44.4%の割合(54校中24校)を占めたエンクロージャーウォール
（塀状の壁）が閉鎖可能なゲートを使用（Presence）と強く関連しているようで
ある。これと似ているように、両掛け型の壁の使用率もオープン式のゲートの使
About 1.5m 
school of gate 
reception office 
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用率と直接比例している。これで、壁が高く、または閉鎖性（Closed）のあるほ
ど、ゲートも閉鎖性が高くなると分かった。一方、壁が低くまたは開放性（Open）
が高いほど、ゲートのオープン性も高くなってくる。閉じることが可能なゲート
を用いられている38 の学校の中、55.3%（21校） は校庭の境界線としてエンクロ
ージャーウォール壁を使用し、さらにその中の8校ではゲートの横に警備員室（受
付室兼用）が設けている。閉じることが可能な ゲートとエンクロージャー壁を使
用した上で、ゲートの横に応接室も設けている。表26の【8】の学校は、校庭の
安全を見守る面においては完璧にできているかもしれない。但し、これらの安全
措置によって、学校と周囲のコミュニケーションが完全に取れなくなってしまい、
また校庭などを見学したい人は学校の許可がないと立入りことも出来ない。逆に、
犯罪の防止、動物被害防止などについてよいかもしれないだろう。 
オープン式ゲートが付いている15 の学校の中、その33.3%(15校中/5校)が垣根
型の壁を使用し、20.0% (15校中3校)が欄干と垣根型の壁の組み合わせを使用して
いる。低めの垣根型の壁、または欄干と垣根型の壁の組み合わせ及びオープン式
のゲートを用いている学校では、公衆との物理的または視覚的な接触がより多く
できるようになっているが、学校の安全保護に関する問題を増やす結果になるお
それもあると考えられる。今回の調査からは、垣根型の壁を使用している一方、
閉鎖可能なゲートも使用している学校があると観察できた。境界線を示す建築に
用いられている材料を考察すると、高く囲むような壁を使用している学校でも鉄
製の欄干またはワイヤー塀の使用によって外部から校庭をのぞくことが可能であ
る。従って、これらの学校は、高いコンクリートの壁に囲まれ、公衆の目から隔
離されている従来の学校と比べると、やはりオープン式の設計概念から影響を及
ぼされた特徴を示している。 
 
表 26 学校の正門の開ける方式と学校の境界                   単位：学校 
The school of gate and As for the way of schoolyard’s boundary of new campus  unit:school(％）【 include 
reception office】  
The way 
Form enclosure 
Banisters(a low 
wall) ｈedge 
enclosure + 
banisters enclosure +ｈedge banisters +ｈedge Total 
Closable gate 21【8】 (55.3) 4【1】 (10.5) 3(7.9) 5【1】 (13.2) 4【1】 (10.5) 2(5.3) 38(100.0) 
Opened gate 3(20.0) -- 5(33.3) 1(6.7) 3(20.0) 3(20.0) 15(100.0) 
Total 24(44.4) 4(7.4) 8(14.8) 6(11.1) 7(13.0) 5(9.3) 54(100.0) 
本研究整理 
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6-4 再建小学校のクラス規模・教室面積 
 
 第一部の第三章の 3-2 の表 6の台湾の教育と建築の歴史に関する変遷（pp.42）
によに「410 教育改革」によりオープンプランのコンセプトに沿った学校建築が
知られ、それらの導入が検討されることとなっていた。そうした機運が高まって
いた時期に、99 年のジジ地震被災による大量な学校再建が必要となったことは、
教育改革に大きな影響を与えた。 
最も被災の大きかったのは、それまであまり改築が進んでおらず、一方で少子
化傾向を示す地方の学校が圧倒的に多かった。これらの学校は小規模校が多く、
教育改革で提唱された建築基準（67.5 ㎡､35 人）をそのまま実施するには、多く
の障害があった注19)。 
対象 54 校の調査結果を示すと図 17 は再建した小学校のクラス規模を示すが、
全校で 6クラス（つまり 1学年 1クラス）の学校が半数を超える。さらに 1クラ
スの人数も少ない学校が多かった。そこで、教育部は学校再建の基準を設けるた
め、あらためて 410 教育改革による基準を見直した。その結果、1 クラスの児童
数が少なく、基準の半数－すなわち 18 人以下の場合はより緩やかな基準を適用す
るとして、基準面積（9×7.5=67.5 ㎡）の 2/3、45 ㎡で良しとする「地震被災小
中学校の校舎床面積等の面積数量一覧表」注 20)を提示した。この基準は日本を含
む海外のオープンプランスクールの面積基準を参考に作られた。 
一方で、すでに 410 教育改革でクラス規模は 35 人以下にするとされたが、実際
にはそれを超える規模のクラスもあることが調査によりわかった注 21)ため、18 人
                                                  
注 19) 被災地では全体に規模の小さな学校が多くあるが、震災後廃校（統合）になった例はわずかに 2小学校だ
けで、一般的には再建にあたって統廃合の話題はのぼらなかった（文献 35）。これには 2つの理由がある。
第 1は、再建にあたって考慮すべき項目はクラス数や児童数だけではなく、地域における教育資源配分原則
を活かし、地域内の問題として学区の範囲に焦点を当てて再建計画を検討すべきだとされたこと（文献 36）。
第 2は南投県の教師へのインタビューで明らかになったことであるが、地域と文化における学校機能、すな
わち小学校は地域住民向けの利用を考えられて設けられているという強い意識を持っているからである。 
文 3５)江哲銘：中国名（国民中、小学校園計画設計準則の研究」、国立成功大学建築研究所、1993。 
文 36）王馨敏：中国名（九二一大地震震災學校環境重建問題之研究―以南投縣和臺中縣國民中小學為例。国立政
治大学教育学系修士論文、2000.7、pp54～56。 
注 20) 『附録①』「地震受災國民小學重建校舎楼地板面積数量一覧表」に見ると。ここに示される面積は、両側
廊下が前提とされており、これを含む教室面積は定員が 19 人以上の場合は 112.5 ㎡（（7m＋2.5m＋2.5m）×
9m）、18 人以下の場合は 75 ㎡（112.5 ㎡×2/3）であるが、学校ごともの自由度も認めている。なお、この
表には、普通教室のほか、特別教室・コンピュータ室・図書室など学習空間、服務教学空間、行政空間、公
共含む空間の室数と面積が規定されている。 
注 21) クラス当たり人数と学級数について、台湾では学年ごとに定員合計を超えた児童数が 5人まではクラスを
増設することを求められない。 
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以下、19～35 人、36 人以上の 3つのグループに分け、さらに教室面積を 45～67.5
㎡未満、67.5 ㎡以上に分けてその分布を見た。結果を表 27 に示す。児童数が 18
人を超えるにもかかわらず、面積が 67.5 ㎡に達しない例が 5校あるが、これらは
おおむね小規模校が多い。また、その多くは、65 ㎡程度は確保しているが、敷地
等の関係で、どうしても基準を達成することができなかったものである。 
クラス規模が小さいのにもかかわらず 67.5 ㎡以上の面積を持つ事例も少なか
らず（9 例）ある。なお、同一校でも教室面積が異なったり（9 例）、児童数規模
が異なったりする例もある。 
 
6-5 普通教室周りの空間構成 
 
教育改革の教室では講義用スペースのほかに、従来は見られなかった教師のた
めの作業スペースや児童が自由に使える読書や自習のためのスペース、少人数グ
ループでの学習のためのスペースなどが設けられるようになった。これにより、
一斉型授業だけでなく、個人やグループをベースとした学習など授業形態の幅も
広がった。調査対象校の中には休憩コーナーや洗面所などの新たな機能を追加し
たり、廊下幅を拡幅したりしたような事例もある。 
1クラス18人以下の小学校のあることが分かった。従って、文部省標準の｢地震
から災害を受けた小学校校舍の床面積などの数量一覧表｣に基づき、クラス数・児
童数・CR面積の分布状況について検討してみる。1クラスが18人以下（１クラス当
たりの標準面積は9*7.5*(2/3) ＝45㎡ダブル廊下を除く5メートル）と19～35人
（１クラス当たりの標準面積は9*7.5＝67.5㎡ダブル廊下を除く5メートル）が別
れる。この2つの標準面積に分ける必要がある。以上の面積と人数は本稿における
各分析についての標準である。 
54校のデータについてみると1学年1クラスずつ、全学年で計6クラス。また、１
校当たりの平均人数は36～210人以下、1クラス当たりの平均人数は35人以内であ
る。更に1クラス当たりの平均人数は18人以下も多く、次に多いのは7～12クラス
の小学校で、 14.9％(8校)であった。以上により再建された小学校の規模は主に1
学年1～2クラスとして設計されていると分かった。一方、54校の中には全児童数
が1681人を超える小学校は48クラス以上という学校が4校あるが、表2で見ると4
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つの小学校のうち3校は1クラス当たりの平均人数も35人以下である。但し、1つの
小学校1クラス当たりの人数も35人を超えるもあった(pp.59の表28のNO,50炎峰小
学校）。これは文部省の規範（1クラス当たり35人）からすると例外である。 
 普通教室について、壁の性格により閉鎖型と開放型の 2 タイプに分類した（表
29）。 
1）「閉鎖型」とは壁面すべてが固定壁で、教室が独立しているタイプであり、従
来型の教室もこれに含まれる。教育改革以降、開放的教育理念の導入に影響され、
因習的な閉鎖型の教室プランでも、講義用スペース以外に個別・グループ学習な
ど児童の学習や教師の作業を補助するための「学習コーナー」「図書コーナー」「教
師コーナー」などと呼ばれるアルコーブ（図・表中では「al」と省略する）をも
った教室もある。「閉鎖型」はこのアルコーブの有無や形状によってさらに 3つの
タイプ（矩形タイプ・変形タイプ・附属室タイプ）に分けられ、後 2 者は一斉授
業のスペースとは別に教室内にアルコーブをもつものとする。 
2）「開放型」は壁面が部分的に可動、もしくは他のスペースと連続的にしつらえ
られている形態で、壁面を開放することによって他の教室や附属する多目的なオ
ープンスペース（図・表中では OS と表記する）と一体的な利用が可能となる。「開
放型」の事例は今のところ少なく、可動間仕切りで仕切った際の教室形態は矩形
が主であるが、今後の教室形態の変化の可能性はあろう。 
学習補助空間や多目的スペースなど、集団的な一斉授業のスペース以外のコー
ナーや作業エリアを設置する事例は、教育改革の理念を生かした地震後の再建小
学校の教室に見られる特徴の一つである。調査事例 54 校のうちアルコーブやオー
プンスペースなどを設けた新しい教室形式の事例、すなわち閉鎖型でも変形タイ
プもしくは附属室タイプと開放型教室の採用例は 37 校（68.5％）もあるが、この
中で複数の教室でオープンスペースを共有する形式は開放型のうちの 3 校であっ
た注22)。 
学校規模別に教室形態を集計した結果を表 29 に示す。従来の形式「閉鎖型－
矩形タイプ」も相応に残っているが、「閉鎖型－変形タイプ」など、何らかの新し
い工夫を盛り込んだ形式が 3/4 を超えている。教育改革を意識し、新しい授業ス
                                                  
注 22) もう一つの「開放型」は 1学年 1クラスの学校であるので、複数の教室で OS を共有しているものではな)
い。 
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タイルに対応できるように配慮されたことが分かる。教育改革では児童の個別学
習支援が提唱されたが、そのために学習コーナーを構成する変形タイプや附属室
タイプの増加など、教室の機能拡充を達成している例がみられることが特徴であ
る。また、低学年と中・高学年で教室形態を変えている例もみられるが、その場
合 2 年生以下と 3 年生以上で教室形態を変える例が多く、一つの学校のみ 1～4
年生までが「開放型」で共通であり、5・6 年生が「閉鎖型－変形タイプ」であっ
た。
 
 
 
0
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図 17 再建小学校の平均児童数とクラス数の分布状況 
表 27 再建学校の普通教室の面積・クラス人数 単位：
学校数 
人数 
面積・クラス数 ≦18 18＜,≦35 35＜ 計 
6 11（+1） 3 - - 14（+1） 
7～12 - - 1 - - 1 
13～18 - - - - - - - - 
25～30 - - 1 - - 1 
37～48 - - - - - - - - 
49以上 - - 1 - - 1 
45m2≦, 
＜67.5m2 
 計 11（+1） 6 - - 17（+1） 
6 8（+1） 6 - - 14（+1） 
7～12 1 6 - - 7 
13～18 - - 4 - - 4 
19～24 - - 4 - - 4 
25～30 - - 2 - - 2 
37～48 - - 1 1 2 
49以上 - - 2 - - 2 
67.5m2≦ 
 計 9（+1） 25 1 35（+1） 
  計 21 31 1 53 
・1校の教室面積資料が不備なため、合計数は 53校。 
・（）の数字は同一校で 2つのカテゴリーの属している学校数。 
 
表 28 教室形態から見た分類 
教室閉鎖型 
形 
矩形タイプ 変形タイプ 附属室タイプ 
特
徴 
従来からある一般的な矩形平面の教室。教育改
革後、床面積は以前より広くなったものが多い。 
L 字形や多角形などユニークな教室形状。L 字
型ではベランダがついているものが多い。 
教室内に小部屋を附属させている教室。教師コ
ーナーや児童の個別学習コーナーとして利用さ
れる。 
図
例 
CR CR
 
永昌小学校 
ベランダ ベランダ
CR CR
  al al
 
至誠小学校 
CR
 al
 al
 
營盤小学校 
写
真 
 
大成小学校 
 
北山小学校 
 
竹山小学校 
 
18 人/クラス 
35 人/クラス 
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写
真 
 
 
集集小学校 
 
育楽小学校 
 
 
光復小学校 
形 教室開放型 
特
徴 
CR 内の壁が固定壁と可動壁から構成される。可動壁は 1 面であることが多いが、CR 間が可動壁であるケースや、CR の間に多目的スペース（以降
OSと表記）を設け、そこに面する壁を可動壁にするなどが見られる。CRの構成にもさまざまなバリエーションがみられる。廊下に沿って CRと OS
が並列するケースや CRが OSを取り囲むケースまた日本で多い CRを並ぶ逆側に OSを配置するケースなどが見られる。 
事
例 
8910
11
15 16 17
DN14
7
5
6
12
13
 
潭南小学校  民和小学校 
 
国姓小学校 
写
真 
 
潭南小学校 
 
民和小学校 
 
国姓小学校 
 
表 29 教室の空間形式の構成              単位：学校数 
教室閉鎖型 教室形態 
 
CR数 
矩形 
タイプ 
変形 
タイプ 
附属室 
タイプ 
教室開放型 合計 
6 8 17 1 2 28 
7～12 1 4 2 1 7 
13～24 2 4 1 1 8 
25～36 1 2 - - 3 
37～48 1 1 - - 2 
49以上 - 2 - - 2 
29 4 4 合計 13 37 50 
調査対象のうち以下の 4つ小学校は 2つの型があった。（表からは割愛） 
・永楽小学校は変形タイプ（1･2年生）＋矩形タイプ（3～6年生） 
・長福小学校は変形タイプ（1～4年生）＋矩形タイプ（5･6年生） 
・潭南小学校は変形タイプ（1･2年生）＋教室開放型（3～6年生） 
・北港小学校は矩形タイプ（1･2年生）＋変形タイプ（3～6年生） 
 
6-6 廊下の形式 
 
 日本の平均的校舎と異なり、台湾の学校では廊下はほとんど半屋外空間（屋根
のみがある吹きさらし空間）である。亜熱帯気候で暑い日が長く続き、冬季も寒
さが厳しくないことが影響している。また、半屋外廊下は教室内の換気に重要な
役割を担っている。本調査対象校も廊下のない 1 校を除いて他はこうした形式で
ある。なお、従来は廊下も教室も土足歩行であったのに対し、以下に述べるよう
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な新しい形式の廊下の出現を見たジジ地震以降、廊下形式にかかわらず廊下は土
足、教室は靴を脱いで入るのが一般的になった。 
 廊下の広さや配置に注目すると、再建した学校では従来の学校にない新しい特
徴が見出せる。教育改革以前、廊下は片側配置が一般的で、通路としての役割だ
けを担っており、廊下幅の基準もなかった。今回の調査対象校では洗面所や休憩
コーナー（いすやテーブルを配置）など、通路としての役割以外に新たな機能が
付加され多目的に使える廊下として「拡張タイプ」と分類できる形式が増えてい
ることが分かる（表 30）。また廊下配置も片側だけでなく、教室の両側に廊下が
設けられている事例が現れている。教育改革後の廊下空間の新たな可能性を求め
たものであろう。特に教室の両側に廊下を設ける平面は、従来の片持ち形式のバ
ルコニースタイルから軒先に柱を設置し、地震被害を最小限にするために考えら
れたものであり、教育改革後の標準的な形式のひとつとして提案された注23)。 
 実際に建てられた教室形式と廊下形式の関係をみる（表 31）と、両側廊下型は
それほど多くはなく、大半は片廊下型であったが。しかし、その内容は通路型と
拡張型が同程度であり、新たな機能を持つ廊下形式が相応に採用されたことが分
かる。 
 
表 30 廊下形式 
片側廊下型 
形 
通路タイプ 拡張タイプ 
特
徴 
もっとも伝統的なタイプ。教室の片側に廊下を配置し、通路のみの機能
に限定。 
教室の片側に廊下を配置するが、通路としての機能に加え、洗面所、休
憩コーナーなども備える。 
図
例 
 
ベランダ ベランダ
CR
ベランダ
CRCR
 
至誠小学校 
 
廣英小学校 
両側廊下型 
形 
通路タイプ 拡張タイプ 
図 
例 
C RCR C R CR
談 話 ｺｰﾅｰ 談 話 ｺｰ ﾅｰ 談 話 ｺｰﾅｰ 談 話 ｺｰﾅ談 話 ｺｰﾅｰ
 
集集小学校  
南港小学校 
                                                  
注 23)「教育部・中華民国建築学会研究：地震被災国民小中学校における建築計画および設計ガイドライン（規範）
（1999.12）」の「全面建替え計画・設計」の中の「6．建築耐震計画と設計」で、改築の際、できるだけ教
室の両側に廊下を設けること、廊下・バルコニーは片持ち梁で張り出すのではなく、端部にも柱を設ける構
造システムとすることが提唱されている。 
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写 
真 
 
延平小学校                      埔里小学校 
 
廣英小学校                水尾小学校 
混合型  
形 
通路タイプ 拡張タイプ 
特徴：片側型と両側型の併用 
 
 
表 31 教室形式と廊下の型の関係          単位：学校数 
片側廊下型 両側廊下型 
 
通路 拡張 通路 拡張 
混合型 廊下なし 
矩形 
3 
(+1,+1) 
1 
(+1,+1)
3 2 
2 
(+0,+1)
0 
変形 
12 
(+2,+1) 
13 0 3 
1 
(+0,+1)
0 
教室 
閉鎖 
附属
室 
2 0 1 1 0 0 
教室 開放 1 
1 
(+0,+1)
1 0 0 1 
合計 
18 
(+3,+2) 
14 
(+3,+4)
5 6 
3 
(+0,+1)
1 
調査対象の中で 4つ小学校では 2つの教室型があった。それは以下通り 
・永楽は変形タイプ片通（1,2年生）＋矩形タイプ両通（3~6年生） 
・長福は変形タイプ片拡（1~4年生）＋矩形タイプ）片拡（5,6年生 
・潭南は変形タイプ片拡（1,2年生）＋教室開放型片拡（3~6年生） 
   ・北港は矩形タイプ片通(2CR) （1,2年生）＋変形タイプ片通（3~6年生） 
 
表32 教育改革後の代表事例13 
 
 
6-7 本章の考察結果 
 
 本章の成果はおおむね以下の 4つにまとめることができる。 
1）日領時代に学校整備体制が整ったが、教室面積や児童数などの基準は日本で作
成された基準がそのまま導入された。第 2 次大戦後にあらためて新しいガイド
ラインが提唱され、68 年には義務教育の 9年制が定められ、同時に教室規模と
して児童一人当たりの面積が独自に決められた。94 年に学校教育の内容を大き
  
UP
 
2315 16 17 18 19 20 2221
SG1
11 141312 2524
 
  
NO03至誠小学校 NO04玉峰小学校 NO14広福小学校 NO18潭南小学校 NO19営盤小学校 NO20光復小学校 
 
     
NO24土城小学校 NO28国姓小学校 NO35郡坑小学校 NO36千秋小学校 NO39広英小学校 NO22水尾小学校 
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く変える「教育改革」が行われ、同時に 1 クラス当たり児童数の目安も大幅に
引き下げられた。こうした新しい改革に対する気運が高まってきた時期に、ジ
ジ地震により多くの学校が被災し、特に全面建替えを余儀なくされた学校では、
教育改革で提唱された様々な新しいコンセプトが導入されるきっかけとなった。 
2）ジジ地震をきっかけに、それよりも以前に提案されていた教育改革とそれに伴
う施設の基準や規範が普及することが期待された。しかし実際には小規模校や
クラス人数が極端に少ない学校が多数あることなどから、410 教育改革で定め
られた「35 人学級・67.5 ㎡」という基準とは別に、小規模校に対する新しいガ
イドラインが作成され、現実的な対応を行った。統廃合などは行われなかった、
あるいは行えなかったことに対する対応である。しかし、クラス人数が少ない
学校でも 35 人を基準にした教室面積あるいはそれを超える学校もあり、将来の
児童数の増加を見込めないこの地域の事情を考えると、やや面積過剰かと見え
る。 
3）教育改革によって個人・グループ学習など新しい学習形態が提案されたので、
震災後の再建学校ではそれに対応する教室形態が登場した。教室には授業用の
空間のほか、個別学習のためのアルコーブが設けられるなど、より豊かになっ
た。本研究では教室の型を「閉鎖型」「開放型」に分けたが、閉鎖型でも従来か
らの「矩形タイプ」のほか、「変形タイプ」「附属室タイプ」などの新しい平面
形が多く登場していることを明らかにした。「開放型」の採用例は少なかったが、
これは再建学校では小規模校が多数を占めていたことにより、教室に隣接する
オープンスペースの利用が考えにくかったことや、教室内アルコーブなどの付
加的空間を設けることによってでも開放的教育理念の達成が可能と考えられた。
一方、オープンスペースの利用方法や内容が周知されておらず、日本の平均的
小学校における教師の意識との差異があり積極的な採用が検討されなかったこ
となどもその要因と考えられる。 
4）以前は片側の通路としてだけの機能であった廊下空間であるが、再建学校では
通路以外の機能が付加された「拡張型」が登場していることがわかった。また、
廊下配置も「片側型」だけでなく、規範としても「両側配置」が推奨されるな
ど、事情が変わってきた。数だけでみれば「片廊下型」が最も多いが、「拡張型」
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も 3割ほど見られた。これは前項で述べたようにオープンスペースを導入した
例は少なかったが、教室内に機能的な各種のコーナーを設けたりしたのと同様、
廊下にも交通以外の機能性を付加したいということにより登場したものが考え
られる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  74
表 15 ジジ地震後再建された 54 小学校の面積・教室の周りなどの実態 
 
廊下形式  教室形態 
校舎の型注 8） 
片側  両側  閉鎖型 
認養類型  認養者 
NO  学校名  敷地面積(m2) 
延べ床面
積(m2)  クラス数 
クラス当
たり人数  線
型 
中
庭 
分
散 
繋
ぎ 
球
心 
通
路 
拡
張
通
路
拡
張
混
合
型
廊
下
な
し
矩
形
変
形
附
属
室
開
放
型
教室面積(m2) 
Ａ Ｂ Ｃ Ｄ  
NO42  隆華  4,242  1,627  6  7.5                                面積データなし           
NO39  広英  6,189  1,826  6  8.6                                A)67.5,B)72           
NO38  親愛  26,400  2,821  6  12.1                                71.3          紅十字会 
NO27  南港  7,648  1,553  6  12.8                                51.9          自行辨理 
NO40  民和  11,630  3,576  6  13.3                                112.2          教育部 
NO22  水尾  13,685  2,426  6  13.8                                A)56,B)63          紅十字会 
NO35  郡坑  12,522  2,750  6  26.6                                67.5          台湾電力公司 
NO24  土城  22,602  6,696  6  32.0                                63          自行辨理 
NO19  営盤  10,847  4,499  7  24.2                                100.8          自行辨理 
NO52  成城  22,647  2,367  12  25.1                                76.8          高雄県政府 
NO45  育英  27,238  8,548  28  27.6                                A)110.1,B)71          新故郷 
NO46  南光  32,859  18,745  54  31.4                                85.6          新故郷 
NO12  和興  7,075  1,804  6  5.3                                67.5          県府建 
NO37  港源  3,996  2,200  6  6.3                                A)56,B)43.4,C)50.4           
NO36  千秋  10,133  3,293  6  12.1                                59.2           
NO20  光復  23,059  3,010  7  13.6                                70           
NO3  至誠  4,546  2,252  6  9.8                                67.5          慈済 
NO47  桃源  15,061  2,774  6  12.3                                66          慈済 
NO34  東光  10,572  3,311  6  18.1                                66.4          慈済 
NO10  集集  23,600  2,978  6  32.6                                67.5          慈済 
NO53  中州  15,810  4,077  6  21.0                                92.3          慈済 
NO31  福亀  7,045  2,647  7  22.7                                66.6          慈済 
NO48  中峰  17,567  8,124  12  30.7                                67.5          慈済 
NO49  大成  18,250  9,225  18  31.3                                98.9          慈済 
NO41  延平  22,700  11,459  24  31.7            ✱  ✱                 72          慈済 
NO16  竹山  47,197  17,260  46  28.2              ✱   ✱             72          慈済 
NO23  埔里  37,728  20,092  72  32.2                                A)56.3,B)52.5          慈済 
NO30  北港  8,790  4,289  7  27.1                        ✱ ✱     A)72,B)77.9          慈済＋台湾電力公司 
NO29  北山  11,449  5,521  12  20.5                                90          慈済＋紅十字会 
NO17  社寮  27,322  5,450  12  24.6            ✱    ✱               81          慈済＋紅十字会 
NO28  国姓  20,333  6,560  16  29.6                                86.1          慈済＋台湾電力公司 
NO21  漳和  21,205  9,861  21  31.2                                67.5          慈済＋紅十字会 
NO51  中原  27,865  11,084  23  33.5                                77.4          慈済＋東培公司 
NO6  僑光  24,372  13,168  25  30.1                                89.1          慈済＋高雄県政府 
NO50  炎峰  26,820  17,292  48  35.4                                76          慈済＋自行辨理 
NO44  平和  24,940  16,846  61  33.2                                81          慈済＋台塑 
NO2  永楽  20,268  2,954  6  7.3            ✱    ✱       ✱ ✱     A)76.9,B)81.9,C)70.9          金車教育 
NO54  永興  4,997  2,515  6  9.0                                63          基礎道徳文化教育 
NO15  萬豐  2,996  2,296  6  11.5                                66.5          台塑 
NO9  瑞田  8,256  2,524  6  11.6            ✱  ✱                 52.8          国際獅子会 
NO14  広福  10,951  2,923  6  11.8            ✱  ✱                 55.6          一貫道天恵道 
NO8  長福  13,610  1,990  6  12.3                        ✱ ✱     A)60,B)56.2          個人（游標榮） 
NO4  玉峰  24,406  2,137  6  13.2                                70.2          国際獅子会 
NO25  平林  15,290  3,774  6  14.0                                63.2          佛光山 
NO18  潭南  3,051  1,977  6  14.3                          ✱   ✱ A)48.6,B)70.5          浩然基金会 
NO7  育楽  8,299  3,038  6  15.8                                70.8          靈鷲山佛教 
NO5  人和  6,880  2,022  6  20.5                                75.6          富邦 
NO43  地利  9,260  6,975  6  20.5                                81          富邦 
NO13  爽文  25,040  4,016  6  20.8                                93.6          佛光山 
NO32  乾峰  5,206  3,238  6  21.2                                64          TVBS 
NO11  永昌  14,792  4,333  13  29.0                                67.5          国際獅子会 
NO1  中寮  19,683  6,954  15  20.4                                92          TVBS 
NO33  魚池  39,509  8,025  19  30.7                                83.1          華新、中時、華邦 
NO26  水里  18,333  10,989  26  30.8            ✱    ✱               64          中国石油 
✱は同一校で複数のパターンを示すもの 
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 ᐕ 

߹߹ߩ⿷ਅߪᩞቇዊߩߤᱴߩḧบޔ᧪ᓥޕࠆ޽ߡߒ⟎⸳߇▫㚝ਅߪߦਅᑈᄖደ
ᓟ㕟ᡷ⢒ᢎޔߊᄙ߇ว႐ࠆߔ↪೑ߡߒ⿷ਅߪ 51ޔ߇ߚ߈ߢ߇ߣߎࠆ౉ߦቶᢎߢ
ࠬ࡜ࠢߩᐕቇ㧝ޔߡ޿ߟߦᚑ᭴ߩቶᢎޕࠆ߃޿߽ߣಽㇱߚߒൻᄌ߇ᘠ⠌ᵴ↢ߦ
࡯ࠝޟࠍߣߎߩቶᢎࠆߥߣరන࡮⟲ߩߟ㧝ޔߢߩࠆߖࠊวߺ⚵ࠍࠬ࡜ࠢ࡮ ߇ᢙ
⃰㧦ฬ࿖ਛޔTGVUWNEOQQTUUCNE㧦ᢥ⧷
ޠቶᢎߩ⟲ࠬ࡜ࠢޟߪ޿ᚗޠቶᢎࡦࡊ
ߦ 51 ߩߢቶᢎࡦࡊ࡯ࠝޔߚ߹ޕ㧕ቶᢎࡦࡊ࡯ࠝਅએߪⓥ⎇ᧄ㧔߱๭ߣ ቶᢎ⟲
߁ࠃࠆ߈ߢ↪૶ߡߒߣ߇࡯࠽࡯ࠦ⠌ቇ࡮Ḯ⾗ޔߚߒ⟎⸳ߦ↱⥄ࠍ㑆ⓨ⠌ቇ᭽ᄙ
࡯ࠦ߮ㆆ࡮࡯࠽࡯ࠦࡦࠦ࠰ࡄ࡮࡯࠽࡯ࠦⷩዷ࡮࡯࠽࡯ࠦᦠ࿑ޔ߫߃଀ޕߚߞߥߦ
࡯ࠝޟߦᦝޕࠆࠇ߫๭ߣGECR5IPKPTCG.
ޠ࡯࠽࡯ࠦ⠌ቇޟߪࠬ࡯ࡍࠬߩߤߥ࡯࠽
႖ߩᩞቇޟ࡮ޠ࡯࠽࡯ࠦ⠌ቇߩቶᢎޟ࡮ޠቶᢎࡦࡊ࡯ࠝޟޔߪߣޠ࡞࡯ࠢࠬ࡮ࡦࡊ
ޕߔᜰࠍߣߎߩᩞቇߟᜬࠍᓽ․ߩޠᬺ᝼ߩࡦ࡚ࠪ࡯ࠤࠚ࠺ ࡮ࠛࡦࡊ࡯ࠝޟ࡮ޠ޿ߥ߇
ᚑ᭴ߦࠅ๟ߩቶᢎࠆߔ᦭ࠍࠬߵ࡯ࠬࡦࡊ࡯ࠝޓ
ࠄ߆ᐕ  ߪᩞቇዊߚߞᜬࠍޠቶᢎࡦࡊ࡯ࠝޟߡߞࠃߦኈౝߩ  ߩ⸥਄ޓ
᝼ߢ޿ߥࠄ㡆߇࡞ࡌߪߣޠ೙ࡓࠗࡖ࠴࡯ࡁޟޕࠆ߃ᦧߺ⚵ߦ⊛ജᒢߒഀಽߊ߆⚦ࠍ㒢ᤨ ߪߣޠ೙࡞࡯ࡘࠫࡕޟ ᵈ
ޕࠆ޽ߢᬺ
ޕ ᢥ⺰჻ඳᚲⓥ⎇ᧁ࿯ቇᄢḧบ ⓥ⎇ਯൻℂว⸘⸳ഋⷙ▽ᑪᩞቑቑዊਛ᳃࿡
 ฬ࿖ਛ ⃟ṽᦦ ₂ᢥ
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෼ࠄ߆₂ᢥߩߡ޿ߟߦቶᢎࡦࡊ࡯ࠝߣ࡞࡯ࠢࠬ࡮ࡦࡊ࡯ࠝᓔᣢߣᩏ⺞ߩߢ߹੹
ߪᩞቇዊߚࠇࠄߡᑪ߈ߠၮߦ↹⸘ߩᓽ․ߩቶᢎࡦࡊ࡯ࠝߦᓟ㕟ᡷ⢒ᢎޕߚߒ㓸
ᢎࡦࡊ࡯ࠝޕߚ߈ߢኤ⠨߇଀੐ߩࠆ޽ߢᩞቇዊߩቶᢎࠆߔ᦭ࠍࡦࡊ࡯ࠝߩᩞ 
บ߽ᦨߣࠆ⷗ߦ೎⋵Ꮢޕߚߒ␜߼ߣ߹ߦ  ⴫ࠍᏓಽߩ඙࿾ߣᩞቇዊߟᜬࠍቶ
࡯ࠝࠄ߆࠲࡯࠺ߩߎޕࠆ޽ߢ㧑 ⋵ᛩධߪᰴޕࠆ߼භࠍ㧑 ߊᄙߦᏒർบߩḧ
৻╙㧔ࠆ߆ࠊ߇ߣߎࠆ޿ߡߒ㐿ዷߦ⋵Ꮢߩઁࠄ߆ㇱർࠍᩞቇዊߟᜬࠍቶᢎࡦࡊ
ޕ㧕RRޔᾖෳࠍ ⴫ߣ ࿑ߩ  ߩ┨
ࡊ࡯ࠝޟޕࠆ޽ߢᩞ⽎ኻᩏ⺞ߩᩞቇዊ  ߚ߼㓸ߡߞࠃߦᣇࠅ߇ߥߟߩ 5% ߣ 5%
ޔޔ ⴫㧔ߚߌಽߦࡊ࡯࡞ࠣߩߟ ޔߣࠆ⷗ߦᚑ᭴ߩ 51 ࠆߌ߅ߦޠቶᢎࡦ
࡜ࠢ 㧔 ᑼᒻቶᢎߩᑼ೉⋥㧦# ߪߩ޿ᄙ߽ᦨߢਛߩߘޕ㧕ᾖෳࠍ 
ߟ৻ߚ߹ޔ߼භࠍ㧕ࠬ࡜ࠢ 㧔 ࠅಾ઀㑆ߩേนߩ$ޕࠆ߼භࠍ㧕ࠬ
᭴ߩቶᢎࡦࡊ࡯ࠝߩᴺᚻ↹⸘㕙ᐔ߁޿ߣޔࠆߢࠬ࡜ࠢ ߇ߩࠆߒ↪૶ࠍ 51 ߩ
ߞᓥޕࠆ߃⸒ߣࡊࠗ࠲ߥ⊛ဳౖ߽ᦨࠆߌ߅ߦᚑ᭴ߩޠቶᢎࡦࡊ࡯ࠝޟߩḧบ߇ᚑ
ਗߦ⊛⛯ㅪ೉⋥߇ቶᢎߩߟ ߪߣࡊࠗ࠲ߥ⊛ဳౖ߽ᦨߩቶᢎࡦࡊ࡯ࠝߩḧบߡ
ޕ ᾖෳࠍ  ⴫㧔ࠆ޽ߢߩ߽ࠆࠇߐᚑ᭴ߢࠎ
ᨐ⚿ኤ⠨ߩ┨ᧄޓ
ㅪᑼ೉⋥߇ࠬ࡜ࠢߩߟ ߪᩞቇዊߩቶᢎߚߞᜬࠍࠬ࡯ࡍࠬ࡮ࡦࡊ࡯ࠝߢḧบ 
ኅേ⒖ߣࠅಾ઀㑆േนߩ 51ޔߚ߹ޕ޿ᄙ߇ࡊࠗ࠲ߥ⊛ဳౖߩᚑ᭴ߛࠎਗߦ⊛⛯
߆ߒޕߚࠇࠄߣ߽ᑼᣇߥ߆⼾ࠆߖ಴ࠅ૞ࠍ࠻࠙ࠕࠗ࡟㑆ⓨޔߡߖࠊวߺ⚵ࠍౕ
ޕ޿ߥ޿ߡࠇߐേ⒖ᛶᄢߪ࡞ࡉ࡯࠹ޔਛᬺ᝼ߪߦ㓙ታޔߒ
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ᣂ┻Ꮢ
บർᏒ
บർ⋵
ၮ㓉Ꮢ
᩶࿦⋵
ᣂ┻⋵
⧣ᩙ⋵
บਛ⋵
บਛᏒ
ཅ⟵Ꮢ ཅ⟵⋵
ᓆൻ⋵
㔕ᨋ⋵
บධ⋵
บධᏒ 㜞㓶⋵
㜞㓶Ꮢ
บ᧲⋵
ዳ᧲⋵
⧎⬒⋵ධᛩ⋵
ቱ⯗⋵
᳗቟㧔;QPI#P㧕ޔᢥ᣽㧔9GP%JCPI㧕ޔ
⟵ᣇ㧔;K(CPI㧕ޔ㤀ḓ㧔.K*Wޔ
ᣂ↢ 
:KP5JGPI㧕ޔஜᐽ 
,KCP-CPޔ
㓸⟤㧔,K/GK㧕ޔ᣽ᐔ 
%JCPI2KPޔ
⑔ᤊ㧔(W5JGPI㧕
਄ᥓ㧔5JCPI<JK㧕ޔ⥟␠㧔,KW5JK㧕ޔ
㓁శ 
;CP)WCPI
Ầධ 
6CP0CPޔ࿖ᆓ 
)WQ:KPIޔ
᳓የ 
5JWK9GKޔᚑၔ 
%JGPI%JGPIޔ
᳃๺ 
/KP*G
ంタ 
;K<CK
⑔ጊ 
(W5JCPIޔ᷼๺ 
)CP*Gޔ
᳃ᰨ 
/KP3WCPޔᣂ਄ 
:KP5JCPI
⷏኷ 
:K$CQ
⯃Ồ 
5W#Q
⴫ ޓࠝ࡯ࡊࡦ㨯ࠬࡍ࡯ࠬࠍ᦭ߔࠆዊቇᩞߩ࿾඙ߣቇᩞߩಽᏓ
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 ଀੐⴫ઍߩᩞቇዊࠆߔ᦭ࠍࠬ࡯ࡍࠬ࡮ࡦࡊ࡯ࠝ
 
PC0KC6
KC<K; ᷵ᄺᇣ䓝ۘ ˅KGRKC6˄PC)PQ; ᷵ᄺᇣᅝ∌
࡯ࡍࠬߩߟ ߪඳ䷬ߩࠬ࡜ࠣߩߟǃߪߢ᷵ᄺᇣߩߎ
ᒞߣ51ǃ.%ǃ࠳ࡦ࡜ࡌߪࠇߙࠇߘǄࠆ޿ߡߞߥࠄ߆ࠬ
߹Ǆࠆ޽ߢO ߦ߽ߣ߇〡䴶ߩ51 ߣ.%ǃߢϟ
ߥߣ࠻࠶࠾࡙ߩߟ ߢࠎϺߦ߫ϔ߇ࠬ࡜ࠣߩߟǃߚ
ড়ߺ㌘ߦᰖৠߣࠆ߃Փߡߒゟ⣀߇51 ߩࠇߙࠇߘǃࠅ
ࠆߔߦࠬ࡯ࡍࠬⱘⳂ໮ߩ〡䴶ߓৠߣ.% ߩߟ ߡߖࠊ
ߡߌ䀁߇ຕࢩৃߪࠬ࡯ࡍࠬⱘⳂ໮ߩߎǄࠆ߈ߢ߽ߣߎ
ࠅߛҩ䭧ߦ⬅㞾ǃ߼ߚࠆ߈ߢࢩ⿏ߦ⬅㞾߽݋ᆊǃࠅ޽
ǃࠅ޽߇ຕᅮ೎ߩ䴶 ߪ.% ৘Ǆࠆ޽ߢ㛑ৃ߇ߣߎ߁Փ
ߴߔǄࠆ޿ߡߞ߇㐟ߦ51 ᥹Ⳉߊߥ߇ຕߦ䴶 ߚߞ⅟
ǃߚ߹Ǆࠆ޽߇࡯࠽࡯ࠦߩ⫼ᇖ⫳ܜᔧᢙߪߦ.% ߩߡ
߽ᅸ߃᥻ߩ⫼ㅵֱ᭭䊛ߚ߹⫼䅄Ӯߩߟ ߦ߼ߚߩ᏿ᬭ
.% ࠆߌ߅᷵ᄺᇣߩߎǄࠆ޽ߡߌ䀁ߦߣߏࠬ࡜ࠣߩߟ
ߩ⬏㿜䴶ᑇߥԐ串ࠆߌ߅ߦᴀ᮹ߪࡦ࡜ࡊࡦࡊ࡯ࠝߩ
ࠈߎߣࠆ޿ߡߒ䗮݅ߣᛇⱎߩ䱢↉ߩࠅ߆߫ߚߞ߹ྟ
Ǆ޿໮߇
ǃߡߞ޽ߢᖈ⡍ࠆ޿ߢࠎϺࠍ51ˇ.% ࠄ߆᳜ ᑈ
ߟϝ.% ߢߒߥࠟࠕ࠻ߪ㌘৘Ǆࠆ޿ߡߞ߇䗷ߦ䖎ߩ.%
䭧ߩѠߣߟѠǄࠆ޿ߢࠎϺߦ߫ ߟಯ.%Ǆ߻ೆ߇ຕߩ
ᬭߚञߣࠬ࡜ࠢǄࠆ޽߇ᅸ٭⑪᏿ᬭߩࠬ࡜ࠢߚञߦ
51ǃߚ߹Ǆ.% ࠆߔ᳝ࠍ51 ߩߚࠬ࡜ࠢ ߢᅸ٭⑪᏿
// ߪߐᑗߩ.%Ǆߒߥߪ݋ᆊࢩৃ߿߈ߛ䭧ࢩৃߪ
Ǆࠆ޽ߢ/ ߪߐ催Ǆࠆ޽
 
WJ<PK:
IPCW)PC; ᷵ᄺᇣܝ䱑 PCK.NCW*
QC$K: ᷵ᄺᇣᅱ㽓
ߦ䱢ǃࠅ޽߇4% ߪߦ䱢ǃߢ⠽ᓎߩߡᓎ䱢 ߪ㟢᷵
ߥ᝽ӥǃ᳌䂁ǃ㖦ᄺ%2˄ࠬ࡯ࡍࠬ㖦ᄺߩ⫼ࡽ㺰ὁᥜߪ
޿ߡࠇࠄߛऎߢຕߪ䭧ߩ4% ߣ4%Ǆࠆ޽߇˅߼ߚߩߤ
Ǆࠆ޽ߡߌ䀁߇↉䱢ࠆߔ㌤Ⳉߦ䱢 ߪߦ4% ৘ǃߢߊߥ
䱢 ࠄ߆䱢 ߩ4% ߩߚ㞾ߦ⬅㞾ߪߜߚկᄤǃߢࠇߎ
Ǆࠆ߈ߢ߇ߣߎࠆߔᔋ࢝ߡߞ߇Ϟߢ߹
࡯ࠦ˄㾦ߟ ߛߚ߇⚍᥹߇ࠆ޿ߡߞ߇㐟ߪ.˿ߩߟ
ຕߦߌߛ䴶 ߪ.% ৘Ǆࠆ޽ߢᖈ⡍ߪߩ߁޿ߣ˅࡯࠽
޽ߡ޿㕂߇ᵓ咦ǃ߈ߢ⫼݅ߩߟ ߦ䭧ߩ.%ǃ߇ࠆ޽߇
߈ߢὁᥜ߇᏿ᬭ˄ߦЁߩ࠻࠶࠾࡙ߩߟǃߢࠇߎǄࠆ
.% ߩߟǄࠆ޿ߡߞߥߦߣߎࠆ޽᠔ㅛϝ˅߇ࠈߎߣࠆ
ߣߎ߁㸠ࠍὁᥜߢৠ݅ߪߚ߹ߢ߹ןߦ䈵ᇒࠍスܤߩ
Ǆࠆ߈ߢ߇
  
WQ6PC0
IPK:QW) ᷵ᄺᇣྦྷ೑ ᷵ᄺᇣሒ∈ WQ6PC0
PC0PC6 ᷵ᄺᇣफ╁
ࢩৃǃߦ䭧ߩ.% ߩ ࠆ޿ߡߞ߇㐟
ࠍ.% ߩߟǃߢߩࠆ޽߇ࠅߛҩ䭧
ߢ߇ߣߎࠆߔߦ.% ߩߟ ߡߖࠊড়
߁߽ߦ.% ߩߟ ߩߎǃߦ᳈Ǆࠆ߈
51 ߩߘǃࠅ߅ߡߞ߇㐟߇51 ߩߟ
Ǆࠆ߈ߢ⫼⌏ߤߥࢩ⌏㖦ᄺ߽
࠶࠾࡙ߟ ࠅ߅ߢࠎϺ߇.% ߩߟ
䭧ࢩৃߦ䭧ߩ.%Ǆࠆ޿ߡߒߥࠍ࠻
ϟᒞǃ߇޿ߥ޿ߡࠇߐ㕂䀁߇ࠅߛҩ
޿ߡߞߥߦᄤ䱰ߪຕࠆ޿ߡߒ䴶ߦ
ӥ߿㖦ᄺ߽ߦϟᒞǃ߆߁߶ߩߘǄࠆ
ࠈ޿ࠈ޿ǃࠅ߅ߡߌ䀁߇↉䱢ߩ⫼᝽
Ǆࠆࠇࠄ߃㗗ߪ⊩⫼⌏ߥ
ࠎⳳǃߡߞߥߦൟᄫક߇.% ߩߟ
໮Ǆࠆ޿ߢࠎೆࠍ䭧ぎߩⱘⳂ໮ߩЁ
߇ຕߩ.% ࠆ޿ߡߒ䴶ߦ䭧ぎߩⱘⳂ
ߢࠇߎǃࠅ߅ߡߞߥߦࠅߛҩ䭧ࢩৃ
ܹߎߦ51 ߦ⬅㞾ߪスܤߩ.% ߩߟ
Ǆࠆ߈ߢࠅ
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 
˅KGRKC6˄PC-PCK,ǃ᷵ᄺᇣᒋع KGRKC6
PK2IPCJ%ǃ᷵ᄺᇣᑇᯠ WQ6PC0
G*PK/ ᷵ᄺᇣ੠⇥
ߥ߆ߒࠬ࡜ࠣߩߟ ߪ᷵ᄺᇣߩߎ
51 ߣ.% ߩ⫼ᇖߪࠬ࡜ࠣ৘ǃ߇޿
ߡߒゟ⣀߇.% ৘Ǆࠆ޽߇࡟ࠗ࠻ߣ
߇䴶 ߚߞ⅟ࠅ޽߇ຕߩ䴶ǃࠅ߅
ߩᐌ䗮ߪߦ51Ǆࠆ޿ߡߞ߇㐟ߣ51
޿⋫᠟߅ǃ߆߶ࠆ޽߇䭧ぎߩ⫼ὁ԰
ϟᒞ߇໪ߩ.%Ǆࠆ޽ߡߒ㕂䀁߽᠔
޽ߢᖈ⡍ߪߩ߁޿ߣ໪ᅸߊߥ߾ߓ
Ǆࠆ
ᆊߩߤߥᴎߪߦ51ǃࠄ߆᷏䂓ഄᅳ
ߩߟ˒ǃߣߣߎ޿ߥ޿ߡ޿㕂߇݋
 ߚߞ⅟ǃߦὁᥜߪߟːߩЁߩ.%
ࠆ޿ߡࠇࠊՓߦ⫼᝽ӥߩկᄤߪߟ
Ǆߚߞ߆ߚ߇ߣߎ
ߣ᷵ᄺᇣᅝ∌ߪ៤ᾟ䴶ᑇߩ LC ৘
ߦ߫ϔ߇ࠬ࡜ࠢߩߟ 3ǃ߇ࠆ޿ߡԐ
ࠢ৘Ǆࠆߥߣ࠻࠶࠾࡙ߩߟϔߢࠎϺ
ߟϔ㋘߇〡䴶ߪ SO ߩ⫼ᇖߩࠬ࡜
ߩࠬ࡜ࠢߩߟϝǃߢѠߩߚϝLC ߩ
ߦ SO ߩߟϔࠄߚߖࠊড়ߺ㌘ࠍ SO
㞾ߦЁߩ SOǃ߇ࠆ߈ߢ߇ߣߎࠆߔ
䀁߇ࠅߛҩ䭧ࢩৃࠆ߈ߢࢩ⿏ߦ⬅
ǃߚ߹Ǆࠆ޽ߢߩ޿ߥ޿ߡࠇߐ㕂
ࢭџߚ߹᝽ӥ᏿ᬭߦ䱙࡮䱙ϔߩ SO
Ǆࠆ޽ߡߌ䀁߇ࠬ࡯ࡍࠬߩߟϔߩ⫼
  
KGRKC6
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率用使のスーペスンプーオと室教：64 表
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第九章 オープン･スペースに対するアンケート及び聞き取り
調査 
 
既前章では行動観察のまとめによって83.9%の学校が教室を使っていることが
わかった。つまりOSの使用度は13.9%しか達していなく、ほぼ活用されていないこ
とについて分析した。従って、行動調査のまとめからOSが活用されていないこと
がなぜこのような状況が生じたのだろうかという疑問を持った。この疑問を明ら
かにするために既永安小、億載小、昌平小の平面計画と行動観察の結果として本
章から行動観察の調査データに基づき、OSの活用を継続的な児童へのアンケート
と教師のヒアリングを調査でオープン教室における学習活動を検討する一連の研
究であった。 
 
9-1 児童へのアンケート 
 
調査方法は校長や教師へのヒアリングと児童へのアンケート調査で、教室の周
りに使い方について意識を調べた。児童へのアンケートの調査は行動観察調査実
施以外の日に行い、アンケート結果の信頼度を高めるために中・高学年を調査対
象とした。従って行動観察調査の対象も限定に考慮に入れ、永安小は 4年 8 組・5
年 1組・6年 7組を抽出し男子 44 名と女子 40 名にアンケート調査した。計 84 名
から 84 部のアンケートを収集、また校長と教師を対象に全部で 15 名からヒアリ
ングを行った。そして、億載小は 4～6 年生の各 1 つグラスを抽出し男子 48 名と
女子 49 名にアンケート調査した。教員のヒアリンクは計 7人ヒアリンクをさせら
れ。昌平小学校はただ 3 年生の各４つグラスの児童へのアンケートを調査した。
合計男子 49 部と女子 36 部である。一方、教員へは計 3 人をヒアリンクした。 
児童へのアンケート調査は OS の使用について児童の意向や態度の行動観察で
は明らかにすることができない。このためアンケートでの質問によって活用現況
の情報を得るため、児童にはアンケート調査を実施した質問紙の内容は基礎的質
問項目と主題的質問項目とから構成される。前者の内容として学年・組・性別な
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どがある。主題的質問項目は(1）学校全体、(2)授業中 OS を使うこと、(3)休み時
間にオープン教室を使うこと、(4)オープン教室の家具、(5)OS に意識、(6)オー
プン教室の環境。その 6 項目に大別れて、児童に序列回答で計 27 項目の質問を行
った（『付録②』アンケートの詳細内容を參照)。また以下図 33、と図 32、と図
33 の児童へのアンケートの統計表にみながら分析した。 
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このページは空いている（1/3、図33の児童へのアンケートの統計表) 
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このページは空いている（2/3、図32の児童へのアンケートの統計表) 
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このページは空いている（3/3、図33の児童へのアンケートの統計表) 
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このページは空いている（3/3、図33の児童へのアンケートの統計表) 
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このページは空いている（3/3、図33の児童へのアンケートの統計表) 
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このページは空いている（3/3、図33の児童へのアンケートの統計表) 
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9-1-1学校全体 
 
 図33のa-1とa-2によって、永安小学校では【運動場】、【教室+OS】がよくクラ
スメートと会話したり遊んだりするスペースとして好きな場所であると答えた児
童が40名以上いることがわかる。その中には男子が多く【運動場】が好きな場所
を選んだ男子は30名以上を占める。女子は10～15名が【談心コーナー】と【オー
プン教室】をよく行く所として挙げている。これから見ると男子は女子より屋外
の場所での活動が多いことがわかる。また児童は学校に嫌いな空間はないと回答
している。 
 
9-1-2 授業中OSを使う 
 
 70名以上の児童はオープン教室に対して【満足】している。オープン教室の広
さは【ちょうどいい】と答えた児童が最も多く男子と女子はほぼ同じ各30名人く
らいを占める。また広いという印象を持つ児童も多い。 
 クラスとクラスの間を授業中に【他のクラスの児童が通っても影響がない】と
答えた児童が30名程度を占める（図33のc-1、c-2、c-3）。しかし、15名の女子は
もし授業中人が大勢OSを通ったら気になると答えた。男子は他のクラスの児童が
歩き回っていたら影響があると感じると答えた者が13名にもいた。更に授業中に
他のクラスの児童が隣のクラスへOSを通って行こうとしても。ほとんど影響がな
いと答えた(36名)。一方、他のクラスを通る時は課程の内容を気にしている、つ
まり授業中であると気にしている児童は60名である。 
 
9-1-3 休み時間のオープン教室を使う 
 
 図33のe-1・e-2・e-3⑰によって休み時間によくOSにいると答えた人数が30名あ
ることが分かる。使い方は【一人で考える】が多く35名いる。また【寝る】が好
きな児童は25名を占め、【勉強する】が好きな児童は19名を占める。更に、グル
ープで【遊ぶ】のが好きな児童も多く45名いる。【打ち合わせ或いは無駄話】を
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する児童も25名に達する。 
これは、前の行動観察で明らかになった休み時間のOSの利用の結果と活用現況
が一致している。男子と女子に分けて見ると男子が最も多く休み時間に【運動場】
を使っており、アンケートでも21名が運動場を休み時間に使うと答えた。これは
【全体について】のアンケートと一致している。 
 
9-1-4 オープン教室の家具 
 
 家具の使用を見ると、OSのテーブルは男子が【打ち合わせる】ために【たまに
使う】のは最も多い。女子は【本を読む】のに【たまに使う】が多い(図f-1・f-2)。
オープン教室での家具が【使いやすい】、【まあまあ】と答えた児童が多く38名
程度を占める。【使いにくい】と答えた児童が少ない。一方、増やしたい家具に
ついては42名が【なし】と答えた。しかし、26名は【個人収納の棚を増たしたい】
と答えた。また【心地良い】家具が好きであると答えた児童は最も多く61名を占
める。その他には【多様性】・【面白い】・【遊べる】・【多彩な】家具が好き
と答えた児童が多かった（図33のｆ-1）。 
 
9-1-5 オープン・スペースの満足度 
 
 OSの空間が【とても好き】と答えた児童は45名いた。【ちょっと好き】は13名、
【どっちらとも言えない】を14名くらいの児童が選んだ。【嫌い】を選んだ児童
はほとんどいない(図33のc-4)。 
【一人の時、OSで何をすることが好きですか？】と児童に質問すると、【遊ぶ】、
【勉強する】、【作品を見る】と答えた者が最も多かった。 
もし皆と一緒にOSを使うなら【フロアで喋る】が最も多く45名前後を占める。
その中には女子が多く27名程度を占める。図33のc-5・c-6。 
一方OSの空間を増やすなら【パソコンコーナー】がほしいと答えた児童が最も
多く36名ある。次は【意見がない】を選んだ児童が多く29名を占める。また、【休
憩コーナー】、【遊ぶコーナー】、【喋るコーナー】が欲しいと答えた児童はほ
 
 
 
 
                    第三部 オープン・スペースを有する小学校の教室構成及び活用 
 154
ぼ同じ18～20名前後を占める、図33c-7。 
 
9-1-6 オープン教室の環境 
 
 オープン教室の環境については CS について 57 名が【自然の風があるため空調
を使わなくてもよい】と答えた。OS の場合も同じ回答をした児童が 63 名を占め
る。人工光と自然光については CS、OS 共に【適当】と答えた児童が多く、それぞ
れ 81 名と 63 名を占める。OS では【暗いので人工光が必要】であると答えた児童
が 15 名いる。つまり OS は CS よりやや暗いということが分かる。一方、授業中の
騒音については 72 名が【ちょっと気になる】と答えた。また【隣の教室からの音
または声も授業に影響を与える】と答えた児童は最も多く 68 名である。更に【他
の生徒の声】(67 名)・【学校外からの音】(49 名)・【他の教師の授業音】(34 名)
の順で授業中に影響を与える騒音を挙げている(図 33 の g-1～7)。 
 
9-2 オープン･スペースに対する聞き取り調査 
 
 既第7章の行動観察した結果では、3つの調査校としてのOSの活用現況は16.8%
と少ないことが分かった。しかし、児童へのアンケートによって児童はOSの空間
がある程度が好きと使えることが分かった。その極端結果はまた9-2からOSをあま
り使わない原因を目的して、OSの使われ方に対して聞き取り調査を行った。主に
校長や教師へのヒアリングへの調査内容を整理して分析した。 
一方、児童へのアンケートによってOS空間には好きと回答者は多かったという
結果は観察した結果と食い違いのため本章から原因を分析する。ヒアリング対象
者は主に校長や教師となった。以下8-2-1使用率・8-2-2活用方法・8-2-3他クラス
との兼ね合い・8-2-4OSのような空間の計画におけるメリットについて4つの項目
を明らかにすることを目途としヒアリンクの結果によって説明した（表50）。 
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表48：ヒアリンクの問題と結果を整理した内容 
2006．09 永安と億載小学校のヒアリングの結果・まとめ 
ヒアリンクされた人（永安小学校の校長と永安小の教師は 14 名と億載小教師は 5 名
をヒアリンクした。合計 19 名。4年 8組の王先生、4年 2組の陳先生、5年 4組の劉
先生、低年生担当の高先生、1年 1組の汪先生、1年 4組の卓先生、1年 8組の蘇先生
など） 
48-1 具体的な OS 活用について 
Q 授業する際 OS があま
り使わなさそう？或いは
特別な課程で使う希望が
ある？ 
2006 年ヒアリ
ング調査した
永安小学校の
校長 
各学年では 2週間毎に 2 コマ程度で学年を問わず混齢式教育課程（明水課程
呼ばれる）があり、その時に OS が使われている。またたまに参加する人数
を確認せず低・中・高年生が混ぜる可能性ある。 
「明水課程」は様々なテーマがある。児童は好きな課程を選んで討論・発表
することができる。または別のグラスと共同で授業することも可能。 
2006 年ヒアリ
ング調査した
永安小学校の
1 年生 A-2（教
師) 
実は OS が週 2～4 コマに使用されている。 
2006 年ヒアリ
ング調査した
永安の 6 年生
A-2（教師) 
各国の観念と習慣の相違があり日本の教師に OS は教室の一部であり、台湾
の教師はあまりのスペースと思っている。しかし、OS があるため使えるよ
うに努力している。 
Q 授業する際 OS があま
り使わなさそうであるが
いつ使用されるか？ 
2006 年ヒアリ
ング調査した
永安の 6 年生
A-4（教師) 
OS を通過する人の仕方により OS を使用する児童に影響を生じると思う。ま
た伝統的な教室より騒音に影響されやすい。OS は広いから気持ちいいと思
う。現在 OS の空間と教育の目的は影響ありません。その空間は余裕がある
と思う。 
Q どのような課程に教室
を使うことがあるか？ 
4学年の8クラ
スの王先生の
教学経験 8年 
 
クラス担任の先生の授業であれば必ず教室を使う、各教科の先生の授業では
各専用教室を使う。例えば、音楽の先生は音楽室で、図工の先生は図工教室
で、従って先生の担当する課程によって各専用教室に分ける。 
Q 先生はいつ OS を使用
するか？ 
4学年の8クラ
スの王先生の
教学経験 8年 
自分の担当の教育面から考える。OS を利用する場合は２つある。1つは、課
程が教学の設備をグラスみ合わせなければならない時、たとえば、教学設備
器材のプロジェクタが必要な時、教室の中にこれがなく、教室に通常のテー
ブルと椅子が設置されていて、プロジェクタの一時設置が不便で教室では使
いにくくなる。この場合は学生を OS まで移動させて課程を行う。もう一つ
は教室のテーブルと椅子の存在が学生の学習に支障をきたす時で広い空間
の教育空間が必要になる時、OS を使う。 
例えば：今日の授業の 3 大のはしらがあるが、学生が発表したり、導入に用
短く編集した映画を見たり、クループ別で討論したりする教学内容のとき。
もし学生全員の作品を全部黒板に貼ることはできない、また 1 人ずつ発表す
る場合はポスターを発表者ごとに変更する時間が少ないので、学生全員の発
表時間が短くなり発表できない学生もいる場合が生じる。 
続いて先生がプロジェクタを利用して児童に導用短編映画を説明する、指時
に OS の余裕ある空間を利用して、まずに児童のポスターを可動間仕切りに
貼って、児童は集中的に自由に OS(木の板区)の床に座って、 可動間仕切り
に貼ってあるポスターを気軽に見ながら発表者の報告を聞く。その他に児童
の報告を聞き終わった後で、課程内容によってプロジェクタで児童に全体の
課程の説明を行う。OS を課程の内容によって別々に仕切って、合理的に流
動的に教学を行うように手配したから OS が効率的に有効な役割を果たしで
る。児童の隊列形態は変化しながら授業を行う必要がある。課程によっては
障害物のない空間が必要な時、OS はとても重要な役を演じている。 
Q 明水課程とは？ 4学年の2クラ
スの陳先生の
教学経験 2年 
 
明水課程とは主に児童の個性が自由に発揮できる課程である。児童は学期で
自分の興味によって１つのテーマを選んで自分で研究する。CS と OS の範囲
内で好きな場所を選択できる。その後 2 週間一回授業を行う。テーマから計
画書・研究成果・発表など、すべての過程で教師は指導の役をとめるだけで
ある。このように明水課程で児童は独立と創造的な思考能力が身につける。
Q 2004 年と 2005 年行動
調査の結果によると、先生
5年4グラス劉
先生 教員担当
OS の利用が少なくなっているかどうかの基準、多いか少ないかの境目は何
か？例えば、本校の明水授業は必ず OS で行うし、永安授業の時にも使う。
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の授業は OS を利用するこ
とが少なくなっているが、
どうか? 
の経験は 20 年 要するに、OS は授業の性質によってある程度使われている。言われたよう
に、数学や国語などの一般授業に OS を使う機会が少なくなっているのは確
かだが、完全に使っていない訳ではない。教室には教材などが揃っていて他
のクラスにも邪魔されないので、メインに使う。OS は特別指導かクラス分
けの為に行う能力テストの時に使っている。例えば、生徒は基礎コースの学
習基準に達していたら、OS のスペースを活用して自習できる。つまり、学
生のレベルに応じてグループ分けして勉強させる場所になる。 
Q OS をどのような理由
で使用し続けられたか? 
 
5年4グラス劉
先生教員担当
の経験は 20 年
ずっと使ってきた。ただ最初に違和感を感じていた。まず、当初はみんな
素人で、このような OS 空間をコントロールする技能を身に付けていなかっ
た。次、若手先生が次々と退職したような深刻な問題まで発展した。新人の
先生はクラスを上手くリードできないままこのような空間を仕切らなけれ
ばいけないので、挫けやすくなり授業を進められなくなった。生徒に限らず
先生もパニックを起こし、他のクラスまで悪影響を与えたので、大変な問題
になった。 
そうこうしているうちにチームワークが高まってきて、このようなスペース
の運用にも慣れてきたので、OS を使う頻度が増えた。伝統的な学校だとス
ペース不足の問題があるので、2 者が融和できれば良いと思う。2 つの空間
はそれぞれ利点がある。開放空間は広々と使えて、伝統空間は独立性を保た
れるので、どちらも必要である。例えば人間関係においても、偶には独り静
かに考えたり集中してなどたいのは、児童でも同じである。 
 
Q よく OS を使う？ 1,2 学年の担
当の高先生教
学の経験は 17
年 
 
朝の勉強会でよく使う、また生活指導でグループに分けなければならない場
合はよく使う。 
Q  どんなに課程科目に
OS を利用するか？ 
1 学年の汪先
生 
生活課程・永安の学習・協同教学など。 
Q たいだいとんな課程に
OS を使うか？ 
1学年の4クス
の卓先生 
もし国語、数学ならば 1年生は学校に入ったばかりのときから今まで 1ヶ月
に一回だけ協同教学に OS を使った。これから、生活課程にはよく OS を使う
かもしれない。 
1学年の4クラ
スの卓先生 
課程の特質によってきめます。OS があるからわざわざ課程に OS を使おうと
していない。OS がただ課程の補助空間です。 
Q できるだけ課程に OS
を使おうとおもいます
か？ 1 学年の汪先
生 
課程の内容によってきめる。もし課程に OS を使うことが必要があれば必ず
OS を使う。低学年でみれば 1年生が OS を使う機会は 2年生より少くない。
Q この前行動観察の結
果、授業中 OS を使うこと
が少ないことが判明。先生
としてはこのことから OS
の現況についてどう考え
るか？ 
8 クラスの蘇
先生経験 5年。
OS の使用からみるのでなく、OS の需要性から見るべき。低学年の需要性よ
り高学年のほうが強い。低学年の児童は活発だから騒ぎやすいので児童の管
理は高学年より難しいが低学年は OS が必要ないのではなく、完全に課程の
需要性によって使うと考えるべき。 
Q 一昨年の調査結果では
OS が予想通りに活用され
ていながったかその原因
について先生はどう考え
るか？また一週間に基本
的に何コマぐらい OS を使
うか？ 
2年生の4クラ
スの孫先生経
験 8 年 
課程内容の必要によって一週間に何回を使うことが固定的になってない。一
週間使わないともある。最も多い場合は 1 週間に 3 回で約 2～4 コマくらい、
大体 6コマになることもある。 
Q 大体どんな課程に OS
を使うか？ 
2年生の4クラ
スの孫先生経
験 8 年 
課程内容でみるとグループに分けて授業する時と、実作課程時に OS がよく
使われる。しかし、数学の概念理論教学と国語の単語教学のような科目は
OS を使わない。このような科目は、先生が一斉説明の方法が多いから、教
室で授業したほうがいい。 
50-2 OS のルールについて 
Q OS でのルールがある
か？ 
4学年の8クラ
スの王先生経
験 8 年 
ルールとして OS で走ってはいけないが、子供は活発で、その本性まで禁止
することはできない。 
Q OS の使用規定はある
か？ 
5年4グラス劉
先生経験 20 年
走らない、はしゃがない。小声で、ゆっくり歩く。 
Q  OS でルールがある
か？ 
2年生の4クラ
スの孫先生経
験 8 年 
各先生が決めるところによって授業を進めでいる。休み時間は OS で駆け回
ることは厳しく禁止だれている。また課程では他のグループに邪魔しないこ
とを前提として議論を進めるべきである。 
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48-3 OS と時間について 
4学年の8クラ
スの王先生経
験 8 年 
実際は OS の使う機会がだんだん多くなっている、児童に OS で討論させるの
は大変有効だ。しかし、注意しなければならないことは、OS で授業する時
は、他の隣接クラスが授業しているがとうか。例えばこの学期初めに OS で
国語の活動をしたことがあり、その時 6 つのグループに分け、児童達はとて
もうれしいのか大声を出した。結局、隣のクラスにも影響を与えてしまった。
Q OS を使うことが大体 1
週間に何パーセントか？ 
4学年の8クラ
スの王先生経
験 8 年 
OS を使う授業は前より多くなって一 
週間に 4 回くらいに達している。たとえば：永安授業、明水授業、社会授業
などの科目は OS を使う。最近、メーカーは課程に協力だよくする。映画式
の CAI を提供している。その映画式の CAI は便利なためにいろいろ課程に使
用することができる。児童に映画を鑑賞させるため、OS は最も便利な空間
である。ポスターの代わりに CAI を導入するのは今の流行で、ポスターの場
合後の児童はどうしても小さくしかみえないがプロジェクタを使うと後ろ
の児童もよく見ことができる。 
Q OS を利用する頻度と
授業内容の関連は？ 
4学年の2クラ
スの陳先生経
験 2 年 
一週間に 6時間未満である。ただ特殊な活動課程だけである。普通の授業で
OS を使うことはほとんどない。教育の便利性から考慮して、主に課程の必
要によって場所を決める。OS はとても使いやすい。例えば：昼休みに学童
は OS で寝ることもできる。OS は空間が広いので学童がゆっくり休めること
ができる。もし課程の需要から OS が使いたいならば、低学年の課程はよく
遊ぶ課程であることからこのような広い場所が必要である。高学年生の場合
にコンピュータコーナーが設置され、とても便利だ。その他 OS は討論の課
程にも便利で OS は多様性の教育方法の運用に適切だ。しかし、注意するこ
とがある。OS はクラスとクラスの間が開放的で、可動間仕切りがあり、学
童の活発な天性から他のクラスに影響を与えるのは避けられない。例えば：
数学の授業で商売の模擬練習をする時はとでもにぎやかである。これは当然
隣のクラス授業の妨害になる。このような影響避けるために、1週間毎に教
師間の打ち合わせが行われる。また授業の時間割と OS の使用を考慮して調
整する。もしどうしても調整がまたかったら他の時間に授業の内容と交換し
て引き継ぐ。何よりも教師も学童も OS の使用に慣れてきたことである。 
Q 毎週何時限、或いは何
コース OS を利用するか？ 
5年4グラス劉
先生 経験 20
年 
授業の進み具合やカリキュラムによるので、はっきり言えないが、全体の 3
分の 1 位。やはり教室は比較的に児童の注意力を集中させられる場所なの
で、メインとして使っている。OS はグループディスカッションや特別指導・
総合学習などで使う。適切に広さを調節できるので、活用しやすい。 
Q 先生は 20 年の教壇経験があるので、伝統スペースでの授業もたくさん経
験したと思うが、2 つ異なる空間での教学はどのような違いを感じている
か？ 
最初はオープン空間の授業に慣れなくて困った。理由は、各クラスが妨害
し合っているからである。例えば、Aクラスの先生はテンション高く授業を
しているのに対し、Bクラスは静かに学習している。その場合、クラス間の
差別化が生じ、支障を避けなくなる。そして、クラスの個性の違いにより、
深刻な問題を引き寄せることもあり得る。更に、開放スペースで自由出入り
できるので、もしクラスの秩序を保つことができなければ、自律できない生
徒たちは勝手に歩き回ったりして混乱を起こす。その為、このようなスペー
スはベテランチームがお互いの立場を理解し合う上で成り立つと思う。現
在、私たちは良いクラスチームワークを持っているが、最初はそうではない
ので、利点より欠点が多いと感じた。その故、最初はクラスとクラスの間に
OS の移動式間仕切りで区切りして、生徒の走り回りと騒音を防いだ。しか
し、オープンデザインの意味が失ったと校長先生に指摘され、どうすれば良
いか分からず、悩んでいた。 
1,2 学年の担
当高先生経験
17 年 
基本的に一週間に 2 コマぐらい OS を使う。 Q 基本的に一週間に何コ
マぐらい OS を使うか？ 
1学年の4クラ
スの卓先生 
はっきりいえないですが課程の必要によるものである。例えば：今週は一回
だけ OS を使った。 
48-4 OS を使うころか注意と解決したについて 
48-4-1 他クラスとの兼ね合い 
Q 騒音の問題、または他
の教室に影響になれる？ 
2006 年ヒアリ
ング調査した
永安の 1 年生
A-1（教師) 
教室に「静かに」というルールを付けいてるが、低年生の児童個が多く中々
守られないと思う。しかし、グラスとグラスの間に可動間仕切りやパーティ
ションなどを使うと騒音問題は減少すると思う。 
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2006 年ヒアリ
ング調査した
永安の 6 年生
A-3（教師) 
授業中に、隣のグラスが討論し始めるケースがあると、音の影響が生じる。
2006 年ヒアリ
ング調査した
永安の 1 年生 
A-3（教師) 
教室で静かに行動することが難しいと思う。 
2006 年ヒアリ
ング調査した
永安の 6 年生
A-3（教師) 
授業のため OS を使用すると隣のグラスに迷惑をかけることがあり、そのた
め他の先生と相談する必要あること。学校では 3 分の 1 の先生方は、OS が
あるからには使用し続けたいと思っている。 
2006 年ヒアリ
ング調査した
永安の 6 年生
A-4（教師) 
どっちともいえない。先生が OS の使用指示た特に出さなければ児童は当然
使用しない。 
2007 許校長 うちの校舎を建築中、すでに OS を使っている学校が存在しているがグラス
とグラスの間は可動間仕切りで分けられ、グラス毎の自己スペースが確保さ
れ、ほとんど他のグラスと関係なく、協同教学にも可能となった。 
Q OS で授業する際に難
しいところや、変わりたい
ことがある？ 
2007 許校長 台湾では OS の使用は明らかに失敗で、永安の国民小学校でも減らしつつあ
りと感じることがあって、また他の学校でもほとんどすべて排斥されてい
る。ところが、これは騒音の点ではないと考えている。まずは使用者の心理
状態の問題、次に運用の方法である。永安学校は先生にと特に OS 経験を実
用せず、ほとんど現状のままに臨時に目的を持たず使用している。一方、日
本の学校を支えているものがあります(どのように OS を運営教育の課程を
手配するかなど)。そういうスケジュールは台湾まで伝わらてないと思う。
しかし、うちは毎年学生向きの研究を実施していて、このような課程を実施
して、OS という空間を使うことができるのを知っている。別の話になるが
「習慣」の問題もあると思う。もし他の OS を持つ学校にはすべてこの空間
を使わずに、うちの先生たちはどんどんこの空間を使うことが少なくなって
しまうだろうか。しかし、他の OS を持つ学校は、この空間を使うといえば、
うちの先生達もきっとこの空間を使いたいという気持ちが増えると思う。ど
ちらかというと、社会全体の問題ではないか。日本では OS を使っているの
は、すでに 20 年余り、 だからある程度慣れている。しかし、台湾にとって
OS を使うのは強制的にか習慣になるかは先生の教育方式次第で決まる。今
うちの先生はばらばらに使う程度となっている。日本のように普通に使いた
いなら必ず教学方式の設計概念を変わりに絡むと必要と思う。例えば、個別
化グループに分けて（児童の興味により 1 つのグループに揃い）、協同教学
（二つガラス以上共同教学）など。この面の理念をうまく使うと、OS の使
用は一層高く活躍になれるだろ。従って教学方式は昔の方式と同様のまま現
在使われる普通教室で充分だと思う。 
Q そのようなの問題はと
のように解決したらよい
か？ 
4学年の8クラ
スの王先生の
教授経験 8年 
授業前に隣のクラスの課程内容を聞いておくほうが良い。その前の授業のよ
うに隣のクラスで授業がないと知っていたら邪魔になることを心配する必
要もなかった。 
Q もし隣接室からの騒音
の支障の問題があったら、
どのように処理する？ 
1学年の4クラ
スの卓先生 
隣のクラスと調和（話し合い解読）する。例えば：隣のクラスは教室以外の
授業の室があったら、そちらの室に変えてやろう。或いは 2 つのクラスが一
緒に共同授業する。 
Q 騒音の改善の具体的に
いい方法がある？ 
1学年の4クラ
スの卓先生 
グラスとグラスの間に間仕切りを使用して、また間仕切りの長さは伸びる。
そして、教師の間にも課程の調和も大切である。 
1学年の4クラ
スの卓先生 
いいえ。私達はこのような教学モードにはもう慣れた。OS の空間の存在も
慣れた。 
Q 今このような支障の問
題などは OS を使うことに
影響がある？ 1 学年の汪先
生 
いいえ。 
Q 注意しなければならな
いことがありますか？ 
1,2 学年の担
当先生。高先生 
17 年の教学経
験 
第 1、授業前、先生は教学内容を準備する時間がかかる。 第 2、教育の上で
児童は視覚の妨害性を受けやすい。例えば：もし授業時他の児童は OS で歩
き回ることをしたら、授業中の児童に視覚性の妨害を与える。だから先生が
授業中強い管理能力を持つことが必要です。 
 
Q 可動間仕切りの使用は
どのようですか？ 
1,2 学年の担
当先生。高先生 
17 年の教学経
験 
普通はクラスが影響を受る恐れがあるので基本的には一つの可動間仕切り
は十分です。でも活動や発表などの課程内容に OS を使うことが必要になる
場合２つの可動間仕切りが必要となります。 
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48-4-2 教室周辺環境について 
Q OS 教室のメリットと
出てきそうなデメリット、
または制限・運用上の問
題、注意すべき点があれば
教えて頂きたい。 
5年4グラス劉
先生 経験 20
年 
私は OS のような一体化教室の空間デザインが良いと思うが、複数クラスが
一緒になる空間はあまり賛成ではない。複数クラスを OS のような大きな OS
空間で括ると動きやすくなるにつれ、障害も多くなるので児童たちは相互に
悪影響し合いやすくなるが、学習し合う機会も増えるので、複雑な得失問題
もし複数のクラスが共同学習できる多目的ホールがあれば、OS の代わりに
使えるのではないかと思う。 
Q 廊下についてはどのよ
うに考えているか? 
5年4グラス劉
先生経験 20 年
廊下と教室間に散乱しているスリッパが気になる。本校では良くデザインさ
れており、廊下と階段の間は色違いのタイルが張られているので、区別させ
易いが、忘れられがちなのは OS を通行空間にするのではなく、つまり廊下
は室 20 外スペース・教室は室内スペースとして有効利用すべきである。機
能より使い分けて、教室及び OS は学習場所であり、遊ぶ場所ではないこと
を認識させることである。 
1,2 学年の担
当高先生経験
17 年 
OS 空間があれば、先生が教学方式を実施するバリエージョンが多い、児童
の学習も更に多様化。例えば、第 1・グループ学習、合同授業などの教学は
OS を順調に活用すること。 第 2・動線は課程内容によって、自由に範囲を
区切って、明確的な動線は教育を更に深める、第 3・先生の教学デザインに
おいて普通の状態の装飾設計で学習を維持できる。例えば：装飾された児童
の作品や学習の情報などが継続的に学童の参考になり、一回だけで取り除い
てしまう必要はない。 
1学年の4クラ
スの卓先生 
課程の内容によって大きい空間の運用を必要する時、もちろん OS を使う機
会が高くなる。OS の利用する程度の自由性がいいから。しかし、OS を使用
する前に注意点がある。つまり OS を使うことが隣のクラスと調和したほう
がいい或いは討論した後、原則には他のクラスを邪魔しないで OS を使うほ
うがいいです。このように OS をよく使うことが自由になる。デメリットは、
OS である教室はやはりクラスの間お互いに影響する問題があることであ
る。ですからこのような OS 計画において同じクラスのクルプでグループの
間お互いに共識して、妨害の可能性を減らします。 
2-4 学年の担
当孫先生経験
8 年 
メリットが多いと思う。児童は活動が必要な課程では、教室に机と椅子があ
るから OS を使うことが多い。1年生と 2年生は子供だから OS で床の板上に
寝転んだり休憩したりしてとても使いやすい。もし強いて無理に欠点を探し
出すならば、児童の秩序が制御しにくいという点である。普通はそのような
活動の課程では子供がにぎわいです。 
Q OS のメリットとデメ
リットは何か？ 
2年生の4クラ
スの孫先生の
8 年の教学経
験 
メリットが多いと思う。児童は活動が必要な課程では、教室に机と椅子があ
るからその時 OS を使うことが多い。1年生と 2年生は子供だから OS で床の
板上に寝転んだりや休憩したりしてとても使いやすい。もし無理に欠点を探
し出すならば、児童の秩序の方面が制御しにくいという点です。普通はその
ような課程（活動の課程）では子供がにぎわいです。 
Q 注意しなければならな
いことがあるか？ 
第 1、授業前、先生は教学内容を準備する時間がかかる。第 2、教育上児童
は視覚妨害を受けやすい。例えば：もし授業中他の児童が OS で歩き回ると
授業中の児童の視覚妨害となる。先生が授業中は厳しく管理することが必要
である。 
Q 可動間仕切りの使用は
どうか？ 
1,2 学年の担
当高先生経験
17 年 
普通はクラスが影響を受けやすいので基本的には一つの可動間仕切りで十
分。でも活動や発表などの課程内容に OS を使うことが必要になる場合２つ
以上の可動間仕切りが必要となる場合がある。 
Q いい点は欠点 4学年の8クラ
スの王先生経
験 8 年 
やはりいい点は欠点より多い。主にどのように OS を使うかが問題になる。
実、始めたばかりのときは誰でもよく分らなかったが OS ついての認識が深
まることによって多様な教学形式が実現し始まった。 
聞くことによると、本校と同じオープン教室の空間を持っている。学校で騒
音が問題になって OS の使用をやめたそうだ。実際的には、隣のクラスとう
まく調整したらそれほど難しいほどではない。 
基本的には教室での OS の空間設計は良いことある。でも騒音の影響の問題
があるからもう完成した OS 空間を使っていない。ちょっと浪費だ。 
48-4-3 その他 
教育方法について 
 
2007 許校長 台湾の民族性は日本と比較して多少異なっているが、台湾の先生は教育の場
では主導的がある。もし先生から一方的な主導性を減らせば、逆に児童たち
は、自然に自らの学習意欲た増加させよう。しかし、台湾の先生たちはやは
り先生主導の傾向があり、児童たちの声が大きくなると、先生が更にマイク
を使い、こうなると悪循環になってしまう。 
台湾には日本ような OS 教室の使用教育方針がなり、だから多くの校長は OS
教室をうまく使えることには多分な疑問をもっている。更に校長や先生の一
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部はすべてこのような空間を排除し、必要もないとは言わぬまでも批判の声
か少なくない。 
2007 許校長 台湾の先生はすべての主導権を握り、児童たちは先生の指導により行動をす
る。しかし、私達は日本の学校を見学際、日本の先生がただ黒板で何時に何
時まで何をやるかを書いて、児童に何をやらせるべきという声を出さずに子
供たちは自ら動き始める。 
5年4グラス劉
先生経験 20 年
 
先生と学習の立場から見ると、若手先生がいきなりオープン・スペースに置
かれ授業すると、大きなプレッシャーに罹る恐れがある。ベテランや優秀な
先生の教学を見て、落ち込むか自己批判的になってしまいやすい。一方、伝
統的な教室を与えられたら、小さい王国のような環境となり、成長しやすく
なる。難題にぶつかる時は他人に伺えるし、自分なりのステップを踏めるの
で自信も付く。私自身が OS に置かれた時のことを振替えってみると、教学
経験は豊富だったが、何か足りないと感じた。他の先生は自分なりの教え方
を持っていて、真似したりすると、自分の個性を失ってしまう。だから最初
は慣れず、他クラスを邪魔しているのではないかと心配していて、常に緊張
気味だったので、当時は多クラス一体化のデザインに疑問を持った。教室が
大きくなって嬉しいが、教室の間のドアが自由に開け閉めできれば最適だと
思う。だから、このような多クラス連接の教室を広げるべきかどうかは討議
する価値があると思う。家を例えにすれば、親密関係を保ちたいからといっ
て、寝室・子供部屋・客室・居間を全部オープンにするだろうか?しないだ
ろう！あるクラスに問題が起こったら、全生徒にその情報が行き渡ってしま
うデメリットがある。 
その為、教室は分けられ・合わせられた方が良い。例えばある授業は CD
を流せば教えやすいのに気軽に流せない場合もあるので、教室はある程度隔
離できる方が良いし、少なくとも工夫されたセット施設の備え付けが必要だ
と思う。 
考え方の違いで分かったのは、台湾は先進国の制度などを受け入れやすい
強みがある。オリジナル性があっても、チームワークは厳密ではないので、
日本や欧米諸国を見習い、台湾に適しているものを取り入れるが、台湾の学
校の実態に基づき企画・デザインしていないので、問題が発生しやすい。だ
から、空間と制度についての改良が必要だと思う。 
 
48-4-4 その他 
2004 年ヒアリ
ング調査した
永安の 6 年生
A-1（教師) 
はい、必要と思います。児童の活動が増えるがよく注意しなければ騒音を発
生しやすくなる。OS は基本的には静かに活動をする空間であり、逆に廊下
とか屋外などように動きスペースがまわめて重要である。 
QOS は必要か？ 
2004 年ヒアリ
ング調査した
永安小学校の
6年生A-1の教
頭。 
台湾 OS に通じるとか活動とか静かに通じる行動すると規定している。廊下
は戸外のように動態空間である。台湾 OS に通じるとか活動とか静かに通じ
る行動すると規定している。廊下には戸外ように動態空間である。台湾 OS
に通じるとか活動とか静かに通じる行動すると規定している。廊下には戸外
ように動態空間である。 
Q OS を設ける必要性が
あるか？ 
4学年の8クラ
スの王先生経
験 8 年 
OS 自体はとても便利性である。でも、各方面の条件を前提とする。例えば、
どのように課程を設置するがまたは隣のクラスとのように協力するが、先生
達の共識などがある。 
許校長 九年一貫方式（小学校＋中学校）と開放式教育の関係 
関係ないわけでもないが、ただ文部省の教育方針ラインに前後実施されたも
のだけ。1996 年から台湾が開放式教育を導入し、2000 年に九年一貫方式が
実施され、当然ながら開放式教育方針が九年一貫方式に一部実施され、また
本来の開放式教育方針には OS 空間が含まれていない。現在 OS を持つ学校で
も偶然に OS という空間を導入しただけ、本来の九年一貫方針とそもそも関
係ないと思われる。 
Q 九年一貫方式（小学校
＋中学校）と開放式教育の
関係について 
許校長 関係ない、ただ同時に実施されただけ。1996 年から台湾が開放式教育を導
入し、もちろん教育理念の開放と空間の開放も含まれていた。また 2000 年
に九年一貫を実施された後、台湾の教育と社会が開放 
Q その他の考え 4学年の8クラ
ス王先生経験
8 年 
保護者なかでも特別にオープン教室のある学校を選ぶ場合はある。主な原因
は児童が幼稚園の時の教室の空間と永安小学校のオープン教室がとても似
ているため。児童は学校で親近感があるから早く教室の空間を熟知できる。
従って、勉強も順調に進む。 
空間の開放は児童にとってとても重要である。教育方面で先生は主導的な立
場にあるが児童の心理方面も（忽略）注意しないわけにはいかない。例えば：
 
 
 
 
                    第三部 オープン・スペースを有する小学校の教室構成及び活用 
 161
私のクラスの児童のように何もなくて OS での床にコロコロ（滾一滾）する。
とても楽しいそうである。児童が小学校を卒業した後、「中学校の教室はこ
のように開放してない。母校に帰って先生に中学校の教室が小さくなった」
と言った。圧迫感があるし、学習方法も適応しなければならない。 
緒川先生の報告によると、開放空間の概念と思考の方法は、最終的に社会に
フィードバックされる。また児童の主体性も強くなる。 
5年4グラス劉
先生 経験 20
年 
あると思うが、私自身はずっと大きい小学校で教えてきた。 Q 生徒人数とは関係ある
か? 
5年4グラス劉
先生 経験 20
年 
高学年が OS を使用する頻度が少し高く、それは授業の融通性があるから、
高年の学習スピードは低学年より大幅に速い。例えば、ある先生は国語授業
で小テストを実施し、テストを完了した生徒は OS で自由活動できる。また、
高学年生の自主性が高いのも関係ある。 
Q 先生は 17 年の経験を持
ち、伝統的な教室とオープ
ン教室の両方を使ったこ
とがある。教学の面からこ
の二種類の空間の使用に
ついてどう感じるか？ 
1,2 学年の担
当高先生経験
17 年 
課程によって違うが OS の空間はテーマ教学と総合教学の発展にとってよい
役割を果たす。しかし、伝統的な教室でこのような発展はある程度制限され
る。だから、教学を徹底することができない。但し、クラスの王国（各クラ
スごとに独立で学習する状態）の場合は伝統的な空間計画は結構です。しか
し近年は教育に様々な課程が増えてきたから伝統的な教室では目的達成が
できない。現在の教学内容からみれば OS の空間の設計が伝統的な空間の計
画より適切。ここ数年来の教育の内容はすでに過去と違って変化を始めてい
る。このような空間には可動間仕切りがあるのは良い点である。可動間仕切
りによって各クラスが独立できるし、協同教学もできるので各クラス間の
OS の活用には可動間仕切りが 95％の重要性を占める。特に教学の活用の上
でクラスの間の妨害影響を解決することができる以外、更に課程の融通性を
増加することができて、先生の教学上の優先性となる。 
Q  あまり使わない原因
は？ 
1 学年の汪先
生 
課程の内容によって OS を使わなくても済む。 
Q 他の考え方は何がある
か？ 
2年生の4クラ
スの孫先生経
験 8 年 
可動間仕切りはとても便利である。児童の作品も展示できるし、授業で黒板
みたいに使用することもできる。児童たちには自分の作品が可動間仕切りに
貼られることが望ましいようだ。しかし、伝統的な教室には展示空間が少な
い。全校展示場所には、全校の優秀な作品だけが展示される。OS では利用
できる空間が割りに広いか。先生は何回も児童の作品を取替えしなければな
らない。 
億載の 3 年 9
グラス(教頭先
生) 
もし使ったら大きい反響がある、ほかのグラスを邪魔される。使うことがあ
った、四つグラス一緒に使うことがあった。基本的不便じゃない。また、OS
の床は木の材料であるから児童には OS に走れなくない。あまり OS を使わな
い。特別日を使うことかあった。例えば、誕生日会とか、グラスの親会とか、
衛生教育とかなど使う。約一ヶ月一回 OS を使用する。 
億載の 2 年(教
頭先生) 
実は伝統的な教室空間が好きと思う。OS によく先生は児童に静かにしてく
ださいと言った。よく隣なグラスへ騒音される。隣な先生は気がなることが
心配している。そな心配するが授業中に 
辛いだと思う。 
億載の 4 年 5
グラス(教頭先
生) 
実は伝統的な教室空間が好きと思う。四つグラス一緒に授業する、騒音が大
きくなるからですから、課程の案内する場合は四つ違う所に授業して、グラ
スの間に邪魔な問題が減る。 
Q OS には授業する時と
してあまり使わない？い
つ使う？ 
 
億載の 5 年 5
グラス(教頭先
生) 
OS に先生は児童に隣なグラスの範囲に禁止している。OS に走るも禁止して
いる。でも低年生の児童は安全なために休み時間に児童が OS にいるほうが
いいと規定して、休み時間使用率が高い。 
低年生の児童は OS が好きだ。中・高年生 には OS に走るに禁止されるがみ
んな好きだ 
Q OS には授業する時難
しいところがある？変更
することがある？ 
億載の 1 年 9
グラス(教頭先
生) 
一番困ったところはグラスとグラスに騒音な邪魔があっている。でもいいと
こともある。同学年には先生と児童を交流することができる。OS が必要で
ある。 
騒音があるから学校には可動間仕切りをかけることが考慮している。 
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9-2-1 使用率 
 
 ヒアリンクによって1～6学年の固定的な「明水時間・永安課程」では2週間1回、
2コマ程度行われる授業として、その特別な課程を行う際にOSを使うことが分かっ
た。つまり基本的にはOSを使うのは1週間1コマ程度である。また9名の教師は全員
1週間のうちクラスで約3回くらいOSを使うと答えた(明水時間・永安課程を含む)。
更に一週間に何回OSを使うことがあるが計算することができないと答えた教師も
いった。億載小と昌平小は主に一斉授業である。永安小と同じふうに固定的な「明
水時間・永安課程」はみにつけなかった。授業の場所は主に教室なのでOSを使う
ことが殆どない。 
 
9-2-2 OSの活用方法 
 
 永安小の16名の教師にヒアリンクを行った結果で全ての学年で明水時間と永安
課程のOSの使用方法は類似していることがわかった。永安課程とは『縦割り』(混
齢式)の教育の課程で全校に行われ、低、中、高学年が混合してOSで授業をする。
一方、明水時間とは児童が好きな研究テーマを選んで自分で研究をするものであ
る。研究目的を明らかにする目指し最後に結果を発表するような課程で、そのた
め4つのクラスは全員、自由学習でCS、OSなど好きな場所で自習をする。 
児童はお互に討論してもいい、というような自発課程(自由研究相当)の方式が
ある。科目の特質によって低、中、高学年では少し異なることがある。1、2学年
は生活科でよくOSを使う。2学年はグループに分かれて体験授業(実作課程)を行う
時もOSを使う。4学年は社会科の討論の機会が多く、課程が教育設備を組み合わせ、
広い空間で授業を行う内容であるためOSを使う。ここで行動観察の実例も見られ
た。5学年はOSのスペースを活用して自習や討論をすることができる。OSを使用す
る授業内容の特徴は主に一斉式の教学方法ではなくて学年での混合、協同、グル
ープ、討論、合同、プロジェクタの必要な教学でよくOSを使う。また授業の内容
について様々な空間を利用ので、より多くの活動が可能になる。従って教師は自
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由に空間利用の指導をすることができる。 
 
9-2-3 他クラスとの兼ね合い 
 
 ヒアリングによって、授業でOSを使う際に騒音の問題が存在していても永安小
では教師は協力し合って問題の軽減を図ろうとし、OSの間に可動間仕切りも設置
されていることがわかった。とのクラスも自由に何時でもOSを使うことができる。
従って、ヒアリングをした2名の教師は組と組の間に可動間仕切りを使い、壁を長
くして授業の時の騒音の問題を減らすという解決方法を使用していた。また、5
名の教師はOSを使う時の問題点を解決する方法を話した。それは授業前、教師が
教学内容とOSの空間計画について他のクラスとお互いによく話し合いを協力する
ことである。このため準備するのに時間はかかるが騒音による妨害と混乱しの可
能性を減らすことがきる。 
 一方、静かで快適な教室環境を作るために、各小学校において児童の教室内の
行動は静かに行動する、OSで走ってはいけないなどのルールが出しているが児童
は活発であるため、実際には走りを厳しく禁止することはできない。ルール上は
OSで駆け回ることと大声で、速く歩くことは厳しく禁止されている。即ち授業中
は他のグループを邪魔しないことを前提としたルールである。このように基本的
に他のクラスに影響を与えないためのルールが定められた。 
即ち、走ったり大声で話したりするような行動は避けようと呼びかけている。1
名の教師は、もし授業時他の児童がOSで歩き回っていたら、授業中の児童に視覚
性の妨害を与えると説明した。教師が授業中強い管理能力を持つことが必要だと
いう前提がある。 
 以上のように、OSで他のクラスに影響与えない、或いは影響に与えられないよ
うにルールが決められていること教師が授業中強い管理能力を持つことが必要で
あることなどが明らかになりOSを使う際に騒音の問題が存在することが明らかに
された。一方、2名の教師はこのような妨害の問題などはOSを使うことに影響せず、
このような教学モードやOSの空間の存在にもう慣れたと話している。 
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9-2-4 オープン・スペースような空間の計画におけるメリット 
 
 このようにOSを使う時に注意しなければならないことはあるが、メリットは欠点よ
り多い。この方面について教師に回答を求めると、教師は全員クラスのOSのような空
間における縦方向の平面計画に賛成していた。このような空間により違う学年やクラ
スの児童の間の距離を近くする。また様々な教育の課程の内容を自由に創造すること
ができる。しかし、4つのクラスに設置された横方向のオーンプスペース(4つのOSの
組み合わせる大きさ)にやや問題があるという意見がある。 
以下ヒアリンクの結果から考察したOSを使う時の2つの活用現況である。 
 
◆ 1つ目の教師のオ-プン教室に対する経営の認知面 
  ヒアリングによると、教師はOSを使ったことさえあればOSを使いてなしていると思
っている。 
毎日の授業時間に使われているかどうか、いつ使われているか、その頻度がどうであ
るかなどはもう重要ではない。OSをうまく使いこなしているかどうかは課程の特質に
よってきまる。 
 
◆ 2つ目の教師がオープン教育の理念を持っていることの重要性 
 校長へのヒアリングによって日本留学経験があった永安小の校長は留学時からオ-
プンプランに関する情報を持っていた。そして、1995年から教育改革（九年一貫）の
ために沢山の相関会議に參加している。また、永安小の学校建設の計画にも參加した。
十数年間、オ-プン教育の理論とオ-プン教室を使用した経験などを積極的に同じ学校
の教師と議論している。従って永安小の教師らのオ-プン教育の理論とオ-プン教室の
使用理念は進んでいる。行動観察で教師らがOSの使用を試みようとしていることとそ
れによって課程内容も豊かになっていることが分かった。永安小の校長はオープンス
ペースの使用によって｢授業形式が多様になっている｣・｢児童には活発性か増してい
る｣などの現象が現れたとアピールした。 
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9-2-5 教室の騒音問題と討論 
 
永安小には二週間 2 コマくらい学年級課程固定な時間が OS を使う。しかし、授
業中もし OS を使いたら、隣のグラスを騒音の影響されないために教師間で話し合
いをすることが必要である。また、もし騒音の影響があったら適当に可動間仕切
りが移動して少し改善することができる。 
一方、億載小と昌平小にはあまり使わない結果を持って、どうして授業中にあ
まり使わないで聞いてみた。昌平小は団体の活動（体操、児童の誕生日など）が
場所で必要から大体一ヶ月に１コマくらい同学年と一緒に OS で使用しかないと
答えた。しかし、それと行動観察の調査結果をずれでいるので特に授業中の OS
での活用状況をもう一度聞いてみた。新校舎を建てたあと勿論よく OS を利用して
いる。しかし、よく騒音の問題があったから授業はあまり続けられない場合は多
い。現在、授業中で隣のグラスを騒音の影響に与えられないよう OS の使用は控え
ている。それなら、教師らは通常教室の空間を使用するのみであり、毎日にわざ
わざ OS を使う必要ではないかと持っていた。 
さて、億載小には元、OS をよく使えて、しかし授業中に児童が授業音をあまり
聞こえなくて教師らはマーク(拡声器)を使って或いは大きく生声を出すケースは
よくあった。今、学期中に僅か 2 コマ程度他の学年と一緒に OS で授業するしかな
い、更に環境に影響にならないように授業中にマーク(拡声器)の使えは禁止との
ルールはあった。OS を使用際に静かに使える、一方は無理やり児童の活発性を抑
えないように使いたいとヒアリンクにより分かった。 
上記に騒音問題について最も困りの昌平小と億載小はOSの使用をなるべく避け
る。しかし、永安小は可動間仕切りて解決があった。以下永安小のオープン・ス
ペースについて騒音の問題と解決策に対して討論する。 
永安小の1年生A-1の教頭先生はグラスとグラスの間に可動間仕切りに使い、壁
が伸びにより、遮音効果が大きい（詳しい説明するは9-2-3を參照）。なお6年生A-1
の教頭先生は、永安小は他の学校より広さを持つのでまたはOSを通過するときに
静かにする規定している。 
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さらに、お互い影響にならないよう事前に授業のスゲジュールについて打ち合
わせて時間帯をすれ違って同時間に授業することがなく、やむを得ずにしでも距
離をとって、パネルを使用するまで最小限影響を出さないとの努力とする。以下
ヒアリンクでそれぞれ問題に対して具体的に整理してきた2点の解決方法。 
1)教室と教室の間にある長い壁(8.3M)に更に可動間仕切り（1.1M）を設置するこ
とによって、教室間の騒音問題がある程度軽減できた。このようにオープンスペ
ースの教室は可動間仕切りの活用で空間の広さも自由に分割でき、騒音問題にと
どまらず、多様な教学形態によりよく適応できる。児童がより様々に空間を使う
ことができ、また児童の想像力と創造性を増すことができる。更に複数クラスの
合同授業の課程スケジュールを作り、このことで各クラスの間に1つ分くらいの空
き教室広さの距離ができる。つまりクラスとクラスの間の距離が長くなる。 
2)OSの空間のより有効な利用ができるように、現存のCSとOSの空間を合わせて再
分配する方法が考えられる。即ち一つのクラスが所有する空間の独立性が維持で
きる一方、ほかのクラスの空間と組み合わせて使うこともできる。いくつかのク
ラスの空間から成り立っている共同空間においては、授業形態に応じて個々の独
立した空間を作ることも可能である。 このように、小学校の平面計画を考える
時は、多様化した授業形態に弾力的に適応できるような空間設計を常に心掛けね
ばならない。 
3 つの小学校は OS である教室は同じ騒音の問題があったと返事した。そして、
永安小はある程度を使えることが分かった。しかし、毎日 OS の活用の頻度もやや
高くないである。特に同じ「OS を使えている」の意識もあった。昌平小と億載小
は前述の行動観察の調査結果の使える程度は全然合わせない。その原因は「OS を
使えている」の意識はちょっと違う。授業中で余り使えないでときとき、特別活
動に使えているその意味の意識が存在しているから「OS を使えている」の意識が
あった。 
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9-3 第三部のまとめ 
 
本研究の第三部は1999年から教育改革後、台湾がオープンスペースを持つ小学
校中から昌平小と億載小と永安小を3つの対象にして調査を行った。既往の伝統教
育式の「定席-一斉講義-整列配置」学習場面と保留する小学校が多く、OSを活用
することが見える小学校はただ永安小しかない。また、13.9%という結果が見られ
た。さらに一斉講義式の教学だけでなく、オープンスペースである教室の空間形
式の影響を受けて教師の教授方式は多元化された。教学活動に使う場所はCSから
OSに拡大したことが明らかになった。一方、ヒアリンクによって校長と教師にも
このような多変化的なオープン教室の空間計画について賛成する者が多いことが
分かった。今まで教師はオープン教室のような空間に慣れており、そして行動観
察によればOSを充分活用している事例が多くとわかった。 
 
1）OSの活用と学年について 
永安小は学年の授業内容から見ると、OSは主に生活・社会と明水時間などの
特定科目に活用されていることが分かった。中・高学年の一般授業科目において
は、グループディスカッション及びプレゼンテーションなどに関連する学習形式
にOSを多く使う。一方、低学年はゲームを取り入れる教育内容にOSをよく利用す
る。複数クラスがオープン教室をシェアし、以上のような躍動的な授業を行うと、
お互いに影響、つまり妨害が自然と多くなる。従って、教師は管理面において、
気力を尽くさなければならなく、教師間の事前打ち合わせが重要になってくる。
また、行動観察でもう1点明らかになったのは、低学年は明水時間のような特殊課
程にしかOSを使わないので、他学年より使う機会が少ないこと。中・高学年はよ
り旺盛にOSを使う。中・高学年の生徒は自主能力が高まり、低学年生より管理し
やすい為、自主性の高いグループディスカッションやプレゼンテーションをOSで
行う授業に取り入れていることは、ヒアリング調査を通じて分かった。 
 
2）OSをあまり活用していない原因 
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 教師は教室での一斉式伝統教育の方式だけではなく、自分の課程内容によっ
て多方面の教学を行うことができる。オープン教室はそれなりの優れたところが
あるが、本研究の分析を通して見ると、授業中の課程学習のためにOSを使用率し
ているは予想より低く（行動観察）、教師にはOSの使用を徐徐に増えるという考
えをもっている人もいると分かった(ヒ)以上2つはOSを使う時の注意点である。こ
れまでに見てきたところでは教師はOSの使用に熟練した教授経験を持つようにな
ればOSでの多方面な課程を行うことができるといえる。このような現象は教育現
場の沢山の注意点にも起因している。その中でも授業時の騒音の影響は最も著し
い問題である。ある教師はOSのある教室はよい計画であると賛成しているが4つの
クラスがOSと並列になる構成は相互的に影響しやすいという問題点があると主張
していることがわかった。 
 ヒアリンクの結果から1)教師のオ-プン教室に対する経営の認知面：OSをうま
く使いこなしているかどうかは課程の特質によってきまて、OSを使う頻度は重要
ではない。2)オープン教育の理念を持っていることの重要性：永安小は十数年間、
教師のオ-プン教育の理論とオ-プン教室の使用は進化してきている。課程内容も
豊かになって、児童は活発性か増しているなどの現象が現れた。また授業中のOS
の使用に伴い騒音が発生し隣のCSの授業を妨害する問題、自由にOSを使うことが
できないなどの問題も挙げられる。一方、児童を対象にしたアンケートを見ると、
授業中騒音から影響を受けていると思っている児童が71.4％もいることが分かっ
た。しかし児童のアンケートによって授業にとても満足している児童が83.3％を
占めることも明らかになった点にも注意しなければならない。 
 このような現状によって、オープン教室が必ずしも元の設計理念どおりに利用
できなくなることも本研究では確認できた。以下、OSの利用率の向上を念頭にお
き、本研究の考察を踏まえて主に空間計画と施設デサインの方法・方針から、現
在の台湾におけるオープンプラン教室の空間計画の活用現況に現れた注意点と解
決方法などについて提案する。 
 本研究の成果及び問題点の解決は概ね以下通り。OSの使用方法に対する認知面
における教師間の差異、永安小の教師は児童のために色々課程を考えて、OSを使
えれば様々な学習方法ができる。騒音問題面は解決できる認知面があって、教室
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と教室の間にある長い壁(8.3M)にさらに可動間仕切り（1.1M）を設置することに
よって、ある程度遮音性を持つ。このようにオープンスペースの教室は可動間仕
切りの活用で空間の広さを自由に分割でき、騒音問題にとどまらず、多様な教学
形態によりよく適応できる。児童がより様々に空間を使うことができ、また児童
の想像力と創造力を増すことができる。家具の増設及び施設のデザインに力を入
れることによってCS空間使用の可能性が広がり、児童が自由に使える空間も増え、
児童の想像力および創造力の育成に繋がっている。教学管理においては、OSを十
分に生かせる方針について教師の間で共通の認識を持っているので、教学に多様
な形態が現れた。さらに複数クラス合同授業の課程スケジュールを作り、各クラ
スの間にこのことで1つ分くらいの空き教室広さが距離である。つまりクラスとク
ラスの間の距離を長くなる。クラスの間が妨害の問題を減らすことができる。授
業時間にOSの使用をどのようにして導入したらいいのか、また導入することによ
って起こるクラス間の騒音問題を解消するには、異なるクラスの授業のスケジュ
ールをどのようにして調整したらいいのか、これらの問題について、教師間でじ
っくりと検討し解決策を探し出す必要がある。 
たとえば、グループディスカッションの形で授業を行う時は、OSの有効な利用
によって授業効果があがると推測できるので、この時のOSの利用方法だけではな
く、クラスの授業スケジュールを調整して騒音干渉を最低限におさえることまで
工夫すべきである。 
授業時の騒音の影響は最も著しい問題である。そして、校長と教師のヒアリン
グによって騒音問題が絶対的な問題ではないがある程度の影響があることがわか
った。また4つのクラスが並んでいる空間計画には注意しなければならないことが
あるという意見もある。そのためヒアリングから教師がこの問題の改善のために
かなり時間をかけていることが分かった。もしOSの空間の平面計画とか家具の設
置するとか色々建築計画を考えれば、教師を授業する時にうまく教学をできて児
童もうまく学習をなってくる。以上このような問題点は更に、設計者にオープン
教室を計画する時のデータを提供している。以上で述べた永安小の改善策は、こ
れからのオープン教室を持つ小学校の計画者にある程度の参考になるであろう。 
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3)オープン教室の活用 
OSの空間のより有効な利用ができるように、現存のCSとOSの空間を合わせて再
分配する方法が考えられる。一つのクラスが所有する空間の独立性が維持できる。
一方、ほかのクラスの空間と組み合わせて使うこともできる。いくつかのクラス
の空間から成り立っている共同空間においては、授業形態に応じて個々の独立し
た空間を作ることも可能である。このように、永安小の平面計画を考える時は、
多様化した授業形態に適応できるような空間設計はつねに心がけなければならな
い。 
 
4）台湾におけるオープン学校の定義及び現象と事実 
第2、3部のオープン学校概念の総合の結論によって、台湾でオープン学校の定
義は教師がオ-プン教室に教室周りに学習コーナーを設置しさえすれば児童は自
由に学習コーナーで学ぶことができる。これはオ-プン教室やオ-プン教育の理念
である或いは教室の壁は一つの壁は固定してないというオ-プン教育の理念であ
る。 
また、オ-プン学校ではオ-プン教室があれば学校の塀がない課程の内容に校外
で体験とか観察の課程や二つのクラス合同などである課程あればオ-プン教育で
ある。以上にとうとおりに色々違う概念が発見した。 
 
①教師が授業する際に、OSである教室と空間関係じゃなく、伝統的の教室(4
つの壁封閉式)と一斉教学そのような固定場所と教学より自由度と変化が多くの
教学方式は台湾でオープン・スクールと呼ばれている。また空間の弾力性の用途
には教師は課程の内容が異なる使用のスペースの範囲も違くなった。更に移動家
具も自由な、適切な利用することができる。従ってオープン・スペースの教室と
呼ばれている。 
教師のヒアリングによると台湾では授業の際にOS空間、普通空間に関係なく、固
定場所内て各教育法を行われればオープン・スクールと言われている。課程の内
容により同空間内に使用スペースエリアが違ったり、家具の移動したりとかなど
に概ねオープン・スペースと認識されているみたい。 
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②もし学校隣のコミュニティをオープンことがで学校をコミュニティに利用す
ることができなら。そのようなコミュニティ利用の管理方面もオープン・スクー
ルを称する。 
地域コミュニティ向上のため校内施設を適切開放手法もオープン・スクールと見
られる。 
③さらに第2部のジジ地震後再建された小学校を調査した結果は塀がないや校
門の閉める門はないなどの学校の境界区切の計画も学校オープンであり、教室広
く学習コ-ナーや教師コーナーなどオープンのイメージを計画した。 
総合以上の開放理念に関する計画は台湾でオープン・スクールと呼ばれてい
る。教師はオープン教育理念の学校をオープン・スクールの定義とに総括できる
教室の周りに学習コーナーが設置され、教室の壁として一つの壁は固定してない。
オ-プン教育の理念として実施される小学校、学校の塀がない、課程の内容は校外
の体験、観察の課程、二つのクラス合同など可能性が広げられる。以上そのよう
な概念は一つがあったら教師はオープン教育理念の学校を認定して、オ-プン学校
が条件である。 
しかし、日本で塀がない小学校は精神異常者による生徒の殺害などの重大犯
罪を発生したことがあったので、それは防止するためには塀や校内防犯カメラシ
ステムなどが必要となる。 
 現在、調査の結果、または校長へのヒアリングにより台湾にオープンスペース
をもつ小学校は今ほとんどOSの空間を使うことを放棄しているとのの現象である。
平面計画がもっと実態に合った適切な改良をしなければならないということを示
している。 
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第四部 結論 
 
本研究は台湾では1994年に教育が改革され、開放理念の導入や新しい学校の建
設計画が始まり新設された。同時に1999年の9月21日にジジ地震が発生したちょ
うど教育改革運動が興っていたが、再建際に、学校創新の理念をお勧めされ、開
放理念と教室での学習コーナー、オープンスペースなどの「新校園運動」という
計画コンセプトを取入れた。従って、本研究の目的によってこれらの分析を実施
することにより、教育改革後開放教育を導入した新しい小学校のイメージが言い
方は異なっているためレイアウトの分析・考察をすることによって、問題点や課
題を具体的に明らかにし、今後の学校建築における新築や修繕計画、そして内装
やレイアウト計画の指針を得る、更にオープンスペースである教室の新しい小学
校は日本の開放式学校（オープンプラン）を影響されたから似ている教室の形の
空間で当地の民情、文化、背景が違う人が使えばとうな結果ですかことを、ここ
では第1部の教育と建築の歴史に関する変遷と第2と3部の各章の要点を整理し、本
研究の結論とする。 
 
第10章 まとめ及び今後の課題 
 
まずジジ地震後、再建された小学校については被害を受けた小学校が最も多い
は台湾の南投県であったため校舎全体再建必要54の小学校を調べること。再建さ
れた学校は政府から民間までみんなの知恵の成果を集まってきて、教育改革の理
想の新契機である。その経験と結果は学校の環境計画および経営運営など影響を
受ける。そして教育改革を進めで使命である。 
 
10-1 第 1、2 部のまとめ 
10-1-1 第 1 部の教育と建築の歴史に関する変遷 
 
日領時代に学校整備体制が整ったが、教室面積や児童数などの基準は日本で作
 
 
 
                                           第四部 結論 
 177
成された基準がそのまま導入された。第 2 次大戦後にあらためて新しいガイドラ
インが提唱され、1968 年には義務教育の 9 年制が定められ、同時に教室規模とし
て児童一人当たりの面積が独自に決められた。94 年に学校教育の内容を大きく変
える「教育改革」が行われ、こうした新しい改革に対する気運が高まってきた時
期に、オープン教室を持った学校の建設が始まり創立された。そして、当時のジジ地震により
多くの学校が被災し、特に全面建替えを余儀なくされた学校では、教育改革で提
唱された。ジジ地震の実際には、小規模校やクラス人数が極端に少ない学校が多
数あることが分かった。従って、クラス規模と教室面積について 1 クラスが 18
人未満は 19 から 35 人までが別れて、18 人未満は 9かける 7.5 かける 3 分の 2 小
規模校に対する新しいガイドラインが現実的な対応を行いました。様々な新しい
コンセプトが導入されるきっかけとなりました。 
 
10-1-2 第 2 部のジジ地震後学校の再建復興計画 
 
大量な学校が短期間で一気に復興再建することができないので被災地への救済
と再建経費は政府だけでなく、赤十字、寺院などの民間の協力を頼らなければ、
迅速に進められませんでした。そして、再建と復興を考える際に、建物が安全で
しかも開放理念を導入した目的に合致したキャンパスを作ることは重要な原則で
す。台湾で新校園運動と言って再建されました。この目的を達成するために、緊
急措置を採用しました。まず教育部によりジジ地震では 293 校が被災し、再建必
要となりました。学校は各学校の再建管理を整理委託するグループとして 4 つに
分けられました。（D）のとして被災学校が民間から支援を受ける学校が選ばれま
した（中国語：「民間認養」）。その残りの学校は（A）、教育部は内政部営建署に委
託する（相当日本の国土交通署）、（B）教育部は「亞新工程顧問会社」を委託する。
それは教育部から選んだ民間会社を委託されました。主に雲林、嘉義の地方を担
当する、（C）、地方自治体です。それ（A）から（D）までグループでわかって同期
にしがら建築計画と工事について 3 つの重要な方針がありました。1 つ目は教室
改革理念にかなったもので当然のことです。2 つ目はゼネコンの選び方で最低価
格ではなく、総合力や品質の良さできめることです。3 つ目は教育部から優秀な
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建築士が推薦されました。その調査の結果、学校を建て直す時間は一般建設と比
べ、かくじつに短縮されたことが分かりました。再建復興の過程に政府じゃなく
民間が参与することにより、大衆がキャンバス環境に対して斬新的な思考が生ま
れることが望みである。そのような経験は新しい学校の建設計画や被災地区の再
建復興に良い参考実例となり、被災地区と環境・教育などに貢献することができ
る。 
 
10-1-3 第 2 部の再建された 54 学校の平面計画及び教室周りの変化 
 
再建された 54 学校の平面計画及び教室周りの変化を現地調査して分析した。以
下 7つの点でまとを述べる。 
1)校舎と敷地利用に関して、調査校の 88.9%が敷地面積に対する校舎面
積の割合が基準に達していないことが分かった。また児童一人当たりの校
舎面積は、調査校の 9.3%が基準に達していないことがわかった。このケ
ースは 1681 人以上の児童数を持つ大規模学校に見られる。この問題に対
処するには学校で児童数を少なくし児童一人当たりのスペースを増やす
のが簡単な方法であるが、できれば法的・経済的に可能な範囲で学校の校
舍面積を増やし、児童の一人当たりの面積やパーソナルスペースを増やす
べきであろう。 
2)地震後再建された 54 ヶ所の学校における校舎配置タイプを明らかに
した。一般教室や特別教室などの配置に注目して、教室配置の定義にしたが
い学校のブロックプランを 5 つに分類した。① collinear 型「線形型」：教室が
線上に連続する空間構成。直線的な場合だけでなく、途中で曲がることもある。
② atrium 型「中庭型」：教室が「コ」「ロ」の字型となり、校舎が外部空間を取
り囲む。③ deploy 型「分散型」：教室（群）が分棟的に配置される。そしてそれ
らが屋根なしの外部通路によって接続される。④ series 型「連繋型」：分散され
る教室（群）が屋根のある廊下でつながれる配置。⑥ centroclinal 型「求心型」：
教室が分散独立配置され、管理センターなどに向かい明らかな軸・方向性がある
もの。台湾において、50 年代以前の学校計画でよく採用された形式は、片
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側廊下の細長い校舎を複層に積み上げるタイプであった。その後増築など
で空間配置はコの字型・口の字型に拡張していった。調査校では、往来か
らある一般的なタイプに加えて、新しい配置形態が登場していることが明
らかになった。学校再建と新しい教育理念とが結びつき、多様で豊かな空
間形態が生み出されたと言える。特に新しいタイプである繋ぎ式や集中式
の校舎では、全ての教室から等しい距離で学校内のさまざまな場所にアク
セスすることができる。 
3) 新しい学校の敷地境界のデザインは、近年の学校を地域に開いてい
くコンセプトに沿って、開放的なものが採用されるようになってきた。 
ただこれらは山間部に位置するものが多く、市街地は安全のためにまだ閉
鎖的な塀や門を採用する傾向が見られる。しかしその場合でも高い塀でも
コンクリート製ではなく、金網など学校の敷地内部を見渡せるものも増え、
地域と学校との（視覚的な）つながりは増している。今後の学校計画では、
安全を確保しながらも、学校開放のコンセプトに沿って学校と地域の視覚
的な関係性を築いていくことが重要である。 
4）ジジ地震をきっかけに、それよりも以前に提案されていた教育改革とそれに
伴う施設の基準や規範が普及することが期待された。しかし実際には小規模校や
クラス人数が極端に少ない学校が多数あることなどから、教育改革で定められた
「35 人学級・67.5 ㎡」という基準とは別に、小規模校に対する 18 人未満の新し
いガイドラインが作成され、現実的な対応を行った。統廃合などは行われなかっ
た、あるいは行えなかったことに対する対応である。しかし、クラス人数が少な
い学校でも 35 人を基準にした教室面積あるいはそれを超える学校もあり、将来の
児童数の増加を見込めないこの地域の事情を考えると、やや面積過剰かと見える。 
5）教育改革によって個人・グループ学習など新しい学習形態が提案されたので、
震災後の再建学校ではそれに対応する教室形態が登場した。教室には授業用の空
間のほか、個別学習のためのアルコーブが設けられるなど、より豊かになった。
本研究では教室の型を「閉鎖型」「開放型」に分けたが、閉鎖型でも従来からの「矩
形タイプ」のほか、「変形タイプ」「附属室タイプ」などの新しい平面形が多く登
場していることを明らかにした。「開放型」の採用例は少なかったが、これは再建
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学校では小規模校が多数を占めていたことにより、教室に隣接するオープンスペ
ースの利用が考えにくかったことや、教室内アルコーブなどの付加的空間を設け
ることによってでも開放的教育理念の達成が可能と考えられた。一方、オープン
スペースの利用方法や内容が周知されておらず、日本の平均的小学校における教
師の意識との差異があり積極的な採用が検討されなかったことなどもその要因と
考えられる。 
6）以前は片側の通路としてだけの機能であった廊下空間であるが、再建学校で
は通路以外の機能が付加された「拡張型」が登場していることがわかった。また、
廊下配置も「片側型」だけでなく、規範としても「両側配置」が推奨されるなど、
事情が変わってきた。数だけでみれば「片廊下型」が最も多いが、「拡張型」も 3
割ほど見られた。これは前項で述べたようにオープンスペースを導入した例は少
なかったが、教室内に機能的な各種のコーナーを設けたりしたのと同様、廊下に
も交通以外の機能性を付加したいということにより登場したものが考えられる。 
短期間に大量の学校を再建するための施策として、赤十字（せきじゅ
うじ）や寺院などの民間事業者による学校建設を促進する手法を確立した
点は、他の国と異なるものであります。開放理念は理想と言って、短期間
で再建しました。経費も問題があったから教室の型は「開放型」の採用例
は少なかったです。しかし、従来からの「矩形タイプ」のほか面積が広な
って様々な学習コーナーを設置できます。そして「変形タイプ」と「附属
室タイプ」などの新しい平面形が多く登場していることを明らかにしまし
た。さらに、校舎の平面計画は求心型と運動場は校舎に周りのスタイルが
あることなど豊富な案例が発見しました。建築士は斬新な空間を設計しました。
伝統的な空間の設計と異なったことを考えて斬新な学校の建築計画が変わったこと
が見えました。これらは開放理念を影響された実検証です。 
 
10-2 第3部のオープンスペースを有る小学校 
 
次は台湾にオープンスペースを有る小学校については今まで25校の小学校の資
料を調べ、2005年3月からの調査によれば、オープン教室でオープン・スベースは
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実際にそれほど活用されていないことが分かった。そこで本研究はオープン教室
の平面計画と活用現況を明らかにすることを目的とし、2006年2月15日から3月24
日までと2007年10月1日から15日までの3回に分けて、台湾昌平、億載、永安小学
校を対象にして行動観察・アンケート・ヒアリング調査を行って調査を行って教
室の空間の実際使用の状況と使用後評価の問題点と注意事項など、以下は本研究
の成果は概ね以下まとめることができる。 
 
10-2-1 オープン教室の活用 
 
オープン教室の学習形態と使用率と見るとオープン・スペースを有る小学校
は 25 校ある。その中では、4つのクラスが直列式連続的に並んだ構成の典型的な
タイプが多い。また、考察したオープン・スペースの例からみれば、主に CＬが
使われたのは 69.8％を占めでいる。永安小学校のオープン・スペースを活用の機
会は 30.2％程度であることが分かった。しかも億載、昌平小学校はＯＳの活用は
あまり使われなかった。この調査結果からは、授業をする時にオープンスペース
と比べたら、教室の使用率がオープン・スペースより圧倒的に高いこともわかっ
た。 
学習場所について永安小学校はノーチャイム・自由時間を一日の授業に取り
入れて時間運用が自由になったので授業は休み時間を入れずに続けることが可能
である。しかし、億載、昌平小学校はノーチャイムですが、特に自由一日の授業
がないである。上記による OS の活用率は永安小学校がやや活発（一般的な学校よ
り活発）である。また、授業中、自由形態は自由配置と組み合わせられることが
多い、主に個別・クループ・合同など授業である。更にディスカッションやプレ
ゼンテーションをオープン・スペースで行うのは低学年より中・高学年の活用頻
度が高いである。特に生活・社会と自習時間など特定の課程や学習形態に使われ
ていることが分かった。しかし、64.7%が伝統的な一斉授業方式を学習に占められ
ているので活用頻度は多いとは言い難く、やはり台湾の伝統教育方式を脱却でき
てない。 
今度考察できた永安、億載、昌平の３つの小学校はオープン教室の空間レイ
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アウトおよび施設デサインの面において、永安小学校はオープン教室の可動間仕
切りと可動家具を組み合わせて、授業形態に応じて自由に分割することができ、
個室や合同空間を作り出せたら授業形態が多彩になる。しかし一日に家具はほと
んど移動されませんでした。一方、億載、昌平小学校は可動間仕切りと家具が設
置されていない、活用方法が制限されることが思わせる。また、教師へのヒアリ
ング調査の結果によると授業中、騒音が問題と言った回答の比率は 71.2％でやや
高めだが、大半は学年の集会などの用途に使用されることがわかった。実例で永
安小学校は可動間仕切りの設置と教師間の協調によって騒音問題が軽減される、
またオープン・スペースを使えるには課程内容の工夫などにより、問題を改善し
て言った。しかし、児童へのアンケートに見るとオープン教室を使うことによる
児童の授業満足度は 83.3％にも達している。それとオープン・スペースを活用し
ていなかった行動観察の結果とお互いに矛盾現象がある。 
オープンスベースは家具種類の豊富さ、可動間仕切りの設置を添加すればオ
ープン・スペースの活用方式が多くなってくる。また騒音の問題点はそのグラス
とグラスが並んでいるオープン教室の構成は可動間仕切りの運用、隣のグラスと
使用時間が違いすれば騒音問題が軽減され見られる。一方、オープン・スペース
に対する教師は伝統教育方式の課程内容を脱却できてないである。それに対して
教師の間に課程内容の工夫が不足の要因がある。上述したよると使用率に大きな
影響を与えていることが分かれる。 
 
10-2-2 オープン教室の平面配置計画 
 
学校にはほとんど全部の配置計画に廊下とバルコニーがある。その教室とオープ
ン・スペースは両方とも室内なので入室する際には、靴を脱ぐようになった。つまり
台湾は亞熱帯気候上の関係で、昔から保ったままで廊下は半屋外空間で室外ように靴
をはいていますがオープン・スペースや教室に入る時は靴をぬいで入室移動する。 
 
 
 
 
 
 
                                           第四部 結論 
 183
10-2-3 オープン教室の活用と当地の民情、文化、背景などの討論 
 
調査の結果によって、台湾オープン教室の平面計画は日本の1970年代と似てい
ます。ちょうど台湾教育改革後視察団が日本のオープン・教室スペースを有する
小学校を訪ねました。教室が順番に並んでいる様式が多いです。今の日本の開放
式小学校での教室と教室の間に小さい部屋を設けて、またグラスとグラスの間に
交錯に並んでいる小学校も出てきた。台湾のオープンスペースを有る小学校は日
本の開放式学校を影響されたことが分かった。しかし当地の民情、文化、背景が
違う人が空間を使えば使用方式も違いことが理解でき、以下台湾教師に対してオ
ープン教室の経営認知面とオープン・スペースの重要な活用方式を討論して述べ
る。 
 
1) 教師はオ-プン教室に対して経営の認知面について 
ヒアリンクによると、台湾の校長と教師のオ-プン教室使用の認知程度がオープ
ンスペースを使ったことさえあればオープンスペースを使っていると思っている。
昌平と億載小学校の教師は毎日の授業に使われているがどうかいつ使われている
かその頻度がどうであるかはもう重要ではない。そして教室にもし学習コーナー
が設置しさえすれば開放理念の空間設置の方法であるとオ-プン教室に対して経
営の認知面である。使用率の高くに対して此処で意味がないと言った。それは台
湾の教師はオープン・スペースの活用のイメージと言われた。 
2) 教師がオープンスペースの活用の方法の重要性 
昌平と億載小学校の教師はオープンスペースの使用が騒音の元になることを遠
慮してオープンスペースを使わないことにしている。これはオープンスペースを
使わない一つの原因である。しかし、永安小学校はオープンスペースで可動間仕
切りの運用して教師は特にオープンスペースを利用の課程を設計して、考察の結
果はオープンスペースの活用率が一般的な学校より活発を見られた。しかし、空
間の使用率は３成程があって、確か高くなかったである。前記により使用のイメ
ージの反応はかなり違うということが分かったあとそれ問題に対するオープン･
スペースの活用方法の重要性を討論する。 
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騒音の問題においてオープンスペース使用率が低くなっている原因を調査する
ために各校の校長を訪問した。訪問中、校長と教師はオープン・スペースの活用
の方法は使用率がアープと言うとても重要なポイントである。 
永安小学校の校長は日本に留学した背景があることが分かった。校長は留学し
た時からオ-プンプランに関する情報が持っている。そして、1994 年から教育改
革ために沢山の相関会議に參加している。また、永安小の学校建設の計画も參與
した。十数年間のオ-プン教育の理論とオープン・スペースの使う経験などを積極
的に同じ学校の教師と議論を行っている。また、新しい理念の受けやすいために
若い教師を集まった（永安小の教師は平均 28~35 歳である。）。たがら永安小の
教師らのオ-プン教育の理論とオ-プン教室の使用理念が進んである。従って行動
観察で教師らが多少オープン・スペースの使用を試みようとしていることそれに
よって他の小学校と比べ課程内容も豊かになっていることが分かった。また永安
小学校の校長はオープン・スペースの使用によって｢授業形式が多様なになってい
る｣・｢児童には活溌性か増えてある｣など現象が現れたとアピールした。ですから、
学校教師より校長に対して空間の使い方法は重要である。また違い課程と空間の
活用も重視が必要である。一方、今回の行動観察で、一斉式教学が 80％に達して
いることから教師の伝統的な教育方法の影響またオープン教室の経験の不足もオ
ープン・スペース使用率の多少影響する推測できる。これはオープ教育に対して
教師らこの理念が存在な重要性が現われる。 
 
10-2-4 オープン・スペースの活用に対する修繕提案 
 
オープン教室はそれなりの優れたところがあるが、でも本研究の分析を通して
見ると、授業中のオープン・スペースの使用率が予想より低く、教師にはオープ
ンプラン教室の使用をやめたいという考えをもっている人もいると分かった。こ
のような現象は教育現場のたくさんの問題から起因している。オープン・スペー
スの活用方法に対する認知面における教師間の差異、また授業中のオープン・ス
ペースの使用に伴い騒音が発生し隣の教室の授業を妨害する問題などが挙げられ
る。このような現状によって、オープン・スペースが元の設計理念どおりに利用
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できなくなることが本研究では確認できた。各校のオープン教室の形の変化は地
方と当地の民情、文化、背景などによっていろいろな活用方法があった。以下で
は、オープン・スペースの利用率の向上を念頭におき、本研究の考察を踏まえて
主に空間計画と施設デサインの方法・方針から、今の台湾におけるオープンプラ
ン教室の空間計画に現れた問題の修繕について提案する。 
 
1)騒音と活用の問題に対してオープン・スペースに修繕についてまずオープンス
ペースの計画は可動間仕切りの設置が教学に多様な形態が現れる。また騒音も減
って提案する。教室の幅は 8.3M の設計すれば 1.1 の可動間仕切りを設置すること
によって、グラスとグラスの間に距離がもっと離れて騒音問題にとどまらず。ま
た可動間仕切りも活用ために空間の広さを自由に分割でき、多様な教学形態によ
りよく適応できる（以下図面）。一方、教学管理においても十分に生かせる方針で
ある。教師の間で課程内容の配合と共通の認識を持って重要である。以上述べた
ような改善策はこれからの開放学校の計画者にある程度のオープン・スペースの
修繕参考になるであろう。 
 
 
 
 
 
 
 
 
2）オープン・スペースで家具設置の重要性について以下の写真見るとオープンス
ペースで家具及び施設デサインを設置すれば空間が豊富なってきた。そして、活
用の方式も多様である。児童のアンケートを見ると興味を沸かせる家具とが、学
習コーナーなど設置すれば児童がとても好き、また心地良い家具・面白い・多様
性・多彩な家具は大部を占めている。子供がもっと色々空間を使うことができる
及び子供が想像の領域能力と創造力を増えるといわせる。 
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家具と可動間仕切りを設置するオープン・スペースの
写真 
授業中、オープン・スペースで施お例案
である。この写真は休み時間は使われる
写真である。 
   
3)授業時間にオープン・スペースの使用をどのようにして導入したらいいのか、
また導入することによって起こるクラス間の騒音問題を解消するには、異なるク
ラスの授業のスケジュールをどのようにするがある。たとえば、グループディス
カッションの形で授業を行う時は、オープン・スペースの有效な利用によって授
業効果があがると推測できるので、この時のオープン・スペースの利用方法だけ
ではなく、クラスの授業スケジュールを調整して騒音干渉を最低限の抑えること
まで工夫すべきである。 
4)オープン・スペースの空間のより有効な利用が出来るように、現存の教室とオ
ープン・スペースの空間を合わせて再分配する方法が考えられる。1 つのクラス
が所有する空間の独立性が維持できる。―方、他のクラスの空間と組み合わせて
使うこともできる。いくつかのクラスの空間から成り立っている共同空間におい
ては、授業形態に応じて個々の独立した空間を作ることも可能である、このよう
に、小学校の計画を考える時は、多様化した授業形態の様々形に適応できるよう
な空間設計はつねに心がけなければならない。 
オープン・スペースを有する小学校は一新した新しい小学校における教室周
りの使われ方を観察調査およびインタビューを行いました。従来、台湾の小学校
では靴を履き換えていなかったが、新しい学校では外履きと内履きを区別する例
が大半を占めるようになりました。ただし、オープン・スペースの利用について
は、イギリスの事例のように活用されている例は少なく、教育改革の理念で謳わ
れた開放教育の実践、 さらに日本を含むアジア圏域での普及にとって、伝統性や
国民性があり、欧米で取り入れられている教室スタイルの直截な輸入には問題が
あり、独自の開放理念を検討する必要を感じました。 
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10-3 日本と台湾の比較による考察 
 
台湾のオープン・スクールのイメージ 
建築計画から見ると 教育面から見ると 
¾ オープン教室特徴である（教室の
壁は一つの壁は固定してない） 
¾ 教室周りに学習コーナーが設置
されている 
¾ 学校の塀がない 
¾ オープン教育の理念として実施
される小学校 
¾ 教室で一つクラスは一斉講義よ
うに課程内容を授業だけじゃな
くて、課程の内容で校外で体験と
か観察の課程（台湾で森林小学校
と呼ばれる） 
¾ 2つのクラス合同授業 
日本では建築計画と教育面の両方を合わせ持つ小学校がオープン・スクールと呼ばれ
ている。しかし台湾のオープン・スクールは教室周り学習コーナーが設置されている
とか、学校の塀がないとか、2つのクラスの合同授業など、とれか1つだけポイントを
持っていても、オープン・スクールと呼ばれている。 
空間レイアウトの比較考える 
日本 
¾ 校舎はすべて室内である。 
台湾 
¾ 半屋外廊下 
生活習慣の変化 
外から校舎に入る時、上履きに履き替え
る 
オープン教室に入る時に靴をぬく 
日本では校舎はすべて室内です。外から校舎に入る時、上履きに履き替える。 
台湾では気候の原因から廊下が半屋外であるから廊下まで室外である。オープン教室
に入る時に廊下で靴を脱ぎる。 
1970年代のオープン小学校 
 
 
調査の結果によって、台湾オープン教室の平面計画は日本の1970年代と似ている。ち
ょうど台湾教育改革後視察団が日本のオープン・教室スペースを有する小学校を訪ね
た。教室順番に並んでいる様式が多くである。しかし、日本で現在のオープン教室の
組み合わせは教室と教室の間に小さい部屋が設けて、不規則に並んでいる小学校も出
てきた。 
管理方法の比較 
日本 台湾 
教師は黒板で指示の内容を書くや身振り
指導や管理することが多いから児童は目
で見る 
教師は口頭で指導や管理することが多い
から児童は耳で聞く 
日本の教師は黒板で指示の内容を書くや身振り指導で管理することが多いから日本
の児童は目で見る。しかし、台湾の教師は口頭で指導や管理することが多いから台湾
の児童は耳で聞く。これも騒音を引き問題の一つの原因が推測すること理解できる。
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学習課程の人数比較 
  
一つクラスで少人数による（15人くらい）
学習が見られる。 
合同学習（60人）が見られる2つのクラス
を集めた学習課程の授業がある（同学
年・異学年の授業） 
アジアの国は日本の設計手法に影響されています。しかし空間の使い方や設計
の本質など国の習慣・文化背景によって若干違うのでそれぞれの国にあった設計
手法が取り入れなら、なげればならないでしょう。 
オープン・スペースを持った教室の設計は非常な良い設計だと思われた。学習
形態がより多彩になると児童の想像力および創造力の育成に繋がっています。た
だし、現在、台湾でオープン・スペースを有する小学校は今ほとんどオオープン・
スペースを利用することが放棄の現象がなってきました。騒音、教師のオープン・
スペースの使われ方など問題があって、本研究の結論よって2つの新築を提案しま
す。 
前記の10-2-4の修繕提案による、オープン教室の構成はもしグラスとグラスを
並んでいる、可動間仕切りの設置と教師は課程内容の工夫など騒音問題を改善さ
せてます。またオープン・スペースで豊富な、興味を沸かせる家具とが、学習コ
ーナーなど設置すればオープン・スペースの空間は児童の注意を引き付ける。オ
ープン・スペースで教材の施設の設置に応じて新築するときも考えられなければ
いかないである。また、行動観察により低年生は生活とケームようなの課程が重
視なので独自の遊び場が設置します。中、高年生には社会・進学の課程が多いか
らグループ・討論・個人自習な小部屋が必要となって、学年に上がって空間の違
った雰囲気が設計のポイントである。それは小学校全体の空間は豊かな建築空間
と施設の家具中でそれに刺激を受けながら児童と教師にも発想も豊富をなる。ま
た新しい学校の建設を期待する上に児童も学年に上がって学習の能力も広くなる。 
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10-4 今後の課題 
 
10-4-1 耐震強度関係方に関する配慮 
 
最近（2008、5月28時）一級建築士による偽装設計が発覚し大問題となっている。
建築資材費用を安くするため建設会社と一級建築士が共謀して、 
①ビルデイグの柱や壁を少なくしたり細かくした。 
②鉄筋コンクリートの鉄筋を細くしたり少なくした。 
てのためビルデイグの会社としての法定耐震強度が低くなり、法律で定められた。
最低耐震強度が充足しなくて、震度5~6程度の地震でも龜裂が入ったり場合はよっ
ては倒壊することが関係は逮捕された。 
 すでに入居している人達は移転したり、訴訟た起こしたりしている。官庁に提
出された書類では法律に從った数値のデータを記入していても会社の社員の内部
告発同業会社の指摘等で検査して判明している。（音響測定写真測定等）建設社
会は解体→新築は莫大を費用がかる大ので補強工事案を出している。ところもあ
るが大きな地震では耐えられなり、という専門家の意見もある。 
 
10-4-2 犯罪に対する防御措置対策 
 
異常性欲者、薬物常用者などによる学校内侵入殺傷事件が多発、警備カメラや
塀を高く丈夫にすること、校門の強化両親の送り迎え、教師の立合り等、学校に
より色々対策をとつているがそろした警戒のスキたくぐって犯人が侵入し、事件
が発生している。日本ではまだ銃や刀をを許可をとして持ってはならないがそれ
でも金属探知器などによる所持品検査は犯罪を100%防止するに（判）っていなり。
警備装置やガードマンの常設中望まれる。（あるりは警察の定期パトロール無線
探知）忘れてはならないのは大人の犯罪者による生徒への危害だけれはなく生徒
の間の「いじめ」の問題へ被害をうけた生徒の不登校、成績の低下だけでなく校
舎あるいは自宅のマンションをどかうの飛び降り自殺の発生である。バルコニー
らせん階段かうの降り、有毒ガス（硫化水素、一酸化炭素（自転車の排気ガス＊
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む）等による自殺もある。バルコニーの柵を高くする（或いは金、罔を張る）ら
せん階段にも同様の防護装置をする必要がある。オープンスペースのある教室が2
階以上にあり、外との間に何もなり所にはバルコニーたらせん階段と同じように
何らかの転落防止装置が必要だろう。 
 
10-4-3「心理的なオープンスペース」の必要性、接切性 
 
狭い教室で「詰め込み教育」をされ帰宅したらパソコンに向いて（ ）でゲー
ムをやっている生活は他人とに共同生活がうまくできない性格になりがちである。
これが「いじめ」につながるこては見のがせない「いじめられる方」も「いじめ
られる方」も同じ過程をたどる。 
共同作業共同研究（実験）等を通じて他の生徒との共同生活できるだけ多くす
るには運動場や体育館だけではなくもっと各学科を学習する教室に近いオープン
スペースの存在は人口増加試験競争学習科目の増加高度化には（ ）後ますます
重要てなってくる。それには先ず物理的に近いオープン・スペース（それも安全
で適当を広えの）が作られる必要がある。 
1）学校の校舎耐震構造とオープン・スペースの基本的問題 
オープン・スペースや可動仕間り等による学校に教室室内空間の弾力的利用は
生徒の教育ステムや集団行動（作業）に多大な多面的利点が効果的に斉られるこ
とが分かるが一方で建物（校舎等）の地震・強風等に対する強度即ち多角的な震
動や圧力に対する支点が少なくなるという相反する弱点が生じる。 
これに対する対策は①少なくなった(支柱、隔壁等)自体た大きくするか材質その
ものを強く弾力性のあるもの方法と②構造そのものを従来の方式と全く異なった
ものにする対策とが考えられる。①は鋼鉄、特殊プラスチック（炭素を含む）を
使用すること。②はトンレルの断面にみられる「卵」の形にする方法が第一に考
えられるか①は建築費用が大中に増加し②はスペースをのものが狭くなるという
欠点が考えられる。更に①は斜柱即ちX字形支柱を採用することも含まれる。又地
震の圧力では圧力の方向と時の経過の要素からそれは対する配慮も必要であろう。 
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2）置換に関する問題（置換＝新築、改築、移転等） 
過年度の地震や台風による建造物の破壊はそれを機会に新築や改築と法律改正
の効果からももたらされたオープンスペース方式の校舎もその恩恵の1つと言え
るが自然災害はある程度予測可能ではあるとしても建造物の破損、火災は偶然に
又時の経過で必然的に生じるから国家財政上の予算組み及び準備金積立てが不可
欠である。そしてそれらの置換の際にオープンスペースのような改善策をタイム
リーに実施する必要がある。 
その際に生じる問題は 
①費用の増加 
新しい改善（オープン・スペースのような）場所（土地）の移転生徒の増減（人
口の増加、人の少ない所への移転による減少）に合わせたスペース構造の変更等
で建築費、移転費が多くなる。 
②安全性への配慮 
台風等の風あたり雨による崖くずれの少ない場所（前回の災害からの経験から）
の選定、地形、土質の調査（ある程度の「歴史的調査」も必要（例）活断層の周
期的変動による歴史的大地震） 
③通学路 
安全ではあるが新校舎の設定地が生徒の住む町から遠くなる場合も考えて公共交
通機関（定期バス等）の設置申請を早くから行政機関、会社へ出しておく、場合
によってはその学校だけのスクール・バスの購入、家族の自家用車の検討も考え
方に入れる。＊寄泊制度（通学でなく泊まり込み）の導入＝寄泊舎の新設 
3）制度としての考慮 
①建築の規制法規の強化 
日本では一般住宅等の新（増）築に対する資金貸付（低利、長期の）を行なうと
き、構造上の規制法規（例えば柱の太さを10.5cm角以上にする。X字形斜柱を入る）
を設けて建築途中骨組完成時に官庁の検査をうける。一方、税制上の特典をうけ
られる方法等をとってきた。 
教育上重要な学校校舎等の施設も新しい方法を取り入れると同時に法律的に安全
基準の強化有効な奨励法の推進が不可欠であろう。 
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10-4-4 学校には省エネルギー方針のため 
 
台湾の学校は一般的に空調ないによる環境物理的に影響になされると思われる。
児童の情緒面は 26 度以上長く続けないのでよく使う教室の環境空調問題につい
て調査することも大切である。 
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「論文要旨600字」 
 
台湾の教育改革後における小学校の建築計画に関する研究 
－開放理念の影響とジジ地震後の再建策－ 
 
A study on elementary school plans after the educational reform of Taiwan―featuring the 
influence of open planning and the reconstruction plans after the Jiji Earthquake― 
 
李 美慧 
 
本研究は、1994 年から台湾で開始された教育改革の実施にあたって導入された教室
様式とその導入過程およびその手法を整理し、その手本となった日・英・米の普及過程
と比較検討することにより、台湾での新しい教育の意味と独自性、オープンスペースに
代表される開放教育の建築的対応の普及を明らかにし、今後の展開を予想することを目
的として行われた。開放理念の導入に続き 99 年に初めてオープンスペースを持つ小学
校が建設されたが、ちょうどその時期に発生したジジ大地震による大量の小学校の被災
があり、それを契機として、多くの小学校の再建計画が始まった。これらには学校平面
の多様化や、配置上の明確なスタイルがあることを発見した。また、少子化の影響によ
る小規模校においては、一律の基準ではなく、それを緩和し小規模校の統廃合を免れな
がら、それにふさわしい学校を建設できる制度を確立した。一方、短期間に大量な学校
を再建するための施策として、赤十字や寺院などの民間事業者による学校建設を促進す
る手法を確立した点は、他の諸国と異なるものである。 
 研究としては、さらに日本を含む新しい小学校における教室周りの使われ方を観察調
査およびインタビューした。その結果、オープンスペースの利用については、英国の事
例のように活用されている例は少ないことを確認した。教育改革の理念で謳われた開放
教育の実践、および日本を含むアジア圏域での普及にとって、伝統性や国民性があり、
欧米で取り入れられている教室スタイルの直截な輸入には問題があり、独自の開放理念
を検討する必要を提示した。 
 
